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　その日、彼女は悪魔たちの重要な会議である〝黒ミサ〟へと出席するため、その会場を訪れていた。

　名をシノ。

　七つの大たい罪ざい神しん《放ほう蕩とうの怠たい惰だ》に仕える、怠たい惰だの悪魔である。

　その〝黒ミサ〟会場は表向きには喫茶店として機能していて、そこでは様々な悪魔たちが働いていた。ただ、シノと同じような怠たい惰だの悪魔たちは形式としての労働を拒否するため、スタッフはもっぱら他の六つの大たい罪ざい神しんに仕える悪魔たちだ。

　その日、黒ミサまでの時間を潰すシノに絡からんできたのは、彼女がもっとも毛嫌いしている色しき欲よくの悪魔──いわゆる淫いん魔まのウェイトレスだった。

「ねえ、シノ。これ見てよ～」

　淫いん魔まのウェイトレスは、テーブルでコーヒーを飲んでいるシノのそばに来ると、左手をこれ見よがしに示してくる。

「なに、指輪？」

「そう、彼にもらったんだ～」

　淫いん魔まの左手の薬指には、綺き麗れいな宝石が据えつけられた指輪が嵌はまっている。

　自慢げにそれを見せびらかしてくる淫いん魔まに、シノはふんっと鼻息を荒くして応こたえた。

「どうせまた適当な男を催淫して、たぶらかしたんでしょ？　あんたのやり方はわかってるんだから」

「とんでもないし。今度こそ私、マジなの」

「嘘うそ吐つきなさい」

「婚約したんだよね。これは、その証拠の婚約指輪」

　淫いん魔まのその言葉は、シノを驚かせるのに十分なインパクトを持っていた。

「……え、婚約……？」

「うふふ、驚いた～？　私だって、いつまで経たってもふらふらしてるわけにはいかないと思ってえ。彼がすっごく愛してくれるから、もう決めちゃったの！」

　それから延々とのろけ話を続ける淫いん魔まの言葉を、シノはほとんど聞いていなかった。ただ彼女の意識は、淫いん魔まの指に嵌はまる指輪に釘くぎ付づけになっていたのである……。

「……でね？　彼ってば、私のことを理解してくれてるから、夢の中では他の男を誘惑してきてもいいって。サキュバスだから、しょうがないよねって。優しいと思わない？」

　淫いん魔またちは人間の中にある性欲を集めるため、人の夢に侵入してそれを淫いん夢むに変える習性がある。

「へ、へえ～……そうなの～……」

　頬ほおをひくつかせるシノを見て、淫いん魔まは得意げな笑みを浮かべた。

「ごめんねえ。先越しちゃって～」

「……は？」

「まさか私も、怠たい惰ださまにお仕えする中でもとびっきりのエリートって言われる悪魔よりも先に、結婚しちゃうとは思わなかったからさ～」

「な、な、な……」

「ま、あんたも精せい々ぜい頑張ったら？　世の中には、男なんて掃いて捨てるほどいるんだし～？」

　高笑いしながら去っていく淫魔の後ろ姿を、シノは歯は軋ぎしりしながら見送った。

　まさか、あんなやつに馬鹿にされるなんて！

　あの淫魔にはいつもしつこく絡からまれて、うんざりしていたのである。

　シノたち怠たい惰だの悪魔はその役割として、いわゆる「働き者」とされる人間の元に送り込まれる。そして働くのが好きな者ほど、金銭的な余裕があるケースが多い。

　ゆえに、ああいう放ほう蕩とうな淫いん魔まほど、怠たい惰だの悪魔に絡からんでくるのだ……やれ金持ち男を紹介しろだの、エリートとのコンパをセッティングしろだのと。

　これまでシノは、アカデミー時代の教官を除き、できるだけ淫いん魔まとの接触を断たってきた。彼女たちに等なお閑ざりな態度を取ったことも、一度や二度ではない。

　だからといって、こんな当てこすりのようなやり方をしなくてもいいのではないか！

　シノは内心煮えくり返る思いで、頼んでいたコーヒーをグイッとあおった。

「……な、何よ、婚約くらいでいい気になっちゃって……！　私だって、そんなことしようと思えばすぐなんだから……！」

　ひとりごちながら、彼女の頭にその候補として浮かんでくるのは、いま同どう棲せい関係にある人間──堂どう道みち拓たく務むだった。

　ドのつくほど真面目なワーカホリックで、ブラック企業の飼い犬。

　シノがひたすらに甘やかし、怠たい惰だ道どうへと引きずり込むことを誓って選んだ相手。

「べ、別に拓務のことなんて、私はどうとも思ってないけど……？　でも、どうせそのうち、向こうから甘えてくるに決まってるんだから……」

　怠たい惰だの悪魔が、その担当する人間と良い仲になるケースは非常に多い。ゆえに拓務がシノに依存するようになり、彼女なしでは生きられなくなれば、きっと……。

　もやもやと広がるピンク色の妄想の中で、拓務が指輪を差しだしてくる。




「……俺に毎日味み噌そ汁しるを作ってください、シノさん」




　そんな彼からのプロポーズを想像して、シノはブンブンと頭を振った。

　あの朴ぼく念ねん仁じんが、そんなこと言うわけない。そもそもいまだって、毎日味み噌そ汁しるくらい作ってるわけだし。

　じゃあ彼はどんなプロポーズをするだろう、と考えれば考えるほど、シノは絶望感でいっぱいになった。

　……やっぱ無理かも、と。

　シノの目から見た拓務は難攻不落の要塞であり、彼の気を引くことはどんな怠たい惰だの悪魔でも無理ではないか、と思うほどだった。

　彼を怠たい惰だにするために繰り出した甘やかしの手は数知れず。

　しかしそのすべてをはねのけ、いまも拓務は元気に会社で残業している。

「……シノ、よくないのですよ」

　厄介な考え事をしているシノの耳元で、いきなり別の声が響いた。

「ひゃあっ……！」

「いま、シノは嫉しつ妬とにかられてるのです。ああ、妬ねたましい。シノは怠たい惰だの悪魔であって、嫉しつ妬との悪魔ではないのに……」

　見ると陰気そうな嫉しつ妬との悪魔が、シノのそばでハンカチを噛かんでいるではないか。

　ちなみに、彼女もこの喫茶店のウェイトレスである。

「だ、誰が嫉しつ妬としてるっていうのよ！」

「……むくむくと、嫉しつ妬とさま好みの感情がシノの心を支配しているのですよ。でも悪魔が嫉しつ妬としても意味ないから、やめてほしいのです……」

「私は嫉しつ妬となんてしてないわ！　変なこと言わないで！」

「な～に？　誰が嫉しつ妬としてるってえ？」

　そこに、先ほどの淫いん魔まが帰ってくる。ニヤニヤ笑いを浮かべる彼女の顔を見て、シノはますます頭に血が上るのを感じた。

「う、うるさい！　うるさい！　シノゴノ言わずに、あんたたちは働いてればいーの！」

「うわ。怠たい惰だの悪魔が、他の悪魔に『働け』とか言うのです……」

「プークスクス、もうめちゃくちゃじゃん！」

　他の悪魔たちにからかわれ、シノは残っているコーヒーをひと息に飲み干すと、それを勢いよくコースターに下ろした。
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　最近の俺には悩みがあった。

　それはもっぱら、最近になってできた同居人についてである。

　勤労を喜びとする人間のもとに送り込まれる『怠たい惰だ』の悪魔──。

　その悪魔たちにとっては、働き者の存在が好ましくないらしく、甲か斐い甲が斐いしく身の回りの世話をしては、その者を堕だ落らくさせてしまうという。

　かくいう俺のところにも、先日、「シノさん」という悪魔がやってきた。

　甘やかしエリートにして、一流のアマヤカシストを自負する彼女は、ほとんど強引なやり方で俺の生活の一部となった。

　最高の食事を用意し、掃除、洗濯などの家事全般を完璧にこなし、身体からだのケアまでやってくれる。

　おまけに、一生養うから働かなくていいとまで言い放つ豪胆っぷり。

　それは仕事を何よりの喜びとする俺にとって、受け入れがたい提案なのだが……しかし、帰宅して、彼女の笑顔を見ることが楽しみになってきていることも事実。

　そう──悩みというのがこれだった。

　俺を堕落させ、仕事を奪い去りたいという彼女の望みは、仕事を愛する俺の不幸につながってしまう。逆に俺が仕事をすればするほど、彼女は目的から遠ざかることになる。

　彼女の存在が問題なわけではない。

　彼女の望みと、俺の望みが一致していないことが問題だった。




「……そこのお兄さん、ちょいと」




　誰かに突然話しかけられたのは、俺がそんな悩みで頭をいっぱいにしているときだった。

　見ると、フードを被かぶった怪しげな人物がそこに立っている。首に巻かれたスカーフで口元を隠し、一目でこちらの危機感を煽あおってくる格好だった。

　いつもどおりの終電での帰り道なので、時刻は深夜……。

　深夜の不審者というシチュエーションに、俺は戸惑うよりもまず、身の危険を感じて冷や汗をかいた。

「え、な、何ですか……？」

　これはあれか。オヤジ狩りとかそういうやつか。

　俺はもう二十六になる。オヤジと言われるほど老け込んでいないと思うが、判定は微妙なところ。会社でもそろそろ、失敗の言い訳に「若さ」を使えなくなってくる年齢であるからして。




「あなたはいま、女性関係で悩んでるっすね？」




　怪け我がでもして、翌日の就労に影響がでてはまずい。相手の要求が金銭であるなら、それを渡して事なきを得ることにしよう。なあに、金銭は働けばまた賃金というかたちで入ってくる。健康であれば働ける。これに勝る幸福は──




「…………はあ？」




　そのときになって、俺はようやく目の前にいる不審者の言葉を理解した。

「……ジョセイカンケイ？」

「そうっす」

「……女性関係っていうと、女の人との関係という意味ですか」

「文字どおりだとそうっす。でも自分が言ってるのは、浅からぬ仲にある女性との関係っていう意味っす。『女性と関係を持つ』とかいう言葉に近いような」

　不審者は急に早口になると、ところどころ息を荒らげてそう言った。ふひふひ、と妙な呼吸音が聞こえる。

　スカーフで口が隠れているせいか、言葉として認識しづらい箇所もあった。ただ、その高い声を聞く限り、どうやらこの人が女性であるらしい、ということはわかった。

「……えーと」

「ああ、隠さなくていいっす！　自分はこういうものっすので！」

　やおらにじり寄ってくると、その不審者は強引にカード状の何かを渡してきた。

「……何ですかこれ」

「名刺っす」

　そう言われて目を落とすと、ピンク基調のカードに「占い師　悠ゆう尼にユニ子こ」と印字されているのがわかった。

「……」

「自分、占い師っす」

「……」

「だから、あなたの悩みも一発で見抜いたっす」

[image: ]

　新あら手ての宗教勧誘か何かだろうか。そんなもの、こんな真夜中にやらないでほしい。冗談ではなく、寿命が一年は縮んだと思う。

　だいたい、女性がこんな真夜中に一人で出歩くなんて、不注意もいいところじゃないか。

　……いや、待て。ひょっとしたら一日の勧誘ノルマのようなものがあって、彼女はそれを達成できていないのかもしれない。だから真夜中になっても、道行く人にこうやって必死な声掛けを行っているのかも……。

「本来ならお代をいただくところっすけど、天すら胸を開くこの偉大なる出会いを祝してタダにするっす」

　天とか言ってるし、やっぱりそっち系だな。

　深く関わり合いになってはいけないタイプと判断し、この場から離脱しようとする。

「……すみません、急いでいるので」

　そう言って、踵きびすを返かえしたときだった。

「──悩みの種はズバリ、同どう棲せい関係にある女っすね？」

「え」

「ああ、見える！　見えるっすよお！　器量も気立ても申し分のないパートナー！　しかし、彼女とは住む世界が違う！　目指すべきものも正反対であるため、このまま進んでも決して二人は幸せになれないっす！」

「ちょ、ちょっと」

　俺はまた振り返り、改めて顔を隠す女性をまじまじと見つめた。

　というのも、目の前の彼女が俺の悩みをずばりと言い当てたからだ。不審な存在との急な接触でそれどころではなくなっていたが、俺は確かにシノさんとの関係を考えていた。

『住む世界が違う』『目指すべきものも正反対』という言葉も、まさしく俺たちの関係を表しているではないか。

「な、何なんですかあなた。ひょっとして、シノさんの知り合いか何かですか……？」

「おお、シノって言うっすねその女は！　いや、そんな女のことはまったく知らないっす！」

「で、ではなぜ」

「言ったっすよ、占い師だって。自分、この仕事プライド持ってやってるんで」

「──仕事」

　その言葉を聞いた瞬間、俺は目の前の女性に怪け訝げんな眼まな差ざしを向けていた自分が恥ずかしくなった。占い師という職業を見下し、『どうせ宗教勧誘の隠かくれ蓑みのだろう』と内心で馬鹿にした先ほどの自分に、唾つばを吐きかけてやりたいとさえ思った。

「……すみません、俺は差別主義者だったかもしれません」

「はい？」

「職業に貴き賤せんはありません。あなたの言うことを信用します。占い師として、正当な占いの結果として俺の悩みを言い当てたと」

「そ、そうっすよ！　星座が教えてくれるっす。あるいは地脈の流れが囁ささやくっす。はたまた、水晶を覗のぞき込こむとそこに映ってるっす」

「多角的な方面から判断したということですね？」

「何か急に食いつきよくなったっすねえ……ま、やりやすくて助かるっすけど」

　ユニ子さんというその占い師の女性は、ごにょごにょと呟つぶやいた。

「とにかく、自分にはお兄さんの悩みは全部丸わかりっす。そのシノとかいう女の幸福はあなたの不幸に繋つながり、逆も成り立つ。そのことで悩んでいるっすね？」

「ま、まさしくそのとおりです！　すごいですね！　占いでそこまでわかるとは！」

「そんな女とは別れるっす！　つき合っていても、百害あって一利なし！」

　ユニ子さんは懐ふところから水晶のようなものを取りだすと、それを覗のぞき込んで叫んだ。

「……え、別れる？」

「切り替えが吉とでているっす！　この世の半分は異性でできているっすからね？　いまのパートナーと別れて、新しい出会いを探すっすよ」

「いや、そういうわけにもいかなくてですね」

　俺は閉口してしまった。

「何とか、その人と上う手まくやっていく方法とかありませんか」

「お兄さん、働くのが好きっすね？」

「そ、そのとおりです！　よくわかりますね！」

　ズバズバと言い当ててくる。占いがこんなにもすごいものだったとは！

「その女と一緒にいると、働くことができなくなるっすよ！　それでもいいっすか？」

「それは困ります」

「じゃあ別れるっす！」

　ユニ子さんは語気を強めた。

「お兄さんの運勢を見るに、いまはキャリアを大事にした方がいいっす。マジっすよこれ」

「うーん」

「でも安心するっす。自分の見立てでは、お兄さんにはこれからすばらしい出会いが待っているはずっす」

「すばらしい出会い？」

　俺は眉まゆをひそめ、彼女の言葉を繰り返した。

「そうっす！　理想的な女性との出会いっすよ！　彼女はそのシノとかいう女と違って、お兄さんの幸福を邪魔しないっす！　むしろその幸福の手助けをしてくれるっすよ！」

「俺はいま、職場と自宅の往復だけの生活ですよ。出会いなんてありますかねえ」

「運命というのは、ときに都合よく見えるものっす。自分の占いに間違いはないっす……」

　ユニ子さんはそこで声のトーンを落とした。彼女の言葉を聞き逃すまいと、思わず身を乗りだしてしまう。

「忠告しておくっすよ、お兄さん。いまの女とは早急に別れるっす。そして、新しい出会いの方を大切にするっすよ。この占いに背いた場合は……」

「背いた場合は……？」

　思わず、ゴクリと生なま唾つばを飲み込む。

「──地獄に堕おちるっす！」

　最後にふわふわしたことを言って、ユニ子さんは去って行った。
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「お帰り、拓たく務む」

　自宅に戻ると、シノさんのにこやかな笑顔が待っていた。

　仕事以外に楽しみのなかった俺だが、最近では彼女と一緒にいると心が浮き立ってしまうことに気づいていた。照れくさいので、そういうことは言わないけれども。

「ただいま帰りました、シノさん」

「今日はちょっと遅かったんじゃない？」

「ええ、実は帰りにちょっと人と話していたものですから」

「……人と？　まさか宮みや本もとさんじゃ……」

　そう言って、シノさんが表情に影を落とす。それを見て、俺はなぜか慌ててしまった。

「ち、違いますよ！　見知らぬ人です。実は、占い師に会いまして」

　変に誤ご魔ま化かそうとしてもボロが出るだろうと思い、正直に話すことにする。

「占い師？　え、なんて？」

　するとシノさんは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。当然の反応だと思う。

　多分、俺もユニ子さんの名刺にあった「占い師」というワードを見たとき、こういう顔をしていたに違いない。

「占い師ですよ。人の悩みや未来を占うことを職業にしている人のことです」

「それはわかってるわよ。なんで急に占い師がでてきたのかって驚いてるのよ」

「急に占ってきたんですよ、道を歩いていたら」

「……当たり屋の新しいパターン？」

「いえ、そういうのではなかったです。別に金銭を要求されたりしませんでしたから」

「気をつけないとダメだからね。世の中には、変なやつが多いんだから」

「きちんとした占い師でしたよ。ご自分の職業にプライドを持っていたようですし」

「プライドを持った占い師って面倒臭そうね」

「ははあ、さてはシノさん、占い師を馬鹿にしていますね？　ダメですよ、ちゃんとした職業なんですから」

　俺があてつけがましくそう言うと、シノさんは呆あきれたような半はん眼がんでこちらを睨にらんだ。

「……ちなみに、その占い師にはどんなことを占ってもらったの？」

「え、ああ……その、シノさんとのことを……」

　まさか内容のことまで話すわけにはいかず、俺は咄とつ嗟さに言葉を濁した。ならば最初から、占い師のことなど言うなという話だが。

　俺が必死になってこの窮地を切り抜ける方法を考えていると、シノさんが急にそわそわし始めたので、おやっと思った。彼女はツインテールの片方を弄いじりながら、

「……私とのこと？　ふーん……どんな風に言ってた？」

「い、いえ、当あたり障さわりのないことですよ。どんな人間にも当てはまるような。バーナム効果でしたっけ？」

「だから、どんなことを言ってたの？」

「上う手まくいくでしょう……とか、そういう感じ？」

　嘘うそを言っている罪悪感から、つい疑問形で答えてしまう。

　別れろと告げられたとは、口が裂けても言えない。

　しかし俺の言葉を聞いて、シノさんはにっこりと微ほほ笑えんだ。

「ふーん、そう。……あ、いけない。早くご飯にしないと」

　どうやら、シノさんは今日機嫌がいいらしい。

　部屋の折り畳みテーブルの前に腰を下ろしてから、俺はキッチンで料理を温めているシノさんに向かって訊たずねた。

「……女性って結構占いを信じる方って多いですけど、シノさんはどうですか？」

「場合によるわね。託宣とかならシノゴノ言わずに信じるけど」

「託宣ってなんです？」

「怠たい惰ださまが配下の悪魔に乗り移って、意志を告げられることがあるのよ。それを私たちは託宣って呼んでるわ」

　怠たい惰ださまというのが、シノさんの上司にあたる存在だということはすでに把握している。

　なるほど。となると託宣というのは、業務命令のことだろう。悪魔の社会はトップダウン式ということだ。

「まあ、怠たい惰ださまはまるで動こうとしない方だから、託宣の機会なんてほとんどないに等しいんだけどね」

　料理の載ったお盆を持って、シノさんがキッチンからでてくる。彼女は折り畳みテーブルの上にテキパキと料理を並べた。

「シノさんは託宣を受けたことってあるんですか」

「もちろんないわよ。というよりも、いま生きてる怠たい惰だの悪魔たちの中で、託宣をお受けした者はいないんじゃないかしら？」

「はあ、そんなレベルですか」

「怠たい惰ださまの怠たい惰だっぷりといったら、それはもう筋金入りなのよ」

　シノさんは誇らしそうに言うが、まったく自慢できることではないと思う。

「何百年か前に天使との戦争があって、そのときの託宣が最後って言われてるわね」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　聞き慣れない言葉があって、俺は思わず待ったをかけた。

「……いま、天使って言いました？」

「え？　うん、言ったけど？」

「何ですかそれ」

「天使は天使よ。私たち悪魔とは対極にいる存在って言うか」

　シノさんの説明によるとこういうことらしい。

　シノさんの上役である『怠たい惰ださま』というのは、『七つの大たい罪ざい神しん』と呼ばれる悪魔たちの神の一ひと柱はしらにあたるわけだが、同じような神のグループが他にも存在するということだった。

　それらは『七つの美徳神』と呼ばれ、同じように配下を従えている。そして、その配下こそが天使と呼ばれる存在だ、と。

「特にその中でも『勤労』の天使は、私たち『怠たい惰だ』の悪魔と水と油みたいな関係にあるのよ。何よりも刻苦勤勉であることを人に求める非人道的なやつらでね？　まったく、人を働かせようなんておぞましいにもほどがある……」

　そう言って、シノさんは寒そうに二の腕をさする。

「いや、すばらしい存在じゃないですか！」

「どこがよ。人は働くことによってストレスを溜ためて、神経をすり減らしていくの。働く必要があるから働くだけで、それを目的にするなんて本末転倒もいいところだわ」

「働く必要があるというところは認めるわけですね」

「そういう人もいる、っていうだけよ。拓務はもちろん違うわ。私がいるんだから」

　そこまで言って、シノさんは目を細めた。妖よう艶えんな笑顔を浮かべるその様子は、まさに悪魔的と言ってもよかった。時折シノさんが見せるこうした悪魔的な仕草に、俺はどぎまぎしっぱなしだった。

「こんな遅くまで働いて、心身ともにボロボロにならなくってもいいのに……ただ身も世もなく私に甘えるだけのセカンドライフを送りたくなったら、いつでも言ってね？」

「そんな言葉を口にすることは絶対にありません」

「拓務は、もっと甘え方を知る必要があると思うわ。マナがいるときに、あの子を実践的教材にして教えてあげる」

　マナとは、シノさんの妹分のこと。怠たい惰だアカデミーなる謎の組織で、甘やかしの実習として甘やかされて以来、シノさんにべったりになってしまったらしい。

　彼女はこの部屋にもよく出入りしていて、しょっちゅうトラブルを起こしている。

「今日マナは来なかったんですか？」

「来たけど、もう帰ったわ。お昼ごろに来て……」

　と、そこまで言って、シノさんは何かを思いだしたようにパンと手を打ち鳴らした。

「そう言えば、今日のお昼、お隣に新しい人が引っ越してきたんだったわ！　マナは廊下でその人とすれ違ったらしいんだけどね」

「へえ、新入居者ですか。そう言えばシノさんがあの部屋を出てから、ずっと空き部屋でしたね」

　もともとシノさんは、ワーカホリックの俺を堕だ落らくさせるために近づいてきたわけだが、そのために、まずは隣の部屋という好立地に拠点を構えていたのである。いまこうして一緒に生活するようになってからは、必要ないということで解約してしまったのだが。

「……あの子、引っ越してきた人のこと、『何だかお化けみたい』とか言ってたわ」

「お化け、ですか」

「『なんか全体的に白い』って」

「……マナは独特の感性を持ってますからね。ご近所トラブルとか御ご免めんですから、失礼のないようにしないといけませんよ」

「私からもよく言っておくわ」

　お隣さんか、と俺はぼんやりと考えた。

　そう言えばシノさんのときは、いきなり深夜待機の引っ越しそば、という謎の行動で戸惑ったものだった。

　しかしそれは、シノさんが俺たちとはまた違った価値観を身につけていたからに過ぎない。

　そんなイレギュラーが立て続けに起こるわけもないので、今度は間違いなく普通の人だろう。すれ違ったときに挨あい拶さつをするくらいの、当あたり障さわりのない関係を築ければ問題ない。

　そんなことを考えながら、俺はシノさんの作ってくれたおいしい料理をもそもそと頬ほお張ばった。
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　──その人を見たとき、俺は即座に『お化けみたい』で『全体的に白い』というマナの表現を思いだした。

　しかしそれを失礼だと思う前に、ただただ慌てふためいた。

　シノさんから入居者の話を聞いた翌日。仕事帰りなので、時刻は深夜──部屋に向かう廊下に、全身真っ白な女性が倒れていたのである。

　長く伸び、廊下に広がっている髪は真っ白で、蛍光灯の明かりを受けてキラキラと光り輝いている。着ているのは、全体にレース模様の入った純白のドレス。どこか幻想的な雰囲気を纏まとうその女性は、作り物かと見み紛まがうくらいに美しかった。

「ちょ、ちょっと、大丈夫ですか……」

　俺は廊下に横たわる彼女に、恐る恐る声をかけた。まさか死んでいるなんてことはないだろうな……。

　肩に手をやると、しっかりと体温はある。それを確認してから、何度か軽く揺すってみる。

　しばらく反応がなかったので、携帯を取りだして救急車を呼ぼうとしたとき、

「……ああ」

　と、か細い声が女性の口から洩もれた。

「だ、大丈夫ですか!?」

「……あなたさまはもしや、わたくしを介抱しようとしてくださっているのですか」

「意識を強く持ってください！　いま救急車を呼びますから！」

　慌てて言いながらも、女性が言葉を発することができるくらいの状態だということには安あん堵どする。

「……救急車などと大げさですわ。わたくしは少し休んでいただけなのですから」

「休んでいた？」

「ええ。部屋から出て外気に触れた途端、急速にやる気が失われまして。活力が湧くまで横になっていようと」

「……ちょっと何を言っているのかわかりませんね」

「おお、あなたさまはひょっとして堂どう道みちさまではありませんこと？」

　そのとき女性は視線を上げて俺の顔を見るやいなや、はかなげな笑みを浮かべてそう切りだした。

「え、そうですが……」

「わたくし、先日あなたさまのお部屋の隣に越してきた者ですわ。ルルと申します」

「はあ」

　見た目から想像はついていたが、どうやら外国の人らしい。

「本当なら昨日のうちに、ご挨あい拶さつに向かおうと思ったのですわ。しかし、どうにもやる気がでず……」

「それはいいですけど。……あの、本当に救急車は呼ばなくて大丈夫なんですか」

「結構ですわ。あなたさまが手を貸してくださるなら、それで十分です」

　言いながら、ルルさんは両手を開いて俺の方に突きだしてくる。

「起こしてください……そして、わたくしの部屋に連れて行ってくださいませんこと？」

「それでは失礼しますね」

　言っていることはちょっとよくわからないが、彼女がいま困っているということだけは明白だった。俺はカバンをその場に置くと、ルルさんの身体からだに右手を回した。それから足の方に左手を回し、ぐいと抱き上げる。

「ああ、流石さすがは殿方ですね……とても力強く、立派ですわ」

「鍵は開いてます？」

「ええ。しかし中は少し散らかっていまして。恥ずかしい……」

　ほんのりと頬ほおを染めて言うルルさん。

　しかし、こういう仕草がどこか絵になる人だと思った。

　彼女の部屋のドアを開けると、そこには山積みの段ボールが待ち構えていた。わずかに人一人が通れるくらいの隙間が、部屋の奥に続いている。

「ああ、恥ずかしい。しかし昨日越してきたばかりですから……」

「そ、そうですね。そりゃあ、まだ片付きませんよね……」

　そう言えばシノさんの部屋（つまり、ここ）は、越してきた次の日には、完璧に整理整頓されていたなあ、とぼんやり思いだす。まあ、あの人と常人を比べるのはよくない。シノさんほど無秩序を嫌い、働き者で、かつ勤勉な人を俺は知らない。

「……奥にベッドがありますわ。そこまで運んでくださいませんか」

　ルルさんは消え入りそうな声で言った。

　この段ボールの山をかき分けて進むのは、非常に困難なことと思われた。しかし、この女性の体力はいま、外で倒れ込んでしまう程度しかないわけで。

「それじゃあ失礼しますね。ちょっと強引なやり方になってしまうかもしれませんけど……」

「ええ、そこらに転がっているのはゴミに過ぎませんわ。どのような扱い方をされても構いません」

　ゴミというなら、こんなに持ち込まなければいいのに。

　……まあ、いまはそんなことを考えていても仕方がない。

　俺はルルさんを抱きかかえながら、すり足で段ボール同士の作る亀裂を広げながら奥へと進んだ。

　そこにあるベッドは天てん蓋がい付きの豪ごう奢しやな代しろ物もので、およそこの安アパートに相応ふさわしいものとは思えなかった。勝手なイメージになるけれども、ヨーロッパの貴族とかが使ってそうだ。

「す、すごいベッドですね」

「この部屋で二番目に大切なものですわ。一番多くの時間を過ごす場所ですから、こだわっております」

　ひょっとしてこの人、どこかの大富豪の娘さんか何かだろうか？　いや、だとしたらこんなアパートに引っ越してくるのはおかしいか。

　違和感に戸惑いながらも、俺はベッドにルルさんを下ろした。

　彼女はベッドに腰かけたまま、こちらを上目づかいで見つめてくる。その目つきがあまりにも艶つやっぽくてドキリとしてしまった俺は、誤ご魔ま化かすように小さく咳せき払ばらいした。

「も、もうこんな時間ですからね。早くお休みになった方がいいですよ」

「ありがとうございます。ああ、何とお礼を申し上げればいいか……」

「いえいえ、そんな。それでは、俺はこれで失礼します」

　そう言って踵きびすを返かえそうとすると、俺のスーツの裾をルルさんがそっと握った。

「……なるほど。お礼を言葉ではなく、かたちある物で返せと申されるわけですね？」

「はあ？」

「……なんて強引な方！　しかし見てのとおり、この部屋にはゴミばかりしかありませんわ」

「いえ、ちょっと待ってください。俺は何も言っていませんよ」

「仕方がありませんわ。こうなってしまっては、わたくしを差しあげるより他はありません。ああ、殿方の欲望というものはときに激しく、理不尽なもの。しかしそんな可か愛わいらしい我がままを受け入れるのも淑女の務め……」

　そう言うと、ルルさんはベッドにゆったりと横たわり、また両手をこちらに広げてみせた。

「……ではどうぞ、わたくしをもう一度抱きしめてください」

「な、何を言っているんです！　ひょっとしてまだ意識がはっきりしていないんですか!?」

「わたくしは正気です」

　正気でそんなこと言ってたら、そっちの方がヤバいでしょ……。

　ここまでくると、流石さすがに危機感を覚える。俺は冷や汗をかきながら後ずさった。

「ははは……俺をからかっているんですね」

「わたくしのことはお嫌いですか？」

　ゆっくりと身体からだを起こすと、ルルさんは小首を傾かしげてそう言った。

「嫌いとか好きとか、それ以前の問題でしょう。俺たち、いま会ったばかりなのに……」

　と言いながら、俺はデジャヴのようなものを感じて眉まゆをひそめた。そう言えばシノさんと初めて会ったときも、こういう会話をした気がする……。

「よくご覧になってください。わたくしは美しいでしょう」

　言いながら、ルルさんは純白のドレスをはだけさせる。豊かな胸が露あらわになり、俺は思わず彼女から視線を逸そらした。

「ちょ、ちょっと！　いきなり何をやってるんですか！」

「何って……あなたさまがわたくしの価値をはっきりと理解できるよう、示して差しあげているのではありませんか。この部屋でもっとも大切なもの……それはわたくしをおいて他にありません」

「いいから服を着てください！」

　そう叫んだところで、自分の方が出口に近いことを思いだす。ここはもう、逃げだしてしまった方がいいかもしれない……。

　そう判断すると、俺は「失礼しますね！」という捨すて台詞ぜりふだけを残し、段ボールをかき分けて出口を目指した。

　──と、そのとき進行方向の先で、ガチャリとドアが開かれる。

　入ってきたのはシノさんだった。

　彼女は怒りの形ぎよう相そうを浮かべていたが、俺と目が合うと、一瞬ポカンと呆あつ気けにとられたような顔になった。しかし、すぐにまた怒りを露あらわにする。

「あんた、ここで何してるのよ！」

「え？　……いや、あの」

「なかなか帰ってこないから外に出てみたら、廊下にあんたのカバンが落ちてるし！　心配して探してたら、この部屋からあんたの大声が聞こえてくるし！」

「し、シノさん……助かりました。俺はいま危ない目に遭っていて……」

「危ない目？　ていうか、何よこの部屋。汚いわね」

　シノさんは家主の許可も得ずに部屋に上がり込むと、俺をぐいと押しのけて奥へと進んで行く。

　そして、そこに広がっていた光景に衝撃を受けたのか、ピタリと立ち止まった。

　何だろう、嫌な予感がする……。

「あ、あんたねえ……拓務……」

　わなわなと身体からだを震わせながら、シノさんが俺の方を睨にらみつける。彼女の顔は、いまや怒りを通り越して憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうだった。

「どどどういうことよ！　私を部屋で待たせておいて、他の女と楽しんでたってわけ!?」

「ご、誤解ですよ！　俺は何も──」

「──シノゴノ言うなあ！　この浮うわ気き者もの！」

　シノさんは、ジワリと目に涙を浮かべて叫んだ。
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　俺の頭によぎったのは、これが噂うわさのハニートラップというやつではないか、ということだった。男女関係の既成事実を弱みとして握られ、無理な要求を突きつけられるというあれだ。

　とはいえ、それではシノさんとあのルルさんが共謀していることになってしまう。シノさんにそんなことをする理由はないと思うし、そもそも彼女の怒りが演技によるものではないということは、流石さすがの俺でもはっきりと理解できた。

「ま、待ってください、シノさん……俺の話を聞いてください」

「こういう女が好みだったわけ!?　信じられない！　わ、私がいままでどういう気持ちでいたか知らないで……」

「だから誤解ですよ！　俺は指一本──」

　──触れていない、と言おうと思って、彼女をここまで運んできたことを思いだす。下心があったわけではないので、セーフ扱いでいいよな……？

「指一本なによ！　指一本あれば十分でしょ！」

「なにに十分だって言うんです！」

「堂道さまは、わたくしを強く抱きしめてくださいました。それはもう、すばらしい殿方の力で激しく……」

　そのとき部屋の奥から、そんなか細い声が聞こえてきて、俺は身体からだ中の血液がすべて沸騰するのではないかと思った。

「ちょっと、ルルさん！　そういう誤解を生むことをいま言うのはやめてください！」

「何でこの女の名前を知ってるのよ！　やっぱりそういう関係なんじゃない！」

　ついにシノさんの目からポロポロと涙がこぼれ落ち、俺はとにかく慌てふためいた。

「せ、説明させてください。誓って俺は潔白です……」

「知らない、知らない！　もう甘えたいって言っても、絶対甘やかしてあげないんだから！　これからはその女に甘えれば!?」

　それだけ言うと、シノさんは驚きの行動にでた。

　俺の部屋のある方向の壁に大おお股またで歩み寄ると、そのままスゥッと消え去ったのだ。

　そう言えば以前、彼女かマナのどちらかが、悪魔は物理的な障害をすり抜けることなどわけない、とか言っていた気がする。マナも音もなく突然部屋に現れたりするし、本当なんだろうなあと思っていたけれども、実際に見るのはこれが初めて。

　……が、いまはそんな力を示すべきときではない。俺以外にも、この部屋には一般人がいるのだから。

　俺はぎくしゃくとシノさんがいたところまで歩き、わざとらしく壁をペタペタと触って見せた。

「た、種も仕掛けもございません。うーん、いつもながら見事……」

「……堂道さま、いまのは？」

　案の定、ルルさんが疑問を発する。

　その声からはいままでのような弱々しさが消え、どこか芯が通っているような気がした。緊張感があるというか、警戒の色を帯びていると言えばいいのか。

「い、いえ、彼女は大道芸が趣味でして……よく、ああやって姿を消すんです」

「……それはすばらしい趣味ですわ」

　我ながら苦しい言い訳だと思ったけれども、ルルさんは信用してくれたようだった。彼女はにっこりと微ほほ笑えんでいる。

「……ふふふ、なるほど。あれがそうですか……」

「え、何かおっしゃいましたか？」

「いえ、何も？　……ところで、彼女はあなたさまの何ですの？」

「何とは」

「恋人ですか？」

　ストレートに訊きかれて、俺はうっと詰まった。

「ち、違います。詳しくは言えないんですけど、ちょっと変わったルームシェアをしているといいますか……」

「男女が同じ部屋で生活していれば、間違いも起こるものですわ。あの女は既成事実をもとに、あなたさまを利用しようとしているのではなくて？」

「彼女はそのような女性ではありません」

　そもそも、俺とシノさんはそういうことをしたことがない。

　俺の言葉を受け、ルルさんは涼しげに微ほほ笑えんだ。

「……なるほど、あなたさまに突き刺さった悪の牙は、そうそう簡単に抜き去ることができないところまで進行しているようですわね。そのことがわかっただけでも、今日はよしとしましょう。わたくし、よく働きました……」

「あの、何の話をしているんです？」

「わたくしという絶世の美女を前にしても、あなたさまが理性を保っていられた理由がわかったということですわ。これは少し荒療治になってしまいそう……ああ、嫌ですわ」

　そう言ったきり、ルルさんは豪ごう奢しやなベッドに倒れ込んで動かなくなった。

　どうすればいいかわからず、俺はひとまず自分の部屋に戻ることにした。

「……それでは、改めて失礼しますね」

　と、一言かけても、もうルルさんからの返事はなかった。
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　ようやく帰還できた部屋はまっ暗で、俺はシノさんがどこかへ行ってしまったに違いない、と直感した。

　いつもなら、彼女が「おかえり」と言って出迎えてくれるのに。

　なくなってみて、そのありがたさを痛感する。

　大きな溜ため息いきを吐ついて部屋の中に入ると、布ふ団とんが敷かれていておやっと思った。

　見ると、シノさんが向こうを向いた状態で寝ているではないか。それを見た瞬間、俺はどっと安あん堵どの感情が心に広がるのを感じた。彼女がいてくれるというだけで、こんな気持ちになる自分が不思議だった。

「……シノさん、起きてます？」

　もぞもぞと布ふ団とんが動いたのを見て、彼女の脇に腰を下ろす。

「誤解を与えるようなことをしてしまってすみませんでした。でも、俺は本当に何もしていないんです」

「……別に私は構わないのよ。私の役割はあんたを堕だ落らくさせることなんだし。勝手に堕だ落らくしてくれるなら、願ったりかなったりだわ……でも」

「でも？」

　刹せつ那な、恐ろしい速さで視界が揺れた。何が起こったのかわからないまま、次の瞬間、俺は仰向けになって布ふ団とんの上に転がっていた──そしてそんな俺の上に、シノさんがまたがっているではないか。

「──なっ!?」

「わ、私とは何もしてないくせに、他の女になびくなんて許せない！　ちゃんと知らないだけでしょ!?　私の方が、もっと拓務のことをよくしてあげられるんだから！」

「な、何を言ってるんですか！」

「あの女は抱けて、私は抱けないってわけ!?」

「誰もそんな話はしていないでしょう……!!」

　シノさんの力はすさまじく、とても跳ね返すことのできるものではなかった。

　以前マナに羽交い締めにされたことがあるが、まだ悪魔として子どもであるマナですら俺よりも遥はるかに力があったので、俺がシノさんに力負けしてしまうのは当然と言えば当然だった。

「ふ……ふふふ……大人しくするのよ。そうよ、最初からこうすればよかったんだわ……」

「待ってください！　シノさん、なんか目がヤバいですよ！」

「……拓務が悪いんだから。私はこれまで、誠実で我慢強い悪魔だったわ……」

「わ、わかりました！　では、ちゃんとルルさんにしたことをシノさんにもしますから！」

「……ようやく観念したのね！」

「とりあえず、俺を解放してください。これでは状況が違います」

「体位が違うの？」

　体位って何だ。

　シノさんはまだ俺を信用していないようだったが、ひとまず俺の身体からだから降りてくれた。ほっと一息つく間もなく、期待感に満ちたシノさんの顔が近寄ってきて面めん食くらう。

「ほら、拓務。早く……」

「あの……恥ずかしいので、目を瞑つぶってもらえますか」

「目を……？　う、うん……」

　シノさんはすっと目を閉じ、なぜか唇を突きだしてくる。

　ほんのりと上気した頬ほおのせいか、いまの彼女はとびきり可か愛わいく見えた。

　俺はぶんぶんと頭を振ると、彼女の身体からだを抱き寄せた。

「……あっ」

　と、シノさんが声を漏らしたのに構わず、今度は足に逆の手を回して彼女を持ち上げる。

「……」

「……」

　それからしばらく、目を開けたシノさんと至近距離で見つめ合うような格好になった。

「……何これ？　お姫様だっこ？」

「ルルさんが廊下で倒れていたので、彼女を部屋まで運ぶ必要があったんです」

　俺はシノさんを持ち上げたまま玄関に向かい、そこからまた部屋の中へとＵターンした。

　何をやっているのだと思ったが、身近にシノさんの吐息を感じてそれどころではない。

　布ふ団とんまで戻ってくると、俺はそこにゆっくりと彼女を下ろした。

「……以上になります。ベッドまで来て、彼女を下ろして終わりです」

「嘘うそ！　あの女、服を脱がされていたじゃない！」

「勝手に脱いだんですよ！　よくわからないことを言って！」

「あの女が自発的に脱いだってこと？　……ってことは、私が脱げばいいのね！」

「──待ってぇ！　脱がないでえ！」

　自分のキャミソールに手をかけるシノさんを、俺は必死になって制止した。若じやつ干かん自分のキャラに合わない言葉づかいをしている気がするが、この際仕方がない。

「え……でも、脱がないとこの先のことができないじゃない」

「この先なんてないからいいんですよ！　ここで終わりです！　彼女がいきなり前をはだけさせたので俺は逃げて、やってきたシノさんと会ったというわけです……」

「なんでそんなにタイミングよく私がくるのよ」

　それは自分に訊きいてもらえないだろうか？

「……とにかく、これがさっきあの部屋であったことの全貌です。俺は彼女に不ふ埒らちなことをしませんでしたし、不ふ埒らちなことをしようとも思いませんでした。人助けをしようとしただけなんですよ。信じてください、シノさん」

「……うーん」

「シノさんの目には、俺はそんなに不誠実な男として映っているんですか」

　俺がそう言うと、シノさんは気まずそうに顔を赤くした。それから、ごにょごにょと、

「そ、そんなわけないじゃない……そう思ってたら、そもそもあんたのところにきてるわけないし……」

「だったら信じてください。俺は潔白です」

「……キスくらいはしたんじゃない？　だったら、私にも──」

「してません」

「……」

　シノさんは真っ赤になったままうつむいて、静かに立ち上がった。

「ま、まだ信用できないっ……」

「では、どうしろと言うんです？」

「……もう知らないから」

　シノさんはぷいとそっぽを向いたまま、キッチンに向かっていく。

　いつもより遅い夕食の準備をし始める彼女を見て、俺は彼女の機嫌が底を脱したと思い、ほっと胸をなでおろした。
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　週末の休日に、俺は時間を作ってシノさんと買い物に出かけることになった。

　どうも彼女の理屈によると、俺が女性にしっかりと誠実な態度を示せるかどうかのチェックを行う日ということになるらしい。

「……実は持ち帰りの仕事が結構ありまして。買い物はなるべく早くに済ませてもらえると助かります」

「……ふんっ、そんな態度でいいの？　私はまだ拓務のこと許してないんだから」

　そう言って、シノさんは俺の腕に自分の腕を絡からませてくる。

「こ、これは仕方なくよ？　どうせ今日だって、周りに可か愛わいい女の子がいたら拓務は目移りするに決まってるわ。そうならないよう、あくまでも自制の意味を込めて……」

「でも、これでは歩きにくいですよ。そういう状況が生じたら、臨機応変に対応すればいいんじゃないですか」

「──ダメ！」

　などと話しながら、玄関をガチャリと開けたとき。




「……？　きゃああああああああああああああ！」




　──廊下にルルさんが倒れているのを見て、シノさんが絶叫した。

　某有名ホラー映画を連想させるようなうつぶせ状態で、ルルさんは弱々しく手を俺たちの方に伸ばしている。

「お、お化け！」

「お、落ち着いてください、シノさん！　これは人です！　ルルさんですよ！」

「うう……助けてくださいまし……」

　ルルさんがかすれ声をだした。

　それですぐにいまが危機的な状況だと悟ったのか、シノさんはさっと真剣な表情になってルルさんに近寄った。

「ど、どうしたの!?　どこか具合が悪いの!?」

　シノさんはルルさんにあまり良いイメージを持っていなかったはずだが、いまは別問題だということなのだろう。本質的に、シノさんは困っている人を見ると放っておけない人だ。そういう特殊な教育を受けてきている。

「お、お腹なかが……お腹なかが空きました……」

「……え？」

「うう……どうかお恵みを……」

　そう言ったきり、ルルさんはばたりと倒れて動かなくなる。

「た、大変だわ！　ちょっと拓務、この人を運ぶのを手伝って！」

「わ、わかりました！」

　俺たちは大慌てでルルさんを抱え、部屋にＵターンすることになった。

「昨夜の残りの肉じゃががあるわ！　すぐ用意してくるから、この人を見てて！」

　シノさんはキッチンにすっ飛んでいき、テキパキと手て際ぎわよく作業を始めた。ほどなくして、部屋に肉じゃがのおいしそうな匂いが充満してくる。

「う、うぅ～、この香りは……」

　ルルさんはうっすらと目を見開き、鼻をひくひく動かした。

　彼女の真っ白な顔は生気がなく、見ているだけで不安が助長されるようだった。

「もうすぐ食べ物の用意ができますよ！　気を確かに持ってください！」

「堂道さま……ああ、わたくしはまたあなたさまに助けられてしまったようですわね……」

「いえ、助けようとしているのはシノさんですけど」

「こうなっては、もはやわたくしを差しあげる他に方法はありません……」

　そう言って、またルルさんはドレスを脱ごうとする。

「ちょ、ちょっと待ってください！　いまはそんなことしている場合じゃないでしょう！」

「しかし、わたくしにできることなどこれくらい……空腹で動けませんが、あなたさまの中に滾たぎった欲望の掃け口になるくらいはできますわ……」

「──何やってるのよ、この泥棒猫！」

　肉じゃがの入った器を持ってきたシノさんは、ドレスをはだけさせているルルさんを見て、途端に眉まゆを逆ハの字にした。

「そんなことをする元気があるなら出て行きなさい！　ほら、早く！」

「あ、あなたが持っているのはまさか……？」

　俺たちの間にグイッと割って入ってきたシノさんを見て、ルルさんは目を輝かせた。たったいま怒りを向けられていたことなど、すでに頭から消え去ってしまったかのような変わり身の早さ。

「食べ物よ。お腹なか空いてるんでしょ？」

「はい……備蓄用に用意した食料が尽きてしまい……お腹なかがぺこぺこでたまりません……」

「……だったら、そんな馬鹿なことしてないで食べなさい！」

　シノさんは、不満げな様子で器を差しだす。

　ルルさんが涙を流しながら肉じゃがを食べるのを脇に、シノさんが俺にちらっと視線を送ってくる。

「……」

「どうかしました？」

「……要するに、こないだの一件もいまみたいな感じだったってこと……？」

「え？　……ああ、そうです！　わかっていただけましたか！」

　俺が言うと、バツの悪そうな顔をしてシノさんはツインテールを弄いじりだした。

「ま、まあ私も本当はわかってたけど？　その上で、あんたを試してただけだし……？」

「どういう仮定であれ、誤解が解けて嬉うれしいです」

「その……私もちょっと、視野が狭くなってたっていうか……ご、ごめんね？」

「謝罪など結構ですよ。これで俺は、今日シノさんの買い物に付き合う必要もなく、持ち帰りの仕事に専念できるということですからね！　では早速仕事を始めます！」

「はあ!?　それとこれとは話が別よ！　今日一日付き合ってもらうんだから！」

　嬉き々きとしてノートパソコンを開く俺を見て、シノさんが怒りを露あらわにしたとき、

「……ごちそうさまでした」

　ルルさんが満足そうな声でそう言った。

　するとシノさんは面倒見のいい彼女らしく、すぐにルルさんの方へと向き直る。

「もう食べたの？　ちゃんとよく噛かんだ？」

「はい。初めて食べましたが、とても美お味いしい食べ物ですわね……いまの食べ物は何というのでしょう？」

「肉じゃがよ」

「ネクタル？」

「肉じゃがよ！　そんなおぞましい飲み物と間違えないで！」

「神聖なる神の飲み物ネクタルを〝おぞましい〟などと……やはり程度の低い生き物は困りますわ」

　ルルさんは薄く微ほほ笑えんだ。……しかし、口に肉じゃがのたれがついたままだったので、かなり間の抜けた感じになっている。

　彼女はシノさんから視線を外し、俺の方をじっと見つめた。

「堂道さま、ご安心を。この女の支配から、わたくしが解放して差し上げますわ。つらく苦しい日々だったでしょう……しかし、あなたはよく頑張りましたわ」

「い、いったい何の話を……？」

「ご褒ほう美びにわたくしを差しあげましょう。この清らかな──」

「──だからなんで脱ごうとするのよ！　この変態痴女！」

　言葉の途中でドレスを脱ごうとするルルさんを、真っ赤になったシノさんが取り押さえる。

「離しなさい、怠惰の悪魔。あなたが誉れある勤労の徒に取とり憑つき、その崇高なる精神を蝕むしばもうとしていることはわかっているのですわ」

「なっ……!?」

　ルルさんの言葉を聞いた途端、シノさんの目が驚きよう愕がくに見開かれた。

「な、なんで私が悪魔ってことを知って──あんたはまさか……!?」

「空腹は癒いやされ、力は満ちました。いまこそ天の啓示を告げるとき……」

　ルルさんの身体からだが光り輝き、背中から真っ白な翼が生えてくる。

　光あふれる安アパートの一室で、彼女は威厳ある声を出す。

「わたくしは七つの美徳神が一ひと柱はしら、『勤労』さまに仕える使徒──勤労の天使ルルフェル」

　そう告げる彼女の口元からは、涎よだれのように肉じゃがのたれが垂れ下がっていた。
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　──『勤労』の天使。

　先日、シノさんが『怠たい惰だ』の悪魔と水と油みたいな関係にあると言っていた存在である。

「な、なんで勤労の天使がこんなところにいるのよ！」

「知れたこと……そちらの堂道さまの働きぶりは、天にいる我が主あるじ『勤労』さまの胸を強く打っておりますわ。そのような勤労の使徒に報いようと遣わされたのが、わたくしなのです」

「協定違反じゃない！　もう拓務は私のものなの！」

　シノさんが警戒心を露あらわに叫ぶ。

　俺はずっとルルさんの口元から垂れた肉じゃがのたれが気になっていたが、いまはそういうことを指摘していい場面ではないようだった。

　ひとまず、俺はいまシノさんが言ったことに対して説明を求めた。

「協定違反って何ですか？　俺がシノさんのものであるかどうかは別として」

「ずっと戦争をしていた悪魔と天使の間で交わされた不戦協定よ。簡単に言うと、対象である人間に悪魔か天使どちらかの担当がついたら、もう片方はその対象を諦めるっていうルールなの」

「つまり、先に手を出したもの勝ちってことですか」

「そうよ！　拓務はもう私に甘やかされてずいぶん経たつわ！　もう骨抜きっていうくらい！　いまさら天使の入る余地なんてないわよ！」

　シノさんの言葉は、俺ではなくルルさんに向けられているようだった。

「ふふふ、流石さすがは神の愛いとし子ごである人々を貶おとしめるだけの生き物。勝手な理屈で物事を測っておられるようですわね」

「何ですって!?」

「わたくしたち勤労の天使が堂道さまのことを見初めたのは、あなた方よりも遥はるかに前なのですわ。つまり、『先に手を出したもの勝ち』という理屈で言えば、わたくしたちにこそ権利があるのです」

　ルルさんは、完全に勝ち誇った様子で言う。

「……ただ、天使の派遣が遅れただけですわ。担当する天使の決定に半年……そしてわたくしに決定してからは、モチベーションを一定水準まで引き上げることにまた半年……そうこうしているうちに、あなたが我が物顔で堂道さまにその邪悪な牙を突き立てたのです」

「要はサボってただけじゃないの！　勤労の天使が聞いて呆あきれるわ！」

「お黙りなさい。常に勤労の概念に追われるわたくしたちには、休養が不可欠なのですわ。いえ、それはもはや休養ではなく必要な準備期間。正当な権利なのです」

「にしても、あんた引っ越してきて、もう結構経たつわよ！　なんですぐ来なかったのよ！」

「……やはりそれも、正当な権利を行使していたまでですわ」

「労組みたいなこと言うんじゃないわよ！　結局サボってただけじゃないの！」

「人聞きの悪いことを。初めての一人暮らし……両親もメイドもいないこの過酷な環境に、わたくしほとほと困り果てておりました……そんな中モチベーションを引き上げたことを称賛こそされ、悪あしざまに罵られる謂いわれはありません」

「モチベーションを引き上げたんじゃなくて、食べ物がなくなって引きこもり生活ができなくなっただけでしょ？　それで私の料理に頼ってたら世話はないわよね」

　シノさんがあざ笑うようにそう言うと、ルルさんは微ほほ笑えみを引っ込めた。

「これだから怠たい惰だの悪魔は嫌ですわ。ちょっと食べ物を上う手まく調理できるだけで……」

「あの、ルルさん。口元に肉じゃがのたれがついてますよ」

　いましかないと思って、ついに俺は気になっていたことを指摘した。

「ああ、これは失礼いたしました」

　ルルさんは肉じゃがのたれを指ですくい取ると、妖よう艶えんささえ感じさせるやり方でペロッと舐なめ取る。

「本当によく気づく方……勤労さまが目をかけるだけのことはありますわ」

「はあ」

「ああ、やはりいますぐにでもわたくしを貰もらっていただく他ありま──」

「──何かにかこつけて脱ごうとするなあ、この痴女天使！」

　シノさんが、ドレスを脱ごうとするルルさんに掴つかみかかる。

「天使の肉体は、人間にとってそれはもう、えも言われぬ快感をもたらすのです。わたくしたちの身体からだこそが天国であり、神に目をかけられた愛いとし子ごたちへのご褒ほう美びなのですわ……」

「何よ、いやらしい！　えっちなことしかできないなんて、ただのビッチじゃないの！」

「天と一体化するという真の快楽を知らぬ者ほどそう言うのです。あなた方がやっているのは、所詮は人々の代替業。それを少しばかり上手にできるというだけのこと。わたくしは、堂道さまを天国に連れて行って差しあげることができますわ」

「わ、私だって、必修科目として淫いん魔まから手ほどきを受けてるんだから！　一度味わったが最後、もう他の女なんて抱けなくなるくらいの床とこ上じよう手ずなのよ！」

「埒らちが明きませんわね。堂道さま、あなたさまはどうお考えになっておられるのです？」

　そのとき、ルルさんが俺に話を振ってきた。

「……え、どうとは？」

「あなたさまほど労働を愛する方もそうそうおりませんわ。そんな方が、この悪魔の口車に乗り、怠たい惰だの道に堕おちていっていいと言われるのですか？」

「いえ、シノさんにかかわらず、俺は労働をやめることはありませんよ」

「ふふふ、そうでしょう。要するに、この女はあなたさまのパートナーとして相応ふさわしくないのですわ。労働を愛する者から、労働を奪い去ろうというのですから。ですが、わたくしは違います。わたくしはあなたさまを否定いたしません。ただ勤労に対するご褒ほう美びとして、慎つつましくその御おん身みを支えるだけなのです……」

　その言葉を聞いて、俺はハッと先日会った占い師の言っていたことを思いだした。

　──理想的な女性との出会いっすよ！　彼女はそのシノとかいう女と違って、お兄さんの幸福を邪魔しないっす！　むしろその幸福の手助けをしてくれるっすよ！

　間違いない。彼女の占いが予見していたのは、ルルさんのことだっただろう。

　労働を愛する俺にとって、確かに『勤労の天使』という存在との出会いは理想的と言える。

「──拓務、あんな天使の言うことに耳を貸しちゃダメ！」

　しかしシノさんの必死な叫びが、俺の意識を現実へと引き戻した。

「勤労の天使に取り憑つかれた人間の寿命は、とんでもなく短いの！　きちんとしたサポートも受けられず、ただひたすら馬車馬のように働かされて、ストレスを溜ためっぱなしだからすぐ身体からだを壊しちゃうのよ！」

「……愚かな。神の愛いとし子ごである人の幸福を、単純な時間で測ろうとするとは。幸福は、決して寿命と比例するわけではないのですわ。労働を愛する者が労働によって得られる幸福は、あなた方のような悪魔に推し量ることはできないでしょう」

「私は拓務に長生きしてもらいたいわ。そうすれば、ずっと一緒にいられるもの。一緒にいれば、それだけ幸せな時間が増えていくはずだわ。……ううん、私が拓務を幸せにしてあげる。それが一流のアマヤカシストというものなのよ」

「……悪魔の誘惑に耳を貸してはいけません！」

「天使の戯たわ言ごとに付き合っていても時間の無駄よ！」

　二人にずいっと迫られ、俺は面食らった。

「え、えっと……最初に言っていた不戦協定というやつは結構曖昧な感じなんですか？」

「どういうこと？」

「それが明確なら、俺がどうこう言っても仕方ない気がしますけど……」

「協定で言えば、私の方が拓務に相応ふさわしいわ。だって現にいままで一緒にいたのは私だもの」

　そう言って、シノさんは胸を張る。

「書類上の手続きでは、わたくしに分ぶがありますわ。きちんと実効日の証拠が書面に残っておりますから」

「だから、どこにそんな証拠があるって言うのよ！　あんたがそう言い張ってるだけかもしれないでしょ！」

「書類をきちんと取り寄せて、あなたに見せてもいいのですよ？　……しかし手続きを行うには、時間がかかりすぎますわ。役所で働く勤労の天使たちの『権利行使期間』を考えると、堂道さまがその間に籠ろう絡らくされてしまうかもしれません」

「そうやって嘘うそで誤ご魔ま化かそうとしたってダメ！　証拠があるなら、ほら！　早くその証拠とやらを持ってきなさいよ！」

「役所の天使たちにも権利があるのですわ」

「──働け！　クソ天使！」

　まさかシノさんの口から、「働け」などという言葉が聞けるとは。

　思わぬ出来事に、俺がちょっと感動しているときだった。

　目の前で、ルルさんが目に見えてへなへなとしおれていく。

　煌こう々こうと光り輝いていた翼が消えたかと思うと、彼女はその場にばたりと倒れ伏してしまう。

「……あんた、何やってるのよ」

「……活動限界時間ですわ。わたくし、今日だけで一年分は働いてしまいました。しかし、しっかりと堂道さまに正当性を訴えることができたのですから、そんな労力も惜しくないというもの。ああ、わたくし頑張りました……」

「……何なのよこいつ」

　途端にエネルギー切れに陥ったルルさんを、シノさんは不快を露あらわに見つめていた。

「ま、まあ、あれですね。ひとまずこの場は、お開きということで……」

　俺は何とか場を丸く収めようとしたものの、シノさんがジロリと睨にらんでくる。

「あんたね、そういう優柔不断な態度はダメよ。こういうしつこい女には、ビシッと言ってやらないとわからないんだから」

「ま、まあ、俺はルルさんに、どうこうしてもらう立場にいないと思うのは事実ですけどね。俺はその『勤労』さまとかいう方のために働いているわけではありませんし……」

「どういうこと？」

　シノさんは首を傾かしげた。しかし俺のいまの言葉に、どこか期待している風でもあった。

「いえ、だってルルさんは、自分のこと『ご褒ほう美び』っておっしゃったわけですし」

「え……ああ、言ったわね」

　今度、俺は床に転がるルルさんに視線を下ろした。

「……ルルさんもそのことは認めてくれますよね？」

「……そうですわ。わたくしたち勤労の天使は、神の愛いとし子ごである勤労の使徒に与えられる一種の報酬なのです……」

「つまりルルさんは、俺の労働に対する対価だってことになります。しかし俺は対価を会社からもらっていますし、それでは対価の二重受け取りになってしまいますよ」

「ああ、そうよね！　確か拓務って、前も労働とその対価についてはやけにうるさかったもんね！」

「うるさいというか、それが普通ですよ。労働者として生きていれば、自然と身につく感覚です」

「な～るほどね！　別に拓務はおてんと様のために働いてるわけじゃないものね？　そんなところから『報酬だ』とか言われても困るわよねえ」

　これ見よがしに言いながら、シノさんは得意げにルルさんを見下ろす。

「ええ。それでは、労使関係を二つ結ぶことになっている気がします。俺の会社って副業禁止ですし」

「ちょ、ちょっとお待ちになって……」

　息も絶え絶えと言った様子で、ルルさんが囁ささやいた。

　しかし、シノさんはもう彼女の言葉につき合わなかった。

「未練がましいわね！　拓務は私を選んだよ！」

　そう言って、シノさんは俺の方ににっこりと笑みを向けてくる。

「さ、拓夢。こんなの放りだして、私たちは早くデートに行きましょ。予定からずいぶん遅れちゃったけど、その分うんと楽しまないといけないわ」

　勝ち誇って言うと、シノさんはまた俺の腕に自分の腕を絡からめてくる。そんな彼女を床から見つめるルルさんの瞳には、憎々しげな光が宿っていた。
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　ルルさんを部屋へと送り返したあと、シノさんに引っ張られるようにして、俺は最初にこぢんまりとした喫茶店へと連れて行かれた。

「へえ、雰囲気ありますねえ」

「そうでしょ？　ここ、悪魔の管理している場所だから。実はここ、奥に黒ミサ会場への入り口があるの」

「黒ミサ……？」

　聞き慣れない用語がシノさんの口から飛びだしてきて、俺は眉まゆをひそめた。

「自分の活動を定期的に報告したり、情報を交換したりする会議のこと。悪魔たちの間じゃ、それを黒ミサって言うのよ」

「そ、そうなんですか」

　そんな説明を受けてさりげなく周りを見渡すと、ホールを回すウェイトレスの女性と目が合った。彼女は俺の視線に気づき、にこりと微ほほ笑えみを返してくる。

　しかしシノさんが身を乗りだし、手で俺の両目を覆った。

「……見ちゃダメ。あれは淫いん魔まだから。催さい淫いんされちゃうわよ」

「淫いん魔まって、シノさんとは違う悪魔ってことですよね」

「うん、色しき欲よくっていう神に仕えてる悪魔ね。人間の裏社会と一番ずぶずぶで、影響力も強いから、態度がでかいやつが多いの」

　ひそひそとシノさんが言うのを聞く限り、悪魔たちもまた一枚岩ではないらしい。

「……正直言うと、黒ミサがあるとき以外は進んできたい場所でもないんだけど。一応、さっきの天使のことは報告しとかないといけないから」

「ああ、そのためにきたんですか」

「そうよ。でもまあ、せっかくきたんだから、ゆっくりして行けばいいわ。おどおどしていると、他の悪魔たちに舐なめられちゃうしね」

　それからシノさんは先ほどの淫魔ではないウェイトレスを呼び、コーヒーを二つ注文した。

「はい、コーヒー二つですね？　注文を承りました。……あの、ところで……」

　ウェイトレスはもじもじしながら、シノさんの顔をちらりと一いち瞥べつした。

「ん？　なに？」

「違ってたらごめんなさいですけど……ひょっとしてお客様、《人をダメにする黄金ザ・ゴールデン・スポイラー》シノさまじゃ……？」

「そうだけど？」

　シノさんは得意そうに、ツインテールの片方をかき上げてみせる。

　出た、謎の二つ名。

　シノさんは怠たい惰だアカデミーという怠たい惰だの悪魔たちの育成機関に通っていたエリート時代、《人をダメにする黄金ザ・ゴールデン・スポイラー》という、名誉なのかそうでないのかわからない二つ名を持っていたらしいのだ。

「す、すごいです！　わたし、シノさまのことは『アイドリング娘むすめ』時代からの大ファンなんです！　サインください！」

「あなた新入り？　お仕えしているのは？」

「『傲ごう慢まん』さまです！　でも、私ってまるでダメダメで……」

「あんたたちは、相変わらずの卑屈さねえ。まあいいわ、サインくらいあげるわよ」

「あ、ありがとうございますぅ！　家宝にしますぅ！」

「おおげさよ」

　ニヤニヤしながら、シノさんは受け取った色紙に、さらさらとペンを走らせていく。

　ウェイトレスが嬉き々きとして立ち去ってから、俺はぼそりと呟つぶやいた。

「……自分のサインとかあるんですか？」

「あるわよ。しょうがないじゃない、求められるんだから。ああ、でも気を引き締めないと。傲ごう慢まんの悪魔と話してると、いつのまにか気が大きくなっちゃうの……」

「ちなみに、さっきの会話で出てきた『アイドリング娘むすめ』っていうのは……？」

「昔、私が活動してたグループよ。いまでいう『怠なまけ坂ざか46』のポジションね」

「あのマナがやってるアイドル的なやつですか」

「そうそう」

　シノさんが頷うなずく。

「意外ですね、シノさんにそんな過去があったとは……」

「怠たい惰だの悪魔のエリートになるなら、みんな通る道よ。もちろん、それだけがエリートになれる道ってわけじゃないけど」

「え、じゃあひょっとして、マナもエリート候補なんですか？」

「そうよ。当たり前でしょ？　私が甘やかしの実習を担当するくらいだもの」

　これは意外だった。マナはどちらかと言うと、生真面目なシノさんと正反対のタイプに見える。

「……マナが誰かを甘やかすとか、考えにくいですけどねえ。誰かと一緒になって怠けるとかならわかりますけど」

「そのうち自覚が出てくるわ。私もマナくらいのときは、先輩悪魔にべったりだったんだから。マナより、もっとひどかったって言ってもいいくらい」

　そのとき、注文していたコーヒーがやってきた。テーブルまで運んできたウェイトレスは、最初にシノさんが警戒していた淫いん魔まの彼女だった。

「お待たせしました。コーヒー二つでーす」

　彼女は軽い調子でそう言うと、コースターを敷いてその上にマグカップを置く。

　俺の方のコースターの下には、小さなメモ用紙があった。

「なんですか、これ」

「わたしの連絡先だよ～。お兄さん、タイプだからさ。いい夢が見たくなったら連絡して♥」

「しっし！　あっち行きなさい！」

　シノさんが不愉快そうに手を振る。すると、淫いん魔まの彼女はニヤリと笑った。

「ねえ、シノ。あんたと一緒にいるってことは、この彼バリバリのキャリアってやつ？」

「関係ないでしょ？　いいから仕事に戻りなさいよ」

「えー、つれなーい。あんたたちって、いつもそうやって自分たちばっかり、お金持ちを囲うじゃん。ちょっとくらい分け前ちょうだいよ」

「別に拓たく務むはお金持ちってわけじゃないわ。ちょっと特殊なの」

　彼女たちの会話から判断するに、どうやら二人は顔見知りだったらしい。

　悪魔たちの会合に利用される場所で働いているウェイトレスだから、顔が広くなって当然なのかもしれないが。

「それにあんた、こないだつき合ってる彼と婚約したんでしょ？　なんで他の男に手を出そうとしてるのよ」

　そのとき、シノさんがどこか拗すねるように言った。それでウェイトレスの左手に意識を向けると、綺き麗れいな宝石が据えつけられた指輪が薬指に嵌はまっていた。

「夢の中は別腹ってこないだ言ったじゃん。彼もそれは理解してくれてるし～」

「そんなの浮うわ気きよ、浮うわ気き。信じられないわ」

「ほんとだってば。身体からだがもたないから、余よ所そで発散してきてって言われるんだから。それに彼、ちょっとＮＴＲ属性あるしね～」

　言いながら、淫いん魔まの彼女は頬ほおに手を当てて、くねくねと身体からだを動かす。悪魔の貞操観念は驚くべきものだったが、俺はただ黙って二人の会話に意識を集中していた。

「ウザい！　のろけなら余よ所そでやって」

「ねえ、夜が楽しくなる薬あげるからさ～。この彼の知り合いでいいから紹介してよ～」

「ああ、もうしつこい！　マスターを呼ぶわよ！」

「あん、こわ～い。じゃあね、お兄さん♥　シノに飽きたら、私と遊びましょうね。でも、夢の中だけだからね？」

　クスクス笑いながら、淫いん魔まのウェイトレスは去って行った。

　彼女の後ろ姿を膨ふくれっ面つらで睨にらみつけながら、シノさんはマグカップをすすった。そして、

「……言ったでしょ、淫いん魔まにはでかい態度のやつが多いって」

「本当に色々な悪魔がいるんですねえ。さっきの気弱そうな彼女は傲慢の悪魔でしたか」

　まったくもって感心してしまう。悪魔にも色々な役割があり、それぞれがそれぞれに対応する仕事に就いていると思うと、とても興奮した。

　世の中には、本当に多種多様な仕事があるものだ。

「そう言えば、それぞれの悪魔にライバル関係の天使が存在するんですか？」

　そのとき何となく気になって、俺はそんなことを訊たずねた。

「ライバル関係にいる天使？　どういうこと？」

「ほら、怠たい惰だの悪魔に対して、勤労の天使がいるみたいに」

「ああ、そういうこと？　別にあいつらとわたしたちは、ライバル関係にいるわけじゃないけど……。まあ一応、七つの大たい罪ざい神しんと七つの美徳神がいて、一つの悪魔には一つの天使が対応してるって言われてるわ。さっきの色しき欲よくの悪魔に対応するのは、純潔の天使」

「純潔、ですか」

　それはすごそうな天使だ。どこか荘そう厳ごんささえ感じさせる。

「ユニコーンって呼ばれてる天使よ。人に純潔でいるように求める、はた迷惑なやつら。でも自分たちも異性恋愛禁止だから、こじらせきったやつが多いのよ」

「……天使なのに？」

「そう。異性愛がダメでも、同性愛ならオッケー！　みたいな？」

「……なんか、いままで抱いていた天使のイメージと違いますね」

「天使にどんなイメージを持ってたわけ？」

「正義と秩序を重視するというか。人間を正しく導く種族というか」

「それはまったくの思い違いね。あいつらは自分の都合以外考えないんだから。自分たちの思ったように人間を動かす建前として、耳あたりのいい綺き麗れいごとを言ってるだけよ」

「夢がないですねえ」

「天使なんて、まず大前提としてみんな横おう柄へいで尊大なのよ。さっきのルルフェルとかいうやつもそうだったでしょ？」

　シノさんは、先ほどの一件を思いだすと、いまだに怒りが収まらぬ様子だった。

「まあ、自意識は高そうな方でした。俺の感覚では、自分のことを自分で『美しい』って言えるだけで違和感がありますから。客観的に見て美しかったとしても、そういうのは隠して当然だと……」

「……あの女が綺き麗れいだったって言いたいの？」

　言いながらシノさんが目つきを鋭くしたので、俺は慌てて言い繕った。

「そう思う人もいるだろうなあ、という話です。俺はシノさんの方が綺き麗れいだと思いますよ」

「……ふ、ふーん、そう。それならいいけど」

　途端にシノさんは頬ほおを染め、ぷいとそっぽを向いてしまった。
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　奥から現れた上役っぽい人に勤労の天使との遭遇を報告すると、シノさんと俺は喫茶店を後にした。

「それで、今日はどこに行く予定なんです？」

「近くのショッピング・モールでリラクゼーション・グッズのフェアをやってるみたいなの。『人をダメにする●●展』とか、こっちを挑発するようなことを言って」

「……それを挑発と受け取ってるのはシノさんだけだと思いますけどね」

「人の甘やかしがどこまでのレベルに達してるか、調査する必要があるわ」

　シノさんの目は本気だった。

「相変わらず勤勉ですねえ」

「どこが勤勉よ！　怠けを追求する態度なんだから怠たい惰だでしょ！」

「その理屈だと俺がやってる仕事だって、怠たい惰だになると思いますけどね。人にとって便利なアプリやソフトウェアを作ってるわけです。便利っていうのはつまり、人に楽をさせることでしょう」

「そういう屁へ理り屈くつは受けつけませーん。一度仕事を辞めてみたら、そんな馬鹿なことを考える手間が減ると思うわ。試してみたら？」

「日本はお試しでドロップアウトできるほど、復帰者に優しい社会じゃないんですよ」

「大丈夫、大丈夫。私がサポートするから」

「復職のサポートじゃないですよね、それ」

　などと馬鹿話しながら、俺たちは電車を乗り継いでシノさんの言うショッピング・モールまでやってきた。

　堕落フェア（仮名）が開催されているのは、施設四階の一角。

　シノさんはそのフェアで、最初にアロマグッズに目をつけた。

「……ふーん、なかなかいい匂いね」

「そう言えば、シノさんも家でこういうの使ってますよね。最近、家の中が妙にいい匂いしますし」

「いまさら？　一緒に暮らすようになってから、ずっと使ってるのに」

「シノさんも同じ匂いしますね。香水か何かですか」

　俺が何の気なしに言うと、シノさんはほんのりと頬ほおを染めた。

「あ、アロマと矛盾しないようなやつを使ってるだけ。そういうこと言わないでよ、恥ずかしいから……ほら、これ嗅かいでみて」

　シノさんは、陳列されているアロマグッズの一つを俺に嗅かがせた。

「どう？」

「どう、とは」

「好みな香りとかある？　部屋のアロマも、どうせなら拓務の好きなやつにしたいし」

「う～ん、別に。いまのままで、特に俺は不都合ないですけどね」

「ちゃんと考えた方がいいわ。いま言ったとおり、もれなく私も同じ香りになるってことなのよ。一動物として、マーキングの喜びを思いだすべきだわ」

「な、なんですかそのいやらしい表現は！」

　そう言えばシノさんは猫に変身できる。動物的な本能を意識する機会が、俺たちよりも多いのかもしれない。

　そのとき、俺はハッと気づくことがあった。

「……マーキングで思いだしましたけど、ひょっとしてシノさん、俺のスーツにも同じ香水振りかけてませんか」

「もちろん振ってるわよ」

「やっぱり！　なんか最近、同僚によく言われると思ったんですよ！　部屋の匂いが染しみついてるだけかと思ってましたが……」

「変な虫が寄ってこなくなるでしょ？　これまでそういうことをしてこなかった男が急に香水を使うとか、女性関係以外にありえないわけだし」

「それだと、シノさんが俺の恋人ってことになりませんか」

　するとシノさんはツインテールの片方をいじりながら、不服そうにちらりと俺の方を一いち瞥べつした。そして、しばらく彼女は何も言わなかった。

「……」

「……」

　何だこの間は。

　シノさんはなんで不服そうな顔をしている？

　……いや、それは傲ごう慢まんな問いというものだ。答えははっきりしている。

　要するに、いくら聖母のような性格のシノさんとて、俺のような人間の恋人と言われればいい気はしないだろう、ということだ。

　彼女は彼女なりに、俺が仕事に集中できる環境を作るためにやってくれているだけなのに、変な言いがかりをつけられたと思ったに違いない。

　──と、そこまでシノさんの気持ちを推測して、俺はなぜか落ち込んでいる自分がいることに気がついた。

　誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいしてから、口を開く。

「い、いや、冗談です。ちょっと調子に乗り過ぎましたね」

「……え？」

「シノさんの心遣いはとてもありがたく思いますよ。俺もそろそろオッサンに片足を突っ込んでいるわけですし、今後はきっと加齢臭との戦いもでてくるでしょう。そうなってから対策を始めても、明らかに『加齢臭隠し』のレッテルを貼られてしまうわけですし、ちょっと早めの匂い対策は将来的にもいい案と言えますからね」

「……ばか、何よそれ」

　シノさんはごにょごにょと呟つぶやいてから、俺の手を引いてアロマグッズのエリアをでる。

「あれ、もうアロマはいいんですか」

「いいわ。拓務がいまのままでいいって思うなら、無理に変える必要ないもの」

　俺たちが次に向かったのは、寝具や家具が展示されているエリアだった。

　そこには、いつぞやから流は行やりだした人をダメにするソファーとか、人をダメにするクッションとかがずらりと並べられている。正直、俺が〝人をダメにする〟という枕まくら詞ことばから想像するのは、こういうグッズだった。

　シノさんは柔らかいソファーに身体からだごと沈み込むと、不満そうに唇を尖とがらせた。

「……悪くないわね」

「なんでちょっと悔しそうなんですか」

「別に悔しくないし。私たちの堕だ落らくレベルに比べれば、こんなのほとんど子こども騙だましよ」

「まさか怠たい惰だの悪魔ともあろうものが、負けたと思ってるのでは」

　俺が冗談を言うと、シノさんはふっと鼻で笑った。

「仮に負けていたとしても、むしろそれは怠たい惰だの悪魔からすると勝利だから。人間の堕だ落らく精神がここまできたということを示す好材料なわけでしょ」

「確かに、いまのシノさんはだらしなく見えますね」

　ソファーにずぶずぶと沈んでいるその様さまからは、いつもの真面目で働き者なシノさんの姿は想像できない。

「拓務もちょっと座ってみたら？」

「そしたら、俺はこっちの猫型のソファーに……」

　彼女に促され、俺はずっと気になっていたソファーに近づいた。見ているだけで脱力してしまいそうな顔の猫が印象的な代しろ物ものである。

　腰を下ろすと、想像していたよりも弾力があって身体からだが押し返されるのがわかる。しかし次第に身体からだが沈み込んでいき、心地よいポジションでピタリと止まった。

「……なるほど、これは悪くないですね」

「買ってあげようか？」

　底なしソファーから早々に生還したシノさんは、猫ソファーに身を預ける俺を覗のぞきこんで、いきなりそんなことを言いだした。

「……何言ってるんですか。こんな高いもの」

「別に私からすれば、そんなに高くないわよ」

「必要だと思ったら、自分で買います。そのために給料を貰もらっているわけですからね」

「なんでちょっとドヤ顔なのよ」

　それはもちろん、労働の喜びをアピールするためである。

「シノさんは何か欲しいものとかないんですか？　せっかくこういう場所にきたわけですから、自分のものを見繕ってみてはどうです」

「そうね。あとで服とか見てみようかしら？　拓務好みのおしゃれをしてあげるわ」

「……ひょっとしてそれ、長くなります？」

　そう言うとき、露骨に態度にだしてしまっていたかもしれない。

　シノさんが眉まゆを寄せてこちらをジロッと睨にらんできたので、俺は慌てて言い繕った。

「も、もちろん、嫌と言うわけじゃないですよ。帰ったら仕事ができるのになあ、と思っただけですから」

「なお悪いわよ！　今日は一日つき合うっていう約束でしょ！」

　語気を強めて言いながら、シノさんは俺を猫ソファーから引っぱり起こした。
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　それからシノさんは、俺を連れてそのショッピング・モールを練り歩いた。

　基本的に何を買うというわけでもなかったが、シノさんが楽しそうにしていたのでそれでいいのだろう。

　思えば彼女と一緒に生活するようになってから、自分一人では絶対にやらなかったであろうことを経験してばかりだった。

　今日のこれは、いわゆるウインドウショッピングというやつになるのだろうか？　明確な目的なく店に入ることなど、これまでほとんどなかった気がする。

　そんなことをぼんやりと考えながら一階フロアを歩いていたとき、シノさんがブティックの前でぴたりと足を止めて、おやっと思った。

「どうかしました？」

「ううん、何でもない」

　シノさんの視線の先を見ると、ガラスでできたショーケースの中に綺き麗れいな指輪があるのがわかった。

「可か愛わいい指輪ですねえ」

「……そうね」

「気に入ったのなら、ちょっと見て行きますか？」

「別にいいわ」

　シノさんはどこかツンとした様子で言ったが、一目で足を止めるくらいだから、きっとよほど心を動かされた逸品に違いない。

　俺とて、そこまで鈍いわけではないのだ。

「いいじゃないですか。ちょっと見て行きましょう。ここまできたら、寄る店が一つや二つ増えたところで同じですよ」

「何かちょっと含みのある言い方ね」

「試着してみたらいいじゃないですか、いままでみたいに」

「含みのある言い方どころか、完全にあてつけがましいわね」

　そう言って、シノさんは唇を尖とがらせた。

　今日一日、シノさんの一人ファッションショーを見せられていたのは事実である。ただ、そこまでストレスが溜たまらなかったのは、きっとモデルがよかったせいだろう。

「いいから行きましょ。私は別にこの指輪が気に入ったってわけじゃないの」

「何でしたら、あれ、俺がシノさんに買ってあげましょうか」

「──はあ!?」

　と、いきなりシノさんが素すっ頓とん狂きような声をだしたので、俺も一緒になって驚いた。

「……え、そんな驚きます？」

「だって拓務が急に変なこと言うから……」

「変なこととは何です。俺は本気ですよ」

「ほ、本気で指輪を……？　それって、その……どういう……？」

「いや、この指輪はそこまで高価なものでもなさそうですし。日頃お世話になってるお礼をしたいって常々思ってますから。プレゼントですよ」

「……プレゼント？　それだけ？」

「そうですよ。他に何があるというんです」

　そこで、俺は改めて値札を確認した。シノさんの驚きようを見て、自分が指輪の値段を思い違いしているのかもしれないと思ったからだ。

「指輪の下にあるのが値段ですよね？　そういうシステムであってます？」

「そ、それはそうだけど……」

　だったら全然大丈夫ではないか。シノさんは、俺の稼ぎがこの程度のプレゼントを買うのを躊ちゆう躇ちよしてしまうようなレベルだと思っているのか。それはそれでショックだ。

　俺は溜ため息いき交じりに呟つぶやいた。

「……あのですね。自分でこういうこと言いたくないですけど、ＩＴ系ってそこそこ儲もうかるんですよ」

「あんたはさっきから何の話をしてるのよ」

「俺に買えないと思ってるでしょう。余裕です」

　すると何か気に障さわることがあったのか、シノさんは不機嫌そうに眉まゆを寄せる。

「……いい。やっぱり、いらない」

「俺も可か愛わいい指輪だと思いますけどね。きっとシノさんに似合います」

「私はそう思わないから、いらない。何度も言わせないで」

　ツンと言い放つと、シノさんは俺の手を引き、ぐいぐいと引っ張っていく。

　それ以上引き留めると、ますます彼女の機嫌を損ねてしまいそうで、俺は彼女へのプレゼントを諦めた。

　それにしても、シノさんはどうして急に不機嫌になったのだろうか。最初、彼女があの指輪を見ていたのは確かだし、それで足を止めるくらいだから、よほど心に訴えかけられるものがあったはずだ。

　指輪、指輪、と考えていたとき……そう言えば、と心に浮かぶものがあった。

　あの喫茶店の淫いん魔まウェイトレス。

　誰かと婚約したらしいという彼女の指に嵌はまっていた指輪は、先ほどの指輪とよく似ていたような気がする。ひょっとすると、シノさんはショーガラスの指輪を見て、あのウェイトレスのことを思いだしていたのか。

　とはいえ、そのことをシノさんに訊きく勇気はなかった。

　何せ、ずいぶんと仲が悪そうだったわけで。彼女のことを話にだして、ますます不機嫌になられても困る。

「シノさんは、どんなプレゼントだったら受け取ってくれます？」

　代わりに、前を歩くシノさんにそんな質問を投げかけてみる。

　彼女はちらりと振り向くと、半はん眼がんでぼそりと呟つぶやいた。

「……一生働かない券」

「肩たたき券みたいに言わないでください。そんな高リスクなものは、おいそれと発券できません」

「じゃあ一生甘やかされ券ね」

「同じじゃないですか。そういう無形資産じゃなくてですね……」

　俺が不平っぽく言うと、シノさんは肩をすくめてクスクスと笑った。

　彼女がすぐに機嫌を直してくれたので、俺はこの指輪の一件をそこまで深く考えないようにしよう、と思った。

　そして近いうちに、シノさんの喜ぶものを探しだしてプレゼントしてやろう、と心に決めるのだった。




　　　　　３




　結局、シノさんとの外出（デート？）からアパートに戻ってきたとき、もう日は落ちて辺りは暗くなっていた。すぐに晩ご飯の準備をしなきゃ、と意気込むシノさんと一緒に自室のあるフロアに足を踏み入れ──またルルさんが俺の部屋の前で行き倒れているのを見つけて、俺はずっこけそうになった。

「……ど、どうしましょう、シノさん」

「あんたね！　ほんといい加減にしなさいよ！　拓務は私を選んだんだから、もうあんたの出る幕なんてないんだから！」

　シノさんは、顔を真っ赤にして叫んだ。

　すると、ルルさんがすっと目を開ける。

「肉じゃがが食べたい……」

「……はあ？」

「今朝食べた肉じゃがが食べたい……」

「そんなもの、もうないわよ」

「では他の食べ物でも構いません……」

「ふっざけるんじゃないわよ！　あんた何様のつもりよ！」

　シノさんが怒る。まあ、当然だと思う。

「わたくしはあなたの料理の腕を認めているのですよ？　誇っていいことですわ……」

「うるさい、帰れ！　ほら、帰りなさい！」

「ま、待ってくださいまし……何か食べ物をください……」

「ないわよ、晩ご飯はいまから作るんだから」

「おお、では急いで作ってください……」

「なんで私が、天使なんかのために手料理を振る舞わないといけないのよ！」

「うう……お慈悲を……食べ物をいただければすぐに帰ります……」

　シノさんは困ったように俺とルルさんの間で視線を往復させ、特大の溜ため息いきを吐ついた。

「……どうする、拓務？」

「俺に聞く必要はありませんよ。シノさんがしたいようにしてください」

　すると、しばらくシノさんは考え込むように腕を組んでいた。しかし俺にはほとんど、彼女がどういう決断を下すかわかってしまっていた。

「ああ、もう！　しょうがないわね……これが最後だからね！」

「流石さすがはシノさんです」

「それ、どういう意味？」

　シノさんにジロリと睨にらまれ、俺は肩をすくめた。

「そのままの意味です。きっとシノさんは困っている人を見過ごせないと思いました」

「……ふんっ」

「話が決まったら運んでくださると助かりますわ。わたくし、もう一歩も動けません」

「……こんなダメな生き物、久しぶりに見たわ」

　ブツブツと文句を言いながら、行き倒れの女性の上半身側を持ち上げるシノさん。しかし彼女は、どういうわけか笑いをかみ殺すかのように、ピクピクと頬ほおを動かしている。

　おそらくだが、人を甘やかさずにはいられないその性質が刺激されているのではないだろうか。

　部屋にルルさんを運ぶと、シノさんはすぐにエプロンを身につけてキッチンに向かった。

「……言っとくけど、拓務に何かしたら叩たたきだすわよ。料理ができるまで、おとなしく待ってること。いいわね？」

「……ふふふ、愚かな。そのようなことを言われずとも、いまのわたくしに何かできようはずがございませんわ。自力では起き上がることすらできないというのに」

「そんなこと、自慢げに言うんじゃないわよ！」

　それからほどなくして、シノさんがキッチンに籠もって料理を作り始めたのがわかったので、俺はこれ幸いとパソコンを開いた。もちろん、仕事をするためである。

　……しかし、何やら強烈な視線を背中に感じて振り返る。

「……見てます？」

「見ておりますわ。それがあなたさまの仕事なのですわね……」

「ええ」

「あの女が来るまで、あなたさまはどのような生活をしていたのです？　きちんと一人で生活する力はおありですか？」

「シノさんに言わせれば『壊滅的な生活』になるのでしょうが、一応人並みな生活を送るくらいのことはできていたと思いますよ」

「人並みな生活……それはすばらしい」

　満足げに頷うなずくルルさん。

「どうしてそんなことを訊きくんですか」

「勤労の天使を迎え入れる者には、天使を養えるだけの生活力がなければいけません。天からの恵みを受けるわけですから、当然のことですが」

「……養う？」

「ええ、養ってもらわないと……」

　そこでルルさんは、悔しそうに下唇を噛かんだ。

「ああ、本当ならば正当な扶養者であるあなたさまが用意した食べ物を食べたかったのに。それならば、これほど気兼ねをすることもなかったのに。まさか、あんな邪悪な者の作った食べ物に手をつけることになろうとは……」

「え、これって俺が悪いんですか」

「反省してください」

　大真面目な顔で、ルルさんは頷うなずく。

「わたくしを養うのはあなたさまの義務なのです。しかしその代わり、あなたさまはわたくしと楽しみ、天に上ることができるのですわ。絶世の美女をそばにはべらし、意のままに楽しむ権利を得るためならば、ちょっとした扶養など惜しくはないでしょう」

「……うーん」

「あなたさまに生活力があって安心しましたわ。すぐにあの女を追いだし、わたくしとの愛の巣を築くのです。わたくしを養うのです」

　ルルさんは横になったまま、自信満々に言った。

　しかし、自信満々に言えることではないと思った。

　何だろう、勤労の天使と言うわりに、まるでニートのような思考をしている。

　怠たい惰だの悪魔であるシノさんが、実に見事な働きぶりを見せるのとは対極的ではないか。

　せわしなく働く怠たい惰だの悪魔と、とにかく働かない勤労の天使。

「……あなた方、それぞれ仕える神を間違えていませんか」

　ぼそりと言った俺に、ルルさんは唇を尖とがらせて反論してくる。

「何を馬鹿な！　わたくしは勤労さまの庇ひ護ごのもと生まれ落ちてのち、必死になってあの方に貢献してきましたわ……」

「具体的に、何をしていたんです？」

「よく寝てよく食べ、健康に美しく育つこと。これ以上に大切なものはありませんわ。見ておわかりのとおり、わたくしは美しいでしょう」

　確かにルルさんは美しかったけれども、それを自賛されても困る。やはり俺の価値観とは相いれないタイプの人のようだ。

「俺はあまり女性の美しさとか、そういうことを重要視する方じゃないので……」

「なんと……しかしあの女はそばに置いているではありませんか。わたくしほどではないといえ、あの女もそこそこの器量よしには違いありません。どうせあの美貌にやられ、いいように扱われているのでしょう」

「俺は彼女の働く姿を見るのが好きなんです。彼女の職場はここですからね」

「どう言い繕おうと、結局あなたさまは男で、彼女は女ですわ。そして、わたくしも女。解決のための道筋はしっかりと見えております」

「なにが言いたいんです」

「あなたさまを、きっちりとあの悪魔の支配から救いだして差しあげると言うことですわ。ああ、可哀かわい想そうな神の愛いとし子ご……わたくしたちが急がなかったばかりに、正しい導きの手が必要なところまで堕おちてしまっていたとは……」

「……食べたら帰るんですよね？」

　俺が訊たずねると、ルルさんのお腹なかから都合よくグーと音が鳴った。

「……ああ、お腹なかが空きましたわ。しかし今朝食べたあの肉じゃがという食べ物はおいしゅうございました……」
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　シノさんが作ってくれたのは、これまで何度か食べたことのある巨大な卵料理だった。

　オムレツのように見えるが、彼女はこの中に様々な食材を詰め込む。それらが調和して生みだされる味は、この世のものとは思えないほどのおいしさを誇る。

　いったいどうやっているのか訊きいたことがあったけれども、恩返し中の鶴もかくやとばかりに「……ふふ、企業秘密よ」とだけ返ってきたことを覚えている。

「これまたすばらしい香り……う、ぐ……果たしてこれは……ごぼっ……何という料理なのでしょう？」

「あんた、大丈夫……？　なんでそんな苦しそうなのよ……？」

「よ、涎よだれで溺おぼれる……呼吸が……た、助けてくださいまし……」

　横になったまま動こうとしないルルさんは、口から泡のようなものを吹いている。

　リアルに泡を吹く人を初めて見た俺は、唖あ然ぜんとして固まってしまった。

　しかも、あれ涎よだれか。申し訳ないけれども、汚い以外の言葉が出てこない……。

「もう、手がかかるわね～」

　シノさんはなぜか急に猫なで声になると、ルルさんを抱き起こした。それから自分を背もたれにさせて座らせ、タオルをルルさんの口元に持っていく。

「……ほら、ふきふきしましょうね？　お顔がべとべとだとやだもんね～」

「な、何を……？」

　突然のことに困惑するルルさんを無視し、なかば強引なやり方でシノさんは涎よだれをふき取っていく。

「はい、きれいきれいになったあ。じゃ、次はちゃんと食べられるかな～？」

「ちょ、ちょっと……」

　シノさんはスプーンで卵料理をすくい、ルルさんの口元に運んでいく。

　顔をしかめていたルルさんは、しかし料理を口にするやいなや途端に幸せそうな顔になり、もごもごと口を動かす。

「ああ、なんておいしいのでしょう……わたくし、これほどおいしいものを食べたことがありませんわ……」

「今朝の肉じゃがとどっちがおいしいですか」

　一応、訊きいてみる。

「もちろん、こちらの食べ物……と言いたいところですが、甲乙つけがたいですわね。それぞれに、それぞれの良さが……」

「はい、おしゃべりしてないで、もぐもぐしましょうね～」

「……む、むぐっ」

　ルルさんが言い終わらぬうちに、シノさんがまた卵料理を運ぶ。

　ルルさんは身じろぎしたものの、それから大きな抵抗の態度を見せず、おとなしく料理を食べさせられていく。

　まるでフォアグラになるアヒルを見ているような気分だった。

　皿に盛られた卵料理が半分ほどなくなったころだろうか──シノさんがすっと目をこちらに動かした。

「……たっくんは食べないの？」

　刹せつ那な、ぞっと背筋に寒気が走る。

　たっくんって、なんだその呼び名は。しかも、聞いたことがないような猫なで声で……。

　いまのシノさんは、変なスイッチが入ってしまっている……。

　いや、もしかしたらこれが解き放たれたシノさんの本当の姿なのかもしれない。

　誰かを甘やかすことに飢えていたシノさんにとって、目に見えたダメ人間（正確には天使だが）は刺激が強すぎたのだ。

　──決して開かれてはならないパンドラの箱が開けられてしまった！　このままでは、俺まで巻き添えになってしまう！

　そのときシノさんが、目を細めて笑った。

「……一人で食べられないなら、いい子で待っててね？　あとで、私が食べさせてあげるからね？」

「じ、自分で食べます！　いやあ、今日もおいしそうですねえ……!!」

　俺は危機感に背中を押され、自分の分の卵料理を猛烈な勢いでかきこんだ。

　俺とルルさんが食べ終わったのは、ほとんど同時。

　ルルさんはとろんとした瞳をしたまま、シノさんに体重を預けている。

　心ここにあらずと言った様子で、何か危ない薬でもやった直後なのではないかと疑いたくなるほど、だらしない顔をしていた。

　自分でも言っていたとおり、ルルさんは絶世の美女と言って差し支えない容姿をしているけれども、いまの彼女を見るとそれが逆に滑稽になっているようにさえ感じる。

「……おいしかった～？」

　背後からルルさんの頭を撫なでながら、ルルさんが訊たずねた。

「お、おいしゅうございました……ああ、わたくしともあろうものが、我を忘れ何とはしたないことを……」

「うふふ、お腹なかがいっぱいになると落ち着くでしょ？　さっきまであなた、本当につらそうにしてたんだから」

「ま、まあ確かに空腹はつらいものですわ……」

「それだけじゃないでしょ～？」

　わけ知り顔のシノさんが甘い声をだして、ルルさんを背後から優しく抱きしめる。

「私にはな～んでもお見通しなのよ？　ほら、何がつらかったのか言ってごらん？　言ったらきっと、すっきりするから」

「べ、別につらいことなどありませんわ……いったい何の話を……」

「私には人の苦しみがわかるのよ。それを癒いやすためにいる悪魔だから、当然なんだけどね？」

「お、おかしいことをおっしゃいますわ。わたくしはただ、与えられた責務を全うしようとしていただけで……」

「無理しちゃダ～メ。しんどかったのよね。一人っきりで、やらないといけないことに押しつぶされそうになってたのよね？」

「……」

　それからしばらく、ルルさんは何も言わなかった。しかし、彼女の顔には明らかな葛かつ藤とうが見て取れた。

　一方のシノさんは慈愛に満ちた表情で、ルルさんが何か言うのを待っている。

「わ、わたくしは……」

　と、ついにルルさんが口を開いた。

　部屋に蔓まん延えんする妙な空気に流されたのか、彼女はじわりと涙ぐんでいる。

「うんうん」

「は、働きたくありませんでしたっ……!!」

　ワッと声を上げ、顔を押さえるルルさん。

「一生、実家でお父さま、お母さまに甘やかされ、メイドたちに世話される生活を送っていたかった！　しかし、わたくしは美しくなりすぎました！　もはやそれは、天がわたくしの正当なモラトリアムを許さぬほどに！　結果、わたくしには平均よりも遥はるかに早く出しゆつ立たつの命令が下されたのですわ……」

「ああ、働くなんて馬鹿らしいこと、世界からなくなったらいいのに！　ルルフェル、私にはあなたの気持ちがよくわかるわ。怠けることほど幸せなことはないの。怠たい惰だと書いて『こうふく』と読むのよ」

「うえええええん、わたくしの気持ちをわかってくれるのはあなただけですうううう！」
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　ルルさんはくるりと体勢を変え、ひしとシノさんに抱きつく。

　彼女はシノさんの大きな胸に顔を埋うずめ、しばらく嗚お咽えつをもらしていた。

　しかし、それが次第にすぅすぅと小さな寝息に変わっていくと、今度はシノさんがハッと我に返った顔になる。

「──し、しまったわ！　つい甘やかしちゃったじゃないの！」

「え……まさか、無意識だったんですか？」

「どうしようもなくダメでクズな生き物を見ると、甘やかさずにはいられないのよ！　くっ……怠たい惰だの悪魔の本能をつかれてしまうなんて……」

　──ダメでクズか。

　ひどい言い分である。

　まあ、「働きたくない」とか言っていたら、そう言われても仕方がない。勤労は生きとし生ける者の義務であり、つまりはあらゆることに優先するのであるからして。

「しかしこの天使、悔しいけど見込みがあるわね……」

「どこがですか。いま、シノさん自身がダメでクズって言ったでしょう」

「そこがいいのよ。甘やかしがいがあるわ」

　言いながら、シノさんがちらりと俺を一いち瞥べつする。彼女は物欲しそうな顔をしていた。

「……何です、その顔は？」

「私、拓務の悩みも聞いてあげたいんだけどな～……」

「いまみたいに？」

　すると、シノさんは悄しよう然ぜんとした様子で、コクリと頷うなずく。

「……ただ、あんたはこの天使みたいに、しんどそうなそぶりを全然見せないから困ってるのよ。隙がないっていうか」

「シノさんにそういう隙を見せると危ないってことですね……」

　思わず、ゴクリと喉のどを鳴らしてしまう。

　いまのルルさんのようになった自分を想像したくなかった。

　シノさんの胸に顔を埋うずめて寝息を立てるその天使は、保つべき威厳を失い、完全に無力化されてしまっている。

「私の予定では、拓務もすぐにこれくらい甘やかせるようになってるはずだったんだけど。……流石さすがはＳランクのワーカホリック、天使ほどちょろくないわ」

　思えば、俺はシノさんからあくまでも自己への評価として、「甘やかしエリート」とか「アマヤカシスト」とかいう、冗談じみた概念を聞かされていた。

　しかしいま、こうして客観的な対象を通してシノさんの実力を見せつけられたあとになっては、それらのおかしな概念が冗談として聞こえなくなってくる。

　最近は一緒にいて当たり前になっているが、やはりシノさんは俺に労働のゼロサムゲームを仕掛けてくる怠たい惰だの悪魔なのだ……。

　今日の一件は、そのことを再確認する出来事として、申し分ない力強さを持っていた。
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「あら、ルルフェル。目が覚めた？」

「こ、ここは……」

　一時間ほどで目を覚ましたルルさんは、すぐ自分のおかれている状況に戸惑いを見せた。

　彼女はシノさんに膝ひざ枕まくらされ、優しく頭を撫なでられている。

　寝入るまでの記憶が戻ったのか、一瞬ルルさんはバツの悪そうな顔になったが、すぐに堂々とした開き直りを見せた。

「ふ、ふんっ！　悪魔がわたくしに勝手なことをしゃべらせたようですわ……悪魔のやり方はいつも姑こ息そくで邪じや知ちに満ちております……」

「でも働きたくないっていうのは本心なんでしょ？」

「そうやって自己嫌けん悪おへと誘導しようとしても無駄ですわ。働きたい、などと自発的に思う生き物など存在しないのですから、わたくしだけが悪いわけではありません」

　そんなことを堂々と言わないでほしい、と思った。赤信号をみんなが渡っているからといって、自分が渡っても問題ないというわけではない。

　それに世の中には、働かずにはいられない生き物も大勢いるのである。ちなみに、俺もその一人だ。

「働きたくないなら、天使たちの住すみ処かに帰ったらいいのに。やりたくないことを無理して続けて、身体からだを壊したら元も子もないんだから」

「そうやってわたくしを排除しようという魂胆でしょう。見え透いておりますわよ」

「どうでもいいですけど、言い合いをしたいなら、せめて膝枕されている現状から改善した方がよくないですかね」

　いまの状況にむずむずした俺は、とりあえず突っ込んでおいた。

「わたくしもいま、強きよう靭じんな意志でこの女の支配から逃れようとしているのですわ。しかし、身体からだが言うことを聞きません」

「シノさんのふとももは柔らかくて気持ちいいですからね。でも、身体からだの支配を奪うほどの能力はありませんよ」

「いえ、これもすべて、悪魔の狡こう猾かつな罠わななのですわ。ああ、なんと罪深い……」

　苦く悶もんの表情で魅惑のふとももから逃れようとしたルルさんは、すぐに諦めてまた頭を軟着陸させる。そして、すぐに幸福そうに目を閉じる。

　自身の意志薄弱をここまで棚上げできるのは、もはや才能だと思う。

「……ねえ、ルルフェル。そしたら、私も一緒にあんたが帰れる方法を考えてあげるから。それならいいでしょ？」

　そのとき、シノさんが優しげに問いかけた。

　彼女は彼女の方で、甘やかすことのできる存在を得られて幸せそうにしている。需要と供給のサイクルができあがっているわけだから、俺を除いてどこかでやってくれるのが一番いいと思ったが、それを言うとまた話がややこしくなりそうだったのでやめておく。

「ほう、怠たい惰だの悪魔。あなたがわたくしのために知恵を絞るというのですか。それはいい心がけですわ」

「怠たい惰だの悪魔じゃなくて、シノっていうのよ」

「む……シノ……な、なるほど」

　気まずいのか、ルルさんはシノさんの名前を小声で呟つぶやいた。

「──もしくは、『ママ』とか『お姉ちゃん』って呼んでもいいんだからね？」

「いやちょっと、シノさん。それはおかしくないですか……」

　ぞっと寒気を感じて、流石さすがに待ったをかける。

「……おかしい？　そうかしら？」

「いや、どう考えてもおかしいでしょう……最初のママってなんですか。シノさんはルルさんの母親じゃないのに」

「ははあ、さては拓務…………嫉しつ妬としてるのね？」

「正気で言ってますか、それ」

「子どもになってオギャりたいときが、誰しもあるものよ」

　ちょっと何を言っているかわからない。これ、会話として成立してる？

「それに、お姉ちゃんの方だっておかしいですよ。見た目だけの判断で悪いですけど、多分シノさんの方がルルさんよりも歳とし下したですよね？」

「ルルフェル、あんた歳としはいくつ？」

　自分のふとももを独占する天使の顔を覗のぞきこんで、訊たずねるシノさん。すると、ルルさんは涼しげに微ほほ笑えんで答える。

「年齢ですか。先日、百二十四になりましたわ」

「ひゃ、百……」

　と、思わず口から漏れる。

　いや、年に驚いたわけではない。人とは違うのだから、寿命も違うだろう。そんなことよりも、

　──百二十四年間もニート生活を送っていた──

　という事実に、唖あ然ぜんとしたのだ。

　……すごいな。俺なら多分、どこかのタイミングで発狂していると思う。まあ、それはともかくとして。

「ほ、ほら……ルルさんの方が歳とし上うえじゃないですか。シノさんはこの前、十八だって言ってたでしょう……」

「でもこういうことに、歳としは関係ない気がするわ。このご時世、年功序列とか流行はやりらないし」

「姉と妹の業界にも、能力主義の風が吹き込んでいるんですか」

「ほら、あれよ。歳とし下したの兄嫁も、『お義ね姉えさん』って呼ぶのと同じっていうか」

　多分、それも違うと思う。

　そのとき自分の存在がスルーされていると感じたのか、ルルさんが不満そうに口を開いた。

「……呼び名など、どうでもいいのですわ。怠たい惰だの悪魔風ふ情ぜいなど、わたくしが呼びたいように呼びます」

　ピシャリと、どこか突き離すような言い方。しかし威厳のかけらも感じられない体勢で言われても、いまいち場が締まらない。

「それでわたくしが元の生活へと帰るために、あなたには何か考えがありますの？」

「簡単よ。私が拓務を甘やかして堕だ落らくさせるのよ」

「……はあ？」

「だって、ルルフェル。あんたは拓務の勤労に対する褒ほう美びとして派遣されてるわけでしょ？」

「そのとおりですわ」

「だったらね？　拓務が働かなくなったら、あんたがここにいる必要もないじゃない」

　自信満々に言って、胸を張るシノさん。

　一方のルルさんは、衝撃を受けたようだった。唇をわなわなと震わせ、

「ま、まさかそんな裏ワザがあったとは……!!　なるほど、確かに言われてみればそのとおりですわ！」

「だから、あんたは私に協力していたらいいのよ。拓務が我慢せずに私に甘えられるようになって骨抜きになったら、あんたはお役御ご免めんになって、理想的な怠たい惰だ生活に戻れるってわけ」

「おお、神よ……わたくしには帰れる場所があったのですね！」

「ちょ、ちょっと待ってください！　流石さすがにそれは希望的観測が過ぎるのでは!?」

　話の流れが悪い方向に進んでいる気がして、慌てて方向転換を促す。

　しかし、

「……出戻りの天使は、少数なりとも存在するのですわ。ずっと羨うらやましく──コホン──ずっと疑問に思っておりましたが、彼女たちが下界から脱出する方法がようやくわかった気がします……なるほど。よくよく考えると、それ以外にありませんね」

「ルルさんも変に納得しないでください！　シノさんは敵ですよ！　悪魔の甘かん言げんに耳を貸していいんですか！」

「天使にも、易やすきに流れる権利くらいありますわ」

　このダメ天使！　勤労の名を返上しろ！

　心の中で毒を吐き、頭をくしゃくしゃと掻かいていると、

「拓務。あんたが働くとみんなが不幸になるわ。そろそろ大人になりなさい」

　シノさんが、まるで出来の悪い子どもをあやすように言ってきた。

　いや、俺は一生懸命に働いているだけなのに、なぜこんな謂いわれなき中傷を受けなければならないのだ。

「でも、あんたがどんなに我がままでも、私は決して見放したりしないわ。働きたいという気持ちは病気みたいなもので、必ず治すことができるんだから」

「……え、これって俺の我がままなんですかね？」

「シノゴノ言わずに、あんたは私に甘えてればいーの」

　納得いかない。俺は多分、間違ってないと思うんだけど。

「ほら、ルルフェルを見なさい。このゆるみきった顔。そしてだらけきった態度。ここが野生の掟おきての支配するサバンナなら、一瞬で仕留められるだけの獲物……こういったあり方こそ、文明に生きる人間が得られる最大の幸福なのよ」

「ああ、幸せ……シノさま、わたくしを導いてくださいまし……」

　ルルさんは膝ひざ枕まくらされたまま、うっとりとシノさんを見上げている。

　いや、結局「さま」付けで呼ぶのか。怠たい惰だの悪魔風ふ情ぜい呼ばわりしていたくせに、とんでもない変わり身の早さ。

　息を吸うようにして陥落してしまったダメ天使を、俺は苦々しく思いながら見つめた。
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　それからルルさんは、シノさんのやることに文句を言うことなく、ただ必要なときにご飯をたかりにきたり、甘えにくるだけの存在になり果てた。

　深夜に帰ってくる俺からすれば、ほとんど絡からむこともないため、それまでの生活と大して変わることはない。

　休日に会ったとき、はやく「堕だ落らくした方がいいですわよ」とか、「まだ働いているのですか？」とか、勤労の天使にあるまじきことを言われるだけで、さしたる影響はない。

　しかし、彼女の存在に異議を唱える者がいた。

　もともとシノさんを独占していた妹分──マナだ。

　ある日の深夜、俺がいつものように仕事から帰ってくると、マナがぷりぷりと怒っていた。

「……あいつは許せない。もはや残忍袋の緒が切れた」

「と、とんでもない袋が破裂していますね。あいつっていうのはルルさんのことですか」

「決まってんじゃん。天使のくせに、シノ姉に甘えるなんて生意気だ。シノ姉もシノ姉だ。あんなクズ甘やかす必要ないのに……」

「シノさん的には、クズの方が甘やかしがいがあっていいらしいですよ」

「あんな程度のクズっていう意味。私の方が、クズとしてより高みにいるから」

「……そうですか」

　シノさんに甘やかされるためなら、自分を下げることすら厭いとわないとは。わかっていたことだったが、この子はこの子でやはり変わっていると言わざるを得ない。

「むー、お前も他ひ人と事ごとじゃないぞ！」

　生返事を返す俺を、マナが頬ほおを膨らまして睨にらんでくる。

「他ひ人と事ごとじゃないって、どういうことです？」

「シノ姉という甘やか資源の量は決まってるわけ。それを私たちがわけ合ってきたんじゃん。ここにもう一人入ると、その取り分が減るわけだし」

「甘やか資源……？」

「石油資源とか天然ガス資源みたいなもの」

「じゃあ、あれですか。甘やか王とかいるわけですか？　石油王みたいに」

「は？　何言ってんのお前」

　話に乗ってあげたつもりだったのに、冷たい反応が返ってきて傷つく。マジレスはやめてほしい。

　マナは呆あきれ顔がおで腕を組む。

「あのさ～、こっちは真面目な話をしてるんだからさ～」

「ええ、真面目な話でしたね。大真面目に、甘やか資源について話し合っていると」

「何かトゲあるな。言いたいことがあったらちゃんと言え」

「……いえ、結構です」

　彼女と話していると、必ずペースを握られてしまう。独特の空気感があり、こちらの常識が通用しない分だけ、シノさんよりもある意味では手て強ごわい相手と言える。

　もしシノさんがマナのような性格をしていたら、俺はいまほど自由に仕事ができていなかったかもしれない。

「あいつを追いだす方法を考えないといけないんだ。場合によっては、血を見ることになるかもしれないぞ」

「野蛮な方法はダメですよ……？」

「ばれなきゃいいんだって」

　いつの時代も、血気に逸はやる若者は困るものだ。

「そう言えば、天使と悪魔ってどっちの方が力を持っているものなんです？」

「似たようなものだって言われてる。だから刺し違える覚悟があるなら、相打ちにはもっていけるはず」

「差し違えるって。ダメですよ、そんなことしたら……」

「問題はお前が悪魔じゃないってことだなあ。お前があのルルフェルとかいうやつと共倒れするのが、一番いい方法なんだけど」

「あ、そっちですか」

　何だ、心配して損した。

「どう、いまの発言クズっぽくない？　考えるアイデアが自分本位だし、かなりいい線いってると思う」

「いったい何を競っているんですか」

「クズ・ロビー活動でシノ姉の支持を得られると思う。今度、こっそりと言っといて」

「多分、怒られるだけだと思いますよ」

　というか、本気のアイデアじゃなかったのか。

　まあ力ずくという方法はよくないから、ほっとした面もあるけれども。

「もう、難しいなあ」

　マナが腕を組んでいると、シノさんが夕食をお盆に載せてキッチンから出てきた。

「さっきから、何をコソコソと話してるの？」

「──こうなれば単刀直入に言う！　シノ姉、あの天使を追いだして！」

　マナはさっと立ち上がると、地団太を踏みながら叫んだ。

「それは拓務に言ってよ。私はずっと帰ってもらおうとしてるんだから」

「へ？」

「ルルフェルをこの場所に繋つなぎ留とめてるのは拓務なのよ。拓務が働くから、ルルフェルは勤労の天使としての役割を果たせてるって、上から評価されてるわけ。拓務が怠たい惰だな生活を送るようになったら、あの子も帰らなきゃいけなくなるはずよ」

　それを聞いたマナは、わなわなと肩を震わせながら俺の方を見た。

「お、お前のせいだったのか！　許せん！」

「ルルフェルとマナと私の利害は、一致しているわ。拓務が働くのを辞やめて、怠たい惰だな人間になること。これがみんなにとって一番いい方法なんだから」

「ちょっと待ってくださいよ！　シノさん、そういう言い方はずるいでしょう！」

　シノさんを糾弾する俺の前に、マナが立ち塞がる。

「ずるくない！　シノ姉が優しいからって、だらだらと働きやがって！　いまのお前は、甘やかされて駄々をこねる子どもそのもの」

「……え、俺が働くのは『甘え』ですか？」

「そうだ！　お前のようなあまちゃんは見たことがない」

「でも俺が仕事を辞やめて怠たい惰だになったら、シノさんに『甘えて』生活することになるんですよね？」

「……ん？　あれ？」

　マナは混乱したようだった。「甘える」という言葉に関して、いまこの安アパートでは無数の解釈が飛び交っている。

「う、うるさい！　なにはともあれ、さっさと仕事を辞やめろ！　それがジャスティス」

「それはできません」

「ゆうわ政策をご所望か。ふふん、ネゴシエーター猛たけ々だけしい」

　たまに妙な言語表現をするマナ。頭が柔らかいのは、彼女がまだ幼いからか。柔軟なアイデアを生みだせるというのは、少し羨うらやましくもあるが。

「あいや、わかった。お前が仕事を辞やめたら、私も一緒に仕事を辞やめてしんぜよう。一人はさみしいもんな、わかるよ」

「仕事って、あのアイドルグループのことですか」

「ふはは、もちろん」

「……マナ？　あんたがしてるのは『仕事』じゃないでしょ？」

　そのときシノさんが表情にすっと影を落とし、どこか脅すような態度で口を挟んだ。

　マナは人々からやる気を失わせることを目的としたアイドルグループ、『怠なまけ坂ざか46』のメンバーとして活動している。ただ、その活動はあくまでも『遊び』であって、『仕事』としてとらえることは許されていないらしい。それは簡単な理屈で、怠たい惰だの悪魔が働くことなどあり得ないと捉とらえられているからだ。

　自分に攻撃の矛先を向けられたマナは、途端におろおろと慌てふためいた。

「も、もし怠なまけ坂ざかの活動が仕事だったらっていう冗談に決まってるじゃーん……怠たい惰だの悪魔が働くわけないし……？」

「そうよね？　でもそもそも、そういうあり得ない冗談を口にすること自体が間違いよ。私たちは働いたことなんてないし、今後も働くことはないわ」

「う、うん！　私たちは働いたことなんてないし、今後も働くことはない！」

　直立不動の姿勢になって、謎の復唱を行うマナ。

　そんな二人の悪魔を見て、俺は溜ため息いき交じりに呟つぶやいた。

「そろそろ認めましょうよ。シノさんも、マナも働いているんです」

「──は？」

「──は？」

　一瞬で二人から怒気が返ってくる。しかし、俺はここで引く気はなかった。ここで引いたらもっと状況が悪くなるに違いない、と思ったからだ。

「シノさんがここで俺の世話を焼いてくれているのも『仕事』。そして、マナがやっているアイドル活動も『仕事』。二人とも仕事を持っているのに、俺の仕事だけ奪おうと言うんですか。それはあんまりですよ」

「私のやってることのどこが仕事だっていうのよ？　いい加減なこと言わないで」

「家事や炊事を職業にしている人だっているんですから、立派な仕事ですよ。仮にそれが仕事でないとしたら、俺が普段やっていることを仕事扱いして、取り除こうとするのは理不尽だと思いますね」

「拓務のは明確な仕事でしょ？　会社に勤めてるんだから」

「シノさんだって、広義には怠たい惰だ会社に勤める社員です」

　それを聞いて、シノさんはぶるりと身震いして腕をさすった。

「へ、変なこと言わないでよ！　ちょっと想像して鳥肌立っちゃったじゃないの！」

「マナ、あなたも視野を大きく広げることです」

　今度、俺はマナに語りかけた。日ごろの活動に不満をよくこぼしているマナの方が、どちらかと言えば説得しやすいと感じたからだ。

「あなたが人々の心を射抜き、メロメロにして怠け者にしてやろう──という活動は立派な仕事です。誇っていいことですよ」

　……いや、誇っていいことではないか？　まあ、いまはどうでもいい。

「し、仕事……私のしていることは仕事……」

「そうです、仕事。輝かしい労働をひた隠しにしようとする体制に騙だまされてはいけません。いつの世も、プロレタリアは搾さく取しゆされてきました。いまこそ、自らの頭で考えるときです」

「……うう、やっぱり仕事なのか……私は仕事をしているのか……」

「そうですよ！」

「うう、仕事であれば辞めざるを得ない……残念であるが、あらゆる仕事は滅ぼされなければならない……」

　マナは苦く悶もんの表情でそんなことを口にする。

「いや、待ってください。労働をすばらしいものと認め、ともに働こうと言っているんです」

「ちょっと辞表を提出してくる」

「馬鹿なことをやってるんじゃないわよ」

　シノさんが、チラシの裏に何か書き始めたマナの頭をはたいた。

「とにかく、はやく晩ご飯を食べないと。拓務、明日も早いんでしょ？」

　こうして、マナの言いだした問題は一時的に棚上げされた。

　しかし、それはいつまた膨れ上がるかわからない爆弾のようなもの……。

　シノさんとマナ、そしてルルさんの利害が一致しているという、先ほどのシノさんの言葉を思いだす。

　これではいけない。せめて誰かは味方につけないと、この部屋の情勢は一気によくない方向に偏ってしまうと思った。
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『今日の帰り、わたくしの部屋に寄ってください。お話があります──ルルフェルより』

　仕事が一段落したとき、ふと携帯を見てみると、そんなメッセージが入っていた。

　彼女に連絡先を教えたつもりはなかったが、シノさんが教えたか、あるいは天使の組織が下調べしていたとかそんなところだろう。

　誰かを味方にしなければならないという危機感の中、その候補として考えていたのはやはりルルさんだった。

　そもそも彼女はシノさんやマナとは、本来敵対しているべき種族だし、例の占いのこともある。

　あれだけズバズバと俺の近況を正確に言い当てた占い師が、俺にとってルルさんとの出会いがすばらしいものになると言っていたわけだし、そこに少し望みをかけてみてもいいはずだ、と思ったのである。

　ルルさんが正当な目的を持っている限り、彼女と俺は同じ方向を向いている。勤労、という方向を。

「堂どう道みちさん、どうかしました？　すっごい眉寄ってますけど」

　そのとき、同僚の宮みや本もとが島の向こうから声をかけてくる。

　彼女とは、多分この会社で一番仲のいい間柄にあると思う。それまで誰かと吞のみに行ったことなどなかった俺と、唯一猫ＢＡＲなる吞のみ屋やに行った後輩だった。

「いや、占いについて色々と考えてた」

　俺がそう返すと、宮本は目を丸くした。

「う、占い……？　堂道さんって、占いとか見るんですか？」

「普段は見ないんだけど、見てしまったら別だ。それにすがるしかないときもあるだろ」

「へえ、意外とロマンティックなんですねえ……ちなみに、どんな占いだったんです？」

「二つの道がある。一つは、いままでの道。そしてもう一つ、新しい道。俺には、新しい道の方がふさわしいということだった」

　大分ぼかしているが、間違ったことは言っていないと思う。

　すると、宮本はさっと顔色を変えて辺りを見回すと、身を乗り出してひそひそと囁ささやいた。

「……場所を変えましょう、堂道さん」

「え？　そう？」

　なんで？　と思ったが、宮本のあまりの迫力に押し切られ、こっそりとオフィスから抜け出す。幸いもう残業組しかいなかったし、正規の労働時間ではなかったため、俺たちの行動を咎とがめる者はなかった。

「……堂道さん、ついに決断しましたか」

「決断って？」

「とぼけないでくださいよ。転職の話でしょ？」

　何を馬鹿な、とでも言いだしそうな顔。

「なんだよ転職って」

「こんなブラック企業辞やめて、安住の地を見つけるんですよ。今年に入って、何人かヘッドハンティングされてますしね」

　どうやら宮本は大きな勘違いをしているようだった。とはいえ確かに俺たちの会社では、多くの社員が、ここよりも条件のいい職場の情報を交換し合っている、という噂うわさがあった。ゆえに、先ほどの発言をそういう風に解釈されても仕方がないのかもしれない。

「転職は考えてないなあ。そもそも、受け入れ先も見つからないだろうし」

「堂道さんさえよければ、私が紹介しますよ？」

「何だよそれ。お前、あてとかあるわけ？」

「まあ、それなりには。ていうか、私に転職活動をしろって言ったの、そもそも堂道さんじゃないですか」

　そう言えば、そんなときもあった。

「でもそれ、何か企業スパイみたいで危ないぞ。あんまり大きい声で話すなよ」

「うちの情報を流してるとかじゃないですよ。やってるのは、あくまでも人材の話であって。それに私は堂道さんのことを思って言ってるんです」

「俺は別に、この職場にいまのところ不満はないよ」

　それを聞いて、宮本は唖あ然ぜんとしたようだった。

「……正気ですか？　人がどんどんいなくなって、そのしわ寄せで個々の仕事が増えてるじゃないですか。結果として能率も業績も悪くなって、人件費カットでまた人がいなくなって。これ、完全に負のサイクルが出来あがってますよ。うちの会社、数年後は危ないって言われてますけど」

「ははは、会社がそんな簡単に潰れるわけないだろ」

「結局、うちは上う手まく時流にのっかって大きくなっただけで、根元はベンチャーですよ。で、ベンチャーなんてコロッといくときはコロッといきますよ」

　宮本の表情はどこまでも真剣だった。ただ働ければいいと思っていた俺と違って、彼女は色々と考えているらしい。

「会社がなくなってから、次行くとこ探しても遅いですからね。社員としてじゃなくて、無職として就活することになるんですから」

「む、無職……？」

　その言葉に、ガンと頭を殴られたように感じた。

　無職ということは、つまり仕事がないということである。働けないということである。それは困る。

「無職になって働きたいと思っても遅いですからね？　ま、私は色々提供できる情報もありますから、話が聞きたければまた言ってください」

「あ、ああ」

「そのときは驕おごりですよ？」

　そう言うと、宮本はクスクスと笑った。

「え、どっか吞のみに連れてけってこと？」

「当たり前じゃないですか。こんな話、会社でするつもりですか？」

　現にいましてるじゃないか、と思ったけれども、話がもっと込み合ってディープになってくるなら、確かにこういう場所でするのはよろしくない。

「ああ、わかったよ。そしたらまた今度、どっか吞のみに行こう」

「で、占いっていうのはどういうことなんです？」

　宮本はそのことを忘れていないようだった。

「……いや、大したことじゃないよ。いまの話に比べたら」

「そうですか？　だったらいいですけどね」

　そうして俺たちは各おの々おのの仕事に戻った。

　……転職か。

　コードが羅列されたパソコンの画面と向き合いながら、ぼんやりとその言葉を頭の中で反はん芻すうする。

　そう言えば、俺は先日、シノさんのことを『広義には怠たい惰だ会社に勤める社員』と言った。

　彼女も転職すればいいのに。怠たい惰だ会社の体力がどれくらいあるのか知らないけど。

　しかしそれでは、シノさんが俺のそばにいる意味もなくなってしまうのか。

　彼女がいなくなることを想像すると、どういうわけか心が沈んでしまう自分がいることに気がつき、俺は一人で肩をすくめた。
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　そんな感じでその日の仕事を終え、俺はいつもどおりの終電でアパートまで戻った。いつもと違うのは、ルルさんからのメッセージがあるということだ。

　これは、いったいどういうことだろう？

　ルルさんはシノさんに話をつけているのだろうか？　あるいは、秘密裏に何か話し合いたいということなのだろうか？

　念には念を入れ、俺は隣の部屋にいるシノさんに気づかれないよう、音を立てないようにして廊下を歩き、こっそりルルさんの部屋のドアノブを握った。

　ガチャリ、とドアノブは抵抗なく開く。鍵はかかっていないらしい。

「……ルルさん、俺ですけど～」

「おお、拓務さま。お帰りなさいませ。どうぞ、こちらまでいらしてください」

　部屋の奥から、弱々しいルルさんの声が響く。

　彼女の部屋は、いつぞや訪れたときに比べてずいぶんと綺き麗れいに片付いていた。シノさんが世話を焼いて整理したという話を聞いていたので、驚きはしなかったが。

　奥に行くと、相変わらずの豪ごう奢しやなベッドに力なく横たわったルルさんを見つけることができた。

「メッセージを見ましたよ。どういったご用件ですか？」

「わたくし、考え直しましたの。シノさまの提案に乗るのは、やはりやめておこうと」

　ルルさんのそんな言葉に、俺はおやっと思った。

「……つまり？」

「実家に戻るつもりはない、ということですわ」

　ルルさんは涼しげに笑う。

「つきましては、やはりあなたさまには勤労な態度を求めていきたいのですわ。わたくしがここにいるためには、あなたさまの頑張りが必要ですので」

「……ということは、俺に仕事を辞やめろというシノさんたちの考えに、ルルさんは賛同しないと言うことですね？」

「そのとおりです」

　おお、どういうわけかわからなかったが、俺が崩したかった三対一の構図が、勝手に崩壊してくれたらしい。これで肩身の狭い思いをしなくてすむではないか。

　俺は、味方に引き入れるならルルさん、と思っていたが、やはりその考え方は間違っていなかったのだ……!!

「働けという申し出はとても嬉うれしいのですが、どうしてそのような考えになったんです？　差しつかえなければ教えてもらえませんか」

「……ふふふ、簡単なこと。人は水道を知れば井戸を使うのが億おつ劫くうになります……電子メッセージのやり取りを覚えれば手紙を書かなくなります……つまり、より便利で質の高い生活を知れば、元の生活に戻れないものなのです……人は易やすきに流れるもの」

「はあ」

「……これを元に考えると、シノさまとともにある生活は、わたくしにとって理想的な環境なのですわ。両親やメイドでさえ、ここまでわたくしにこまやかな気遣いをしてくれませんでした。健康的でおいしい食事の用意はもちろんのこと、お昼寝する際には絶妙な心地よさをもたらすふとももを提供してくれます。わたくしにとって、もはや彼女は、『名誉お母さま』と呼んでもいい存在なのです」

「……」

　何もない空間から突然車が飛びだしてきて、弾はじき飛ばされたような気分になった。

　まったく予想だにしなかった理由。それも極めて衝撃的な……。

「わたくしにとって、もはや彼女は、『名誉お母さま』と呼んでもいい存在なのです」

「く、繰り返さなくて結構です。聞こえなかったわけではないので……」

「それはよかった。これが、わたくしが翻意を決めた理由ですわ。わたくしはもはや、実家で提供されていた質の低い生活に戻る気はありません。これからも、シノさまに甘やかされて生きていきたい」

　ルルさんは堂々とした態度で言った。よくもまあ、こんなことを自信満々に言えるものだ、と逆の意味で感心する。

「……要件はそれだけですか」

　俺はまだドン引きから立ち直れていなかったものの、この不毛な会合を切り上げようとする胆力だけは残っていた。いやむしろ、いますぐこの場から逃げだしたいという一心だったのかもしれない。

「……まあ、そう焦あせらずともよいではありませんか。そこに紅茶があります。ゆっくりと飲んでいってくださいまし」

　ルルさんはテーブルの上に置かれたティーポットを示す。

「……冷めていませんか、これ」

「当然でしょう、シノさまが淹いれてくれたのはお昼ですから。しかし、味は確かですわ。キッチンにティーカップがありますので、是非どうぞ」

　そこまでして飲みたいとも思わないんだけどな。

　ティーポットを持ってみると、あと一杯くらいの量はあるようだった。

　……せっかくシノさんが淹いれたわけだから、無駄にするのも悪いか。

　俺は仕方なくキッチンからティーカップを持ってきて、そこに紅茶を注いだ。

「では、いただきますね」

「ええ、ぐいっとどうぞ」

　促されるようにして紅茶をあおる。

　その紅茶は、妙な味がした。一言で言うと、まずい。

　紅茶とは思えぬ甘辛い味だった。

「……ふふふ、飲まれましたわね？」

「ええ、それ……が……？」

　と、ルルさんの顔を見た瞬間、胸の奥がドキリと高鳴った。心臓を鷲わし掴づかみにされてしまった感覚に襲われ、よくわからない熱さがこみあげてくる。

　俺は彼女の顔から目が逸そらせなくなってしまっていた。

　もともと美しい人だと思っていた。しかしいま感じる美は、「美しい」という安易な言葉で表現していいほど安っぽいものではない、と感じた。

「う、こ、これは……？」

「そうそう、言い忘れておりましたわ。その紅茶を口にすれば、あなたさまの理性は溶けてなくなってしまうでしょうが、悪あしからず」

　言いながら、ルルさんはコツンと自分の頭に拳こぶしを当てる。

「はあ……!?」

「ああ、このような手段を取ることをお許し下さいまし……わたくしはこの場所にいなければならないのですわ……そしてそのためには、あなたさまときっちり契ちぎりを結んでいなければならないのです」

　ルルさんがベッドから起き上がり、妖よう艶えんな仕草でこちらに近づいてくる。

「お、俺に何をしたんです……？」

「少しよくないお薬を飲んでいただきました。薬を手に入れる伝つ手てがありましてね？　『純潔』の天使のみが生成できるという秘薬〝クピドの矢〟……俗な言い方をすれば惚ほれ薬ぐすり」

「ほ、惚ほれ薬ぐすり……？」

「ええ、効果は説明するまでもないはず。いまのあなたさまは、わたくしから目を逸そらすことができないでしょう？」

　俺の顎あごに手をやり、クイと持ち上げるルルさん。

「……どうもあなたさまは忍耐強いお方のようですし、待っているだけではどれほどの時間がかかるかわかりません。それにわたくしは、手っ取り早い方法が好きですわ。これならばあなたさまもシノゴノ言わず、わたくしをお求めになるでしょう。薬の効果は半日ほどですが、それだけあれば十分です。既成事実、というものができるわけですから」

「あ、あなた本当に天使ですか……？」

　そのとき、俺はシノさんが天使を指して言っていたことを思いだした。

　自分の都合優先であり、自分たちの思ったように人間を動かす建前として、耳あたりのいい綺き麗れいごとを言う存在だと……。

「もちろん、天使ですわ。あなたさまを、天まで連れて行って差しあげることができます。さあ、シノさまが不審に思うよりも早く、契ちぎりを結んでしまいましょう……」

　ルルさんは俺の身体からだにもたれかかってきた。柔らかい胸が押し付けられ、頭がくらくらする。俺はルルさんの色香に抵抗できずに、そのまま押し倒された。

「こ、これは……シノさんに対する裏切りになりませんか……ルルさんはシノさんと一緒に生活していきたいと、いま言っていたでしょう……」

「黙っていれば、シノさまにはあずかり知れぬこと。ただ、あなたさまとわたくしが何事もなかったように振る舞っていればよいのです」

　俺は、湧き上がってくるルルさんへの感情を否定しなければならないと思った。だが、そんな理性的な思考を、彼女の美しさが邪魔してくる。

　一瞬、目の前にいるのがシノさんだったらいいのに、と思った。それなら、こんなに苦しまなくて済むのに……と。

　そこまで考えて、俺は自分がどうしようもない混乱状態の中にいることを悟った。

　いや、ダメだろ。相手がシノさんであろうと、ルルさんであろうと関係ない。なんでシノさんならいいと思うんだ……？

「何も考えることはありませんわ。ただ、あなたさまは自身の心の赴くままにふるまえばいいのです。さあ……」

「う、うう……」

「わたくし、動きたくないので下でもいいでしょうか」

　俺を押し倒したくせに、この期ごに及んでルルさんはそんなことを言う。

　──もうダメだ。

　そんな我がままも可か愛わいらしい。この人はどこまでも愛くるしい。

　俺はルルさんの身体からだを抱き締めた。華きや奢しやなように見えて、しっかりと出るとこは出ている彼女の身体からだは、俺の腕に心地よい柔らかさを返してくる。
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　そのまま体勢を起こし、彼女を抱いたまま立ち上がると、ベッドまでゆっくり歩く。

　ルルさんをそこに下ろし、改めてじっと彼女の肢体を眺める。

「うう、綺き麗れいです、ルルさん……」

「ああ、拓務さま……」

　彼女が俺の首に手を回す。

　もう、どうにでもなれ。俺だって健康な男だ。どうせいつかこういうときがくるわけだから、と半ば自暴自棄になってルルさんに覆いかぶさったとき。




　──ポケットの中で、ブルルっと携帯が震えた。




　瞬間、俺はガバッと身体からだを起こし、ポケットから携帯を取りだした。

　画面には、「大至急！　ヘルプ！」の文字。

　やっぱりだ！　この時間にメッセージを送ってくる相手など決まっている！

「拓務さま……？」

　胡う乱ろんげな声をだすルルさんを脇に、俺は携帯に届いたメッセージを開封して目を走らせる。そして、

「ああああああああッッッ！　こんなことをしている場合ではないッッッ！」

「え」

「すみません、ルルさん！　俺にはまだやらなければならないことが残っているようです！」

　大声で叫ぶと、俺は満面の笑顔で振りかえった。

　両の目で捉とらえたルルさんは相変わらず美しかったが、その美しさがどこか陰ってしまったように感じた。

「は、はあ……？」

「明日が納期のプロジェクトに、不具合が見つかったようです！　久しぶりの祭りですよ！　いまから参加してきます！」

「ちょ、ちょっとお待ちになって……！　ど、どういうことですの……？」

「たまにあるんですよ、こういう緊急の事態が！　しかし納期の前日は久しぶりです！　シノさんにも言ってから行かないといけませんね！　ああ、でもいまからタクシー捕まるかなあ!?」

「あ、あなたさまは〝クピドの矢〟を飲んだのですよ！　なぜ他のことを考えられるのです!?」

「──俺にとって、仕事はすべてに優先します。それは、勤労の天使であるルルさんが一番わかっているのでは!?」

「わかりませんよ、そんなの！　え、あなた、ほんとに人間!?」

　ルルさんはそれからもずっと困惑の声を上げ続けていたが、いまの俺はそんなことに気を払う余裕をなくしていた。
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　ルルさん本人も言っていたことだが、惚ほれ薬ぐすりの効果は半日ほどで抜けたようだった。

　あれから翌日の夕方まで俺は会社で強行軍を行っていたけれども、それが完遂されたとき、俺はルルさんに対して特に思うところがなくなっていたので間違いないだろう。

　とはいえ、危うくルルさんの陰謀に絡からめ取られそうになったのは事実。それ以来、俺は彼女に最大限の警戒心を払って生活するようになった。

「……今日、ルルさんはいませんか？」

　そういう背景もあって、最近俺は家に帰ってくるや否いなや、シノさんにそう訊きくのが習慣になっていた。

「いないわよ。最近どうしたの？　そんなに私と二人っきりでいたい？」

　いつものように出迎えてくれたシノさんは、頬ほおを染めてそんなことを訊きいてきた。

「はあ？」

「だってルルがいると、タクムってあんまりいい顔しないから。甘やかしてもらえなくって、拗すねてるんでしょ」

　どうやら彼女は、何か大きな勘違いをしているらしい。

「いえ、そういうわけではありませんけどね」

「残念だけど、今日はこれから『黒ミサ』があるから出掛けないといけないの。本当は甘やかしてあげたいんだけど……」

　言いながら、ちらりと時計を見るシノさん。

「ああ、例の悪魔の集会ですか。お勤めご苦労様です」

「……仕方ないわね。まだもうちょっとだけ時間があるから、拓たく務むの我がままにつき合ってあげるわ」

「いえ、誰も甘えたいなんて言ってませんよね？」

　俺の言葉を無視し、シノさんはテキパキと晩御飯の用意を始めた。

　折り畳みテーブルの前に俺を座らせると、箸をこちらに渡す素振りすら見せず、嬉うれしそうに料理を摘まんで差し出してくる。今日は酢豚のようだ。

「はい、あ～ん」

「いや、自分で食べますから」

「時間がないんだってば。シノゴノ言ってる場合じゃないでしょ」

　それ、理屈として合ってる？　甘やかすことが、そもそもの前提にあるような気がするのだが。

　とはいえ、シノさんの方には譲る気など微み塵じんもないようだった。仕方なく、差しだされた酢豚にかぶりつく。

　その甘辛い味が口に広がった途端、俺は先日ルルさんに飲まされた惚ほれ薬ぐすりのことを思いだした。いや、あの薬はシノさんの料理と比べるのは失礼になるほどの不ま味ずさだったのだが、味の方向性は似ている気がしたのだ。

「……美お味いしくない？」

　顔をしかめている俺を、おずおずとシノさんが覗のぞき込んでくる。

「そ、そんなことはありません。とても美お味いしいですよ」

　言いながら、俺は横目でちらりとシノさんを見つめた。もしこの料理に惚ほれ薬ぐすりが入っていれば、俺はシノさんのことを好きになるのか、と馬鹿なことを考えながら……。

「どうしたの？　なんだか顔が赤いわよ」

「いえ、何でもありません……」

「熱でもあるのかしら？」

　そう言って、シノさんは箸を箸置きに置くと、俺の額に手を当てた。

「……三十六度二分。熱はないみたいね」

　だから、なんで数字までわかるんだ。

　そのとき、彼女には特殊な能力があることを思いだした。一流のアマヤカシストなる存在は、甘やかし対象の熱を測れて当然らしい。

「きっと、無理な仕事で疲れてるんだわ。大丈夫？　ご飯食べられる？」

「大丈夫です」

　赤いのはあなたのせいです、とも言えず、俺はただ箸置きに置かれたままになっている箸に手を伸ばした。しかしあとほんの少しというところで、シノさんに手を叩たたき落おとされる。

「めっ！」

「いや、自分の箸を取ろうとしただけじゃないですか」

「いまは私が使ってるでしょ」

　それがおかしいっていう話なんだけどな。

　しかし、シノさんは出来の悪い子どもをあやすような口調で続ける。

「食事の途中で他のことをするなんて、行儀が悪いわ」

「ですから、食事を続行するつもりですよ！　そのための箸！　箸を渡してくれると、とても助かります！」

「ダメ。一度食べさせてもらったが最後、その食事はずっと食べさせてもらうのがマナーなんだから」

「聞いたことありませんよ、そんなマナー……」

　俺の非難をまったく意に介さず、シノさんは我が物顔で俺の箸を手た繰ぐると、次の料理を差しだしてくる。

「はい、あ～ん」

　照れくささといたたまれなさでバツが悪くなり、俺はさっとシノさんの顔から目を逸そらした。

　……おかしい。どうして今日に限って、こんな気持ちになってしまうのだろうか？

　先ほど惚ほれ薬ぐすりのことを考えたから……？

　いや、ひょっとしたら、実はこの料理にも惚ほれ薬ぐすりが仕込まれていて、俺はいまシノさんの虜とりこになっているのかもしれない。なるほど、それならば納得がいくというものだ。

　そんなことを考えながら、ちらりとシノさんの方を見ると、嬉うれしそうに料理を差しだす彼女のとろんとした笑顔に、またドキリとした。

　シノさんって、こんなに可か愛わいかったっけ？　いや、可か愛わいいのはもともとわかり切っていることだが、彼女という存在はここまで心に訴えかけてきたものだろうか？

「美お味いしい？」

　小首を傾かしげて言う彼女を、ふと抱きしめたい衝動に駆られる。

　い、いかん、やはりこれは惚ほれ薬ぐすりに違いない！　俺は先日、危機を乗り越えたやり方を思いだし、今回もその方法に倣ならおうとした。

　要するに仕事だ！　仕事のことを考えるのだ！

　それからしばらくの間、俺は脳内で架空のコードを書きながら、シノさんの料理を食べるだけの規則的な生き物となり果てた。

　ようやく食事が終わると、俺はいても立ってもいられず、ルルさんにメールで訊きいてみることにした。

『シノさんにも惚ほれ薬ぐすりを渡しましたね？』と。まあ、訊きくまでもないことだと思うが。

　すぐに返事が来る。

『惚ほれ薬ぐすりのことは、シノさまには内密に。その方がお互いにとっていいでしょう』

　なんだか会話がかみ合あってない気がする。俺はあれっと思って、もう一度訊きいてみた。

『いや、シノさんに惚ほれ薬ぐすりを渡しましたよね？』

『あなたさまは、何の話をしているのです？』

『隠さないでください。怒りませんから』

『あれはそうそう容易たやすく手に入れられる代しろ物ものではありませんよ。何か勘違いをされているのではありませんか？』

　……勘違い？

　彼女からの返信を見て、俺はうーんと唸うなった。それから冷静になって、物事がどうなっているのか筋道立てて考え、とある結論に辿たどり着ついた。




　──どうも、先ほどの酢豚に惚ほれ薬ぐすりは入っていなかったらしい、と。




「……いや、それはおかしくないか」

　だって、それだと俺は惚ほれ薬ぐすりなしでシノさんのことを──

「どうしたの？」

　変なことを考えているときにシノさんに話しかけられて、思わず飛び上がりそうになる。

「い、いえ、違いますよ！」

「違う？　何が？」

「ですから、その……本心じゃありませんから！　これはきっと、何かの間違いで……」

「変な拓務」

　シノさんはクスクス笑って立ち上がる。

「まあ、いいわ。私いまから黒ミサだから、行ってくるわね」

「……へ？」

　黒ミサ？

　そう言えば先ほど、確かに彼女はそんなことを言っていた。とてもそれどころではないので、すっかり頭の中から抜け落ちていたが……。

「お風ふ呂ろに入って、身体からだを温かくして寝るのよ。すぐ帰ってくるから」

　玄関まで彼女を見送りに行ってから、俺は大きな溜ため息いきを吐ついた。

　そのとき、また玄関でガチャリと音がする。シノさんが何か忘れ物でも取りに来たのかと思って振り向くと、そこに立っていたのはマナだった。

「おっす、タクム。シノ姉は？」

「今日は黒ミサらしいですよ」

「ええ!?　甘やかしてもらおうと思ってきたのに！」

　途端にマナは「おしまいだあ！」と叫んで頭を抱える。

　頭を抱えたいのはこっちだった。こんな夜よ更ふけに来ないでほしい。これから一人で、混乱しきった心を整理しようと思っていたのに……。
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　マナはシノさんの甘やかしが諦められないのか、なかなか帰ろうとしなかった。

「ねえ、タクム。そろそろ寝た方がいいんじゃないの」

「……いえ、シノさんが帰ってくるまで起きていることにします」

　ようやく落ち着いてきて、やはり先ほどの一件は何かの気の迷いに違いないと結論づけた俺は、シノさんの不在をいいことに、持ち帰りの仕事をしようと思った。

　そうしてノートパソコンをカタカタと叩たたいていると、マナが俺の肩に顔を乗せ、画面を覗のぞき込んでくる。

「寝る前のパソコンはやめておいた方がいいぞ。ブルーカラーはよくないらしいから」

「……それ、どっちの意味で言ってます？」

「どっちの意味って？」

「肉体労働者のことをブルーカラーっていうんですよ」

「私が言ってるのは可視光線に含まれる青色光のことだぞ」

　たまにマナは、どこから得たのかわからない専門知識を披露することがある。それが毎度、正確というわけではないのだが。

「それはブルーライトですね。目に悪いと言われていますけど、俺くらいの仕事人には効かないんですよ」

「仕事人ってそんなに強いのか」

「強いんです。さ、わかったら邪魔しないでくださいね」

　するとマナは、自分があしらわれていることに気づいたのか、頬ほおを膨らませて不機嫌を露あらわにする。

「むー、つまんな～い！　夜よ更ふかしするなら遊ぼうよ～」

　彼女はノートパソコンに手を伸ばし、強引に閉じようする。

「こ、こら！　シノさんに言いつけますよ！」

「こっちこそシノ姉に言いつけるぞ！　勝手に仕事してたって！」

「ははん、残念でした！　シノさんがいないときは何をしていてもいいって、こっちは言げん質ちを取っているんでしたあ！」

　勝ち誇るようにそう言って、マナの手からパソコンを奪い取る。

　すると、マナは憐あわれみのこもった目で俺を見つめてきた。

「……な、何です、その目は……？」

「いや、子ども相手にムキになるやつって恥ずかしいなって」

「……子どもサイドが言わないでください。それは傍はたから見た他人が感じる感覚ですから」

　マナは俺の言葉など無視し、やれやれと肩をすくめて離れていく。そしてこちらにも聞こえるような、わざとらしい大声をだした。

「しょうがないなあ。そしたら私は、あいつの監視でもしてようかな～」

「……監視？」

「あ、聞こえた？」

「聞こえるように言ってるでしょう。監視って何の監視です」

「仕事してるんだろ。私は私でやることやってるから」

　マナは部屋の隅にあるテレビの前に腰を下ろし、周りにある謎の機械をガチャガチャと弄いじり始めた。

　ちなみに俺の部屋には、もともとテレビなどなかった。シノさんかマナが持ち込んだのだろうと思っていたが、どちらにも聞いたことはない。

「──よし、スイッチオン！」

　マナの掛け声とともに、テレビが点灯する。

　画面には、この部屋と似た部屋が映っている。整理整頓の行き届いた部屋。豪ごう奢しやなベッドがあり──。

「──て、何ですかこれ！　ルルさんの部屋じゃないですか！」

　思わず大声を出してしまう。

　そう──いまテレビ画面に映っているのは隣室であるルルさんの部屋であり、豪ごう奢しやなベッドでは彼女が気持ちよさそうな顔で眠っているではないか。

「わはは、あいつの弱点を見つけるべく、こうして調査しているわけですな」

「ですな、じゃないでしょう！　というか、え!?　これ、どうやってるんです!?」

「魔王イカの目玉を使った監視カメラだぞ」

「魔王イカ……？」

「ふふん、お主ぬしもイカの目が高性能なことは知っていよう」

　マナはドヤ顔でそんなことを言う。

　イカの目……？　高性能……？

　そう言えば聞いたことがある。イカの目は異常に発達していて、そこから凄すさまじいレベルの情報量を得ることができるらしい。しかしながら、その得た情報を処理するレベルに脳が到達していないため、無用の長物と化しているという話だった。では脳の処理を超えた情報をどうしているか？　一説によると、それを他のなにかに送信している、ということらしい。

「そう言えば、イカが宇宙人の探査生物だって説もありますよね」

「イカは宇宙人じゃなくて、悪魔の探査生物だぞ。かつて七つの大たい罪ざい神しんが調査のため、七つの海に魔王イカを解き放ったんだ。悪魔歴史学でそう学ぶから間違いない」

「ええ……」

「なのにいま魔王イカから進化したイカの子孫たちときたら、最大サイズのダイオウイカですらクジラ如ごときに捕食されちゃって。情けないったらありゃしない」

　マナはやれやれと溜ため息いきを吐つく。

　俺は彼女にまんまと乗せられるかたちになっていると内心気がつきつつも、彼女のそばに行って腰を下ろした。

「……さっき監視カメラって言いましたよね？」

「うん、魔王イカの目玉を加工して作った監視カメラ。あのルルってやつがこの部屋でシノ姉に甘やかされてる隙をついて、仕掛けてきたんだ」

「……じゃあ、これがイカの目玉から送られてくる情報ってことですか」

「そうだぞ。すごいだろ」

「音はないんですか」

「目玉が音なんか集められるわけないじゃん。常識的に考えて」

　それはそうか。でも、言い方がちょっと腹立つ。

「ずいぶんと鮮明ですねえ。まるで画面のルルさんがすぐそこにいるみたいです」

「あ、これは４Ｋテレビの性能だから」

　ドヤ顔でテレビを撫なでるマナ。

　……何だそれ、ややこしいな。

「しかしダメですよ、マナ。どういう事情があっても、誰かの生活を覗のぞき見るなんて犯罪です。プライバシーの侵害と言って──」

　と、マナをたしなめようとしたとき、俺はあることに気がついて背筋に寒気を覚えた。

　……マナはいつこの監視カメラを設置したのだろうか……？

　時期によっては、俺がこの前ルルさんの部屋で罠わなにはめられそうになったのも、記録として残っているかもしれない。

　あのときは何もなかった。何もなかったが、俺がルルさんに覆いかぶさるという、阻止限界点ギリギリまで行ってしまったのも事実。しかも無音状態の記録ではことの経緯がわからないため、身の潔白を証明するのも難しそうだ……。

「あいつは天使だから、人間の法律とか守らなくっていいんだ。大体、あいつだって私の平穏を乱してきてるんだから、おあいこだもん」

　頬ほおを膨らませてそんなことを言うマナに、俺は揉もみ手てをしながら訊たずねた。

「な、なるほど～、確かにそれも一理ありますねえ……ところで、マナ？　この監視カメラって、いつごろ仕掛けました……？」

「あいつが来てから、二日後くらいかな」

　結構、序盤から仕掛けていた。時期的には、余裕であの日も監視範囲に捉とらえている。

「な、なるほど～。……ところで、これって記録とかはできるんですか？　リアルタイムで見るだけ……？」

「記録できるぞ。毎日記録してる」

　──ちくしょうめ！

「で、では、どれくらいの時間、記録しておけるんです？　記録を消去したりはできます？」

「記録はＤＶＤ─Ｒに焼いて保存してるぞ。本体のやつはすぐ消してる」

「──そのＤＶＤ─Ｒはどこにあるんですか!?」

「──あ、見てタクム！　なんだこいつ！」

「は、話を逸そらさないでくださいよ！　そのＤＶＤ─Ｒはどこにあるんですか!?　このアパートに置いてます!?」

　俺はマナの身体からだを揺すり、懇願するように訊たずねた。

　しかしマナは真剣な表情のまま、テレビ画面からひとときも目を逸そらさない。

　普段のらりくらりとしているマナのそんな顔を見て、流石さすがに俺も異変を感じ取って彼女の視線の先を追う。

　テレビ画面には、相変わらずルルさんの部屋が映しだされている。

　ベッドに横たわるルルさん。

　──そしてもう一人、見知らぬ人間が部屋の中にいる。

　目ま深ぶかにフードを被かぶり、首に巻かれたスカーフで口元を隠している。そのせいか、顔はほとんど見えない。

　一瞬、どこかで見たことがあると思ったが、記憶をたどる前にマナが大声をだして、俺の注意を惹ひきつけた。

「た、大変だ！　泥棒ファッションだから間違いなく泥棒だぞ！」

　テレビ画面に映る怪しい人物は、眠るルルさんに近づいて行く……。

「こうしちゃおれない！　あいつに危ないって教えなきゃ！」

　そう言って、マナは勢いよく立ち上がる。

　あれ、この子はルルさんのことを邪魔に思っていたんじゃなかったか、と一瞬頭によぎったけれども、次の瞬間にはそんなことを考えた自分が恥ずかしくなった。

　どういう事情があれ、危機的な状況にいる人がいれば助けようとするのは当然ではないか。

　シノさんは間違いなくそういう人だし、マナだって怠たい惰だの悪魔として根っこでは同じ精神性を持っているということだろう。

「──天使に喧けん嘩かを売るなんて自殺行為だぞ！　下手したらミンチになる！」

「……え、そっち？」

「あの泥棒は大変なものを盗んでいきました！　自分の生命です！」

　よくわからないことを叫ぶと、マナは隣室と接した壁に向かって突進していく。

　そして、するっと通り抜けてしまった。

　俺はその光景に一瞬ぎょっとしたが、理解が追いついた後、マナを追って隣室へと向かった。もちろん玄関を経由するのが、俺のような普通の人間のやり方だが。
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　ルルさんの部屋の鍵は開いていた。ひょっとしたら、あの泥棒（？）も侵入経路は玄関だったのかもしれない。

　玄関で靴を脱いでいると、すでに奥でマナのギャーギャーという声が響き渡っていた。

　俺は部屋へと続く短い廊下の死角に隠れながら、こっそりと部屋の中を覗のぞいた。

「落ち着くんだ、泥棒！　死に急ぐことはない！」

「え、ちょ、何なんすか!?　お嬢ちゃん、いったいどこから!?」

「なあに、通りかかった正義の味方です」

「まさかルルときたら、一人暮らしに浮かれてこんな幼い子を部屋に連れ込んでいたっすか!?　な、なんて不ふ埒らちな……これは児童ポルノっすよ！　児童ポルノ！」

　マナと謎の覆面人物は向かい合って言葉を発し合っていたが、どうにも会話としてかみ合っているようには見えない。

　覆面人物の声は高く、女性のものと見て間違いなかった。しかもその特徴的な早口には聞き覚えがある。

　そのことが先ほどの違和感と結びつき、俺はようやく以前に彼女と会ったことがあることに気がついた。

「……あれ、ユニ子こさんじゃないか」

　誰ともなく、ぼそりと呟つぶやく。

　そこにいたのは、いつぞやの占い師の彼女だった。

　どうして彼女がこんなところに？　と首を捻ひねっている間も、マナとユニ子さんはギャーギャーと騒ぎ続ける。

「……もう、何なのです。うるさいですわね」

　流石さすがにこんな騒動の中寝ていることができなかったのか、ルルさんがベッドの上でむくりと上体を起こした。

「ああ、天使が目を覚ましてしまった！　逃げたまえ、泥棒！　ここは私が引き受ける！」

「しかもこの子、めっちゃ可か愛わいいじゃないっすか！　う、うわ、マジっすか！　ルルってこういう趣味があったっすか！」

　マナはユニ子さんを庇かばうようにルルさんの前に立ちふさがる。しかしユニ子さんは逃げる素振りも見せず、わなわなと肩を震わせながらマナの小さい背中を眺めている。

「……おや、ユニ子ではありませんか。それにマナまで。こんな夜よ更ふけにどうしたのです？」

　ルルさんは特大のあくびをしてから、緊張感の欠片かけらもなくそう言った。

「ユニ子って誰？　この泥棒のこと？」

　マナは目をぱちくりさせながら、ユニ子さんを指差す。

「泥棒とは何なのです？　そこにいるユニ子はわたくしの友人ですわ」

「ええ！　お前、泥棒と友だちなのか！」

「ですから、ユニ子は泥棒ではありません。何を勘違いされているのかわかりませんが」

　そこでようやく自分の早はや合が点てんに気づいたのか、気まずそうな表情を浮かべるマナ。

「でも、泥棒ファッションで夜に人の部屋でこそこそしてたら、泥棒と思われて仕方ないし……私は善意で泥棒を助けようとしてただけだし……」

「……お嬢ちゃん、マナちゃんって言うっすか？」

　そのとき、ユニ子さんがマナの肩にポンと手を置く。

「え？　そうだけど」

「……じ、自分、ユニムルって言うっすよ。ルルとは昔からの親友で、ユニ子って呼ばれてるっす。ところでルルとマナちゃんは、どどどどういう関係なんっすか？」

　ところどころつっかえながら、彼女はものすごい早口で言った。スカーフの奥で、ふひふひと呼吸音がする。

「敵だけど」

「て、敵……？」

「ユニ子、そこのマナは悪魔なのですわ。わたくしが今回の任務で排除すべきとされた『怠たい惰だの悪魔』……その一族なのです」

「で、ではこの子が……？　けど下調べでは確か、悪魔の名前は『シノ』って言わなかったっすか？　それに悪魔って、もっと成熟した個体が送り込まれるはずじゃ……？」

「事情があるのです。本来の敵となるべきだった悪魔の名は、確かにシノさま……そこのマナは、シノさまのおまけみたいなものですわ」

　それを聞いて、マナが頬ほおを膨らませる。

「誰がおまけみたいだ！　私なんか最初、お前のことお化けみたいって言ってたもんね」

「わけのわからぬことを」

「け、喧けん嘩かしてないでちゃんと説明してほしいっす……」

　ユニ子さんは、おずおずと二人の間に割って入る。

「ルルはもう、最初の任務を達成したんじゃなかったっすか？　自分、今日くるように連絡を受けて、てっきりそうだと思ってたっすけど……あ、ひょっとして、最初にいた怠たい惰だの悪魔を追いだしたけど、次にこの子がきたとかそういう感じっすか？」

「違いますわ。シノさまは大いなる慈愛でわたくしを包み込んでくださったのです」

「つ、包み込んだ？　まさか、ルル……悪魔に懐かい柔じゆうされたっすか……？」

「……む、懐かい柔じゆうされたとは人聞きの悪い」

「怪獣されるのが人聞き悪かったら、新しくゴジるって言うのはどうかな」

「マナちゃん、ちょっと黙ってるっす。いま大事な話をしてるっすから」

　ほとんど初対面にもかかわらず、きっちりとマナに突っ込みを入れるユニ子さん。そんな彼女に向かって、ルルさんは得意げに胸を張る。

「いいですか、ユニ子。わたくしたちの中には先入観というものがあるのですわ。悪魔は敵であり、排除すべき存在だと。しかしそれに捉とらわれていてはいけません。わたくしたちが進歩の道を進むためには、これまでの常識を疑わなくては。そのために、わたくしは敵とされている悪魔とも、敢あえて交流を持とうと思ったのですわ」

　自分の都合のためにそれっぽい建前をかかげるのが天使だとしたら、いまのルルさんはまさに天使的だった。

「で、でも勤労の天使と怠たい惰だの悪魔は相いれない存在っすよ。人を働かせようとするのが天使側の望み、人を怠けさせようとするのが悪魔側の望みっすから」

「そ、そこもわたくしには考えがあるのです。勤労さまのすばらしい意思を理解できないあなたが口をだすことではありません……」

　最後の方、ルルさんの言葉は勢いをなくしていた。多分、適当なことを言っているからだと思う。

　しかしユニ子さんは肩をすくめただけで、それ以上の追及をしなかった。

「……まあいいっすよ。自分は、ルルの友だちとしてちょっとしたお手伝いをできればそれでいいっすから」

「そ、そうですわ。あなたは、わたくしのやり方に口をだすのではなく、ただ手を貸してくれさえすればいいのです」

「で、また例の薬をご所しよ望もうってことっすか？」

　例の薬……？

　その言葉を聞いてピンとくるものがあった。同時に、あの日に感じた恐怖も甦よみがえる。ルルさんが〝クピドの矢〟と呼んでいた惚ほれ薬ぐすり……。

「そういうことですわね。わたくし、少し失敗してしまいまして。例の殿方を〝クピドの矢〟で射抜いたところまではよかったものの、そこから想定外のことが起きたのです」

「……想定外のこととは？」

「効果に耐えられてしまいました。しかし、あなたの薬に疑いを向けているのではないのですわ。少し、相手が異常すぎただけで」

「……自分の薬は完璧っすよ。人に耐えられるわけないっす。……え、ルルが使ったのは人っすよね？」

「ですから、いましがたも言ったでしょう。何事も常識は疑ってかかるべきなのです」

「ひょっとしてその殿方っていうのは、もともとルルのことを好きだったんじゃないっすか？　〝クピドの矢〟は、もともと好きな相手には効かないものっすよ」

「あら、そうでしたの？」

　ユニ子さんの言葉を聞き、目を丸くするルルさん。彼女はそれから頬ほおに手をやり、ふうと悩ましげな溜ため息いきを吐ついた。

「……なるほど、そういうことでしたら納得というものです。美しさは罪ですわ。あの方は、すでにわたくしの虜とりこになっていたということですか」

「そうっすよ、そうっすよ。自分の薬がおかしいなんてこと、ないっすもん」

「ああ、シノさまに悪いですわ。どれだけシノさまが尽くそうとも、拓務さまはわたくしに夢中というわけですか」

「……いや、ちょっと待ってもらえます？」

　流石さすがに看過できないところまで話が進んでいたので、俺は廊下の死角から姿を現した。

　誰が誰に夢中だというのだ。それも他でもない、シノさんを差し置いて……。
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　突然現れた俺を見て、ルルさんは目をぱちくりと瞬しばたたかせた。

「た、拓務さま……？　どうしてここに？」

「いえ、こちらに向かったマナの帰りが遅いと思いまして」

「タクム！　あの泥棒ファッション、泥棒じゃなかったみたい！」

　そう言って満面の笑みを浮かべると、マナは俺に方に歩み寄ってくる。

「ええ、話はある程度聞かせてもらいました。俺が誰に夢中とか、そういうお考えはまったく当てはまっていませんので、取り急ぎそれだけお伝えできればと」

　するとルルさんとユニ子さんは、そろってバツの悪そうな顔をした。

　ただ、当事者のいないところで勝手な憶測をして盛り上がっていただけのルルさんと違い、ユニ子さんの方の気まずさには他にも心当たりがある。

「……ところであなた、悠ゆう尼にユニ子さんですよね？」

　すると、フードの奥の目がすっと泳ぐ。

「は、はて何のことっすかね……？」

「とぼけないでくださいよ。いきなり道端から出てきて、俺のことを占ったじゃないですか。やけにズバズバ事情を言い当ててくると思ったら、ルルさんとグルだったんですね」

「お、お兄さん、証拠もなくそんなこと言ったらダメっすよ～、あはは……」

「俺はあなたが自分の仕事に誇りを持って正当な占いをしていると思ったから、その結果を信じたんですよ。八や百お長ちようだったんじゃないですか」

「知らないっす！　自分、知らないっす！」

　あくまでもしらを切ろうとするユニ子さんを相手にしていても埒らちが明かないと思った俺は、今度ルルさんに目をやった。

「……仕込みましたよね？　間違いなく」

「……わたくしが望んだことではありませんわ。あなた方の間に何があったか知りませんが、それらはすべてユニ子が勝手にやったこと。しかし、彼女を責められるでしょうか？　彼女はわたくしの良き友人であり、初めての任に就くわたくしのために、少しでも追い風を吹かせようとしただけでしょう」

「ちょ、ルル！」

「感謝及び感激の言葉は不要ですわよ、ユニ子」

　明らかにユニ子さんは異を唱えたそうだったが、ルルさんにピシャリと遮られてしまう。

「この件は美談です。いずれ、天使たちの美しい友情を描いた寓ぐう話わとなるでしょう」

　この人が極めて「天使的」な発言をするのも、そろそろ慣れっこだ。

　まんまと自分が騙だまされていたことが判明しても、不思議と怒りが湧いてこない。むしろ呆あきれたというか、この人ならそういうことするよなあ、という納得の方が強かった。

　俺は溜ため息いきを吐ついてから、口を開いた。

「天使たちの美しい友情……その言い方だと、ユニ子さんも天使ということですよね」

　さっきの会話を聞いていて、薄々感づいていたことだったけれども。

「ええ、彼女は七つの美徳神が一ひと柱はしら『純潔』さまの使徒──純潔の天使ユニムル」

　ルルさんの紹介を受け、部屋の目が一斉にユニ子さんに向く。

　彼女は一瞬びくりと身体からだを硬直させたものの、すぐに観念したのか、フードとスカーフを取り払う。

　そこにあったのは、ルルさんにも決して劣らぬ美しい容貌だった。

　フードの隠していた銀色の髪がさらりと流れる様さまはあまりに流麗で、気を抜いていると心が奪われそうなほどである。

「彼女は永遠の純潔を誓い、決して恋を許されぬ身……そのためこうして普段は、美しい顔を隠しているのですわ」

「恋を許されない身、ですか」

　そう言えば、シノさんもそんなことを言っていたような。

　異性恋愛禁止だから、ほとんどの純潔の天使がこじらせきっているとか何とか。

　異性愛がダメでも、同性愛ならオッケー！　とか。

　そこまで考えて、俺はユニ子さんの視線がじっとマナに注がれていることに気がついた。

　……いや、気のせいだろう。たとえ彼女たちがどんな性癖を持っていようと、マナのような幼い少女にまでストライクゾーンを広げるほどこじらせてはいないと思いたい。

「ねえ、タクム。そろそろシノ姉帰ってくるかも。戻った方がよくない？」

　そのときマナが俺の服の袖を引っ張って、そんなことを言いだした。

「そうですね。別にこの部屋で何か揉もめ事ごとが起こっていたわけではないようですし、これこそプライバシーの侵害になりますからね」

「生命いのち拾いしたな、ムニエルとやら！　今日は私のおかげで助かったわけだ。もう泥棒はやめるように」

「まだその設定で行くんですね。あと、名前違ってますよ。ムニエルじゃなくて、ユニムルさんです」

　ユニ子さんをビシリと指差すマナに、一応突っ込みを入れておく。

「それじゃあ、俺たちはこれで失礼します。くれぐれもお願いしますけど、あまりトラブルを起こすようなことはないように……」

「嫌ですわ。今日はあなた方が突然こられたのでしょう。わたくしはただ平穏に暮らしておりますのに」

　言われてみるとそうである。

　俺は改めて頭を下げると、マナと一緒に玄関に向かった。

「私、靴ないぞ。壁すり抜けてきたから」

「ああ、そうでしたね。そしたらマナは壁をすり抜けて戻ってきてください」

「やだ！　抱っこして運んで！」

　どうでもいいところで、マナが我がままを言う。彼女をたしなめようとしたとき、

「あ、あのちょっといいっすか。間違ってたらあれっすけど……」

　背後から、ユニ子さんが俺たちに声をかけてきた。

「何です？」

「マナちゃんって、アイドル活動とかしてません……？」

「してるぞ。『怠なまけ坂ざか46』ってやつ」

「──!!　やっぱそうっすか!?　最初見たときから、めっちゃ似てるなって思ってたっすよ！　うわ、自分マジ感激っす！　生マナちゃんじゃないっすか！」

　マナの同意を聞くや否いなや、目を輝かせて彼女に迫るユニ子さん。

　ものすごい早口で、ふひふひと呼吸が荒い。

「じ、自分、めっちゃファンっすよ！　めっちゃ可か愛わいい！　めっちゃ可か愛わいい!!　ああ、キモいっすよね!?　すんません、キモくて！」

「あ、ありがと……」
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　マナが本気で引くところを初めて見た気がする。彼女は困惑した表情で、助けを求めるように俺の顔を見上げてきた。

「……さ、さて、それじゃ帰りますか、マナ」

「……う、うん」

「靴がなくて誰かに運んでもらいたいんすよね!?　め、迷惑じゃなかったら、自分が運びますよ！　おんぶでも抱っこでも何でもござれ！　──って感じで！」

「あ、ああ、間に合ってるから大丈夫……タクム、早く……タクム！　タクム!!」

　にじり寄るユニ子さんに恐怖を覚えたのか、必死の形ぎよう相そうで叫ぶマナ。

　俺は彼女を抱きかかえると、急いでルルさんの部屋をでた。

　手の空いているマナが、開いているドアを思い切り叩たたきつける。

「な、なんだあいつ、キモいなあ……」

「俺はアイドルのこととか詳しくないんですけど、『怠なまけ坂ざか46』ってそんなに有名なグループなんですか」

「はっきり言って、アングラを自負してるぞ。グループの活動方針として、あんまり目立ちすぎてもダメらしいから」

「それでもユニ子さんのアンテナには引っかかっていた、と……」

「そこが怖いよな。アイドルって、他にもいっぱいいるじゃん。なんで『怠なまけ坂ざか46』なんか応援してるんだろ」

　マナは身もふたもないことを言う。

「まあアイドル活動をやっていたら、ああいう熱心なファンもいるでしょう」

「いるけど、普通は人間じゃん。あいつ天使なんでしょ……？　なんか怖い」

　そう言って、ぎゅっとしがみついてくるマナ。

「ははは、マナも年齢相応に振る舞うことがあるんですねえ」

「いざとなったら、殺やっちまった方がいいかもしれない」

「ダ、ダメですよ、物騒なことは……」

　しかし、アイドルのおっかけがアイドルを襲う事件が世間をにぎわすことも、最近では多くなっている。マナの場合はちょっと特殊だけれども、相手も特殊だった場合を考慮に入れると絶対に安全とは言い難がたいわけで。

「あいつ、〝何とかの矢〟とか言ってたし、武器を持ってるのかもしれない。こっちも武装しておかないとな」

「〝何とかの矢〟……？」

「さっきあいつらが話してたじゃん。効くとか効かないとか」

「あ……」

　それで、俺は例の惚ほれ薬ぐすりのことを思いだした。

　俺が一服盛られたあの薬は、先ほどの彼女たちの会話によると、どうやらユニ子さん由来のものだったらしい。こないだルルさんは「『純潔』の天使のみが生成できる」と言っていたが、それがユニ子さんだったということか。

　ただ、いまの俺にとって、あの薬の生成者が誰とかそんなことはどうでもよかった。

　泥棒騒動でうやむやになってしまっていたが、俺はもともとあの薬によって生じることになった『弱み』について、マナと話をしている途中だったのである。

　薬を飲んでおかしくなった俺が、あり得ない行動に出てしまっている記録……。

　自分の部屋に戻ると、俺はマナを下ろしてから、心持ちへりくだって訊たずねた。

「と、ところで、マナ……ルルさんの部屋の監視記録を焼いたＤＶＤ─Ｒって、どこに置いてるんでしたっけ？」

「え？　突然じゃん」

　この際、突然なのはお互いさまでしょ。

「いや、さっきそういう話をしていたじゃないですか……これは等なお閑ざりにしていていい問題じゃありませんからね？　人のプライベートに関係しているわけですから……」

「あれは私の部屋に置いてる」

「処分した方がいいですよ。な、なんでしたら、持ってきてもらったら俺が処分してもいいですし……」

「ダメダメ！　あいつの弱点を探さないといけないんだから。それを見つけるまでは、大切に保管してるぞ」

　俺は焦燥しつつも、必死に頭を巡らせた。

　何とかしなければならない。マナの性格上、そこまで熱心に敵の弱点を研究するようなことはないだろうが、いつかはあの「Ｘデー」の記録に辿たどり着つくだろう。

　そうなる前に、彼女に記録を処分させなければならなかった。
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　翌日の仕事帰り。

「……すみません、お兄さん」

　こないだ占い師に遭遇したのと同じ場所で、またフードにスカーフ姿のユニ子さんに出くわした。

　深夜の夜道でこんなファッションの誰かに声をかけられると、ドキッとするので本当にやめてほしい。

「なにをそんなに驚いてるっすか？　自分っす。ユニムルっす。ちょっとお話いいっすか」

「……どうしたんです？」

　俺は心を落ち着けようと、一度深呼吸してから言葉を返した。

「マナちゃんのことっすけど」

「……はい」

「──じ、実は自分、マナちゃんと仲良くなりたいっすよ！　ミーハーかもしれないっすけど、アイドルの子と知り合いになるとか初めてなんで、興奮してるっす！」

　相変わらずの早口で言い募ってくるユニ子さんを前にして、一歩退ひいてしまう。

「あ、ああ、ユニ子さんって、マナのファンなんでしたっけ……？」

「そうっすよ！　マナちゃん、めっちゃ可か愛わいいじゃないっすか！」

「よく知ってましたね。マナは自分のグループのこと、アングラって言ってましたけど……」

「自分、アイドル詳しいんすよ。オタクなんで！　『怠なまけ坂ざか46』なんて、自分らからしたら基本中の基本っす！」

「しかし、天使がアイドルを見たりするんですか」

「天使っていうか、自分ら純じゆん潔けつの天使が特別ってとこもあるっすけどね!?　現実で恋愛できないから、漫画とかアニメを好きになるやつが多いんすよ！　もち、自分もっすけど！　自分、普段はフィギュアの原型師をやってるくらいっすよ！　──何の話でしたっけ？　ああ、アイドルだ！　アイドルなんて、何かに対する理想の典型的な例じゃないっすか！」

　一気にそれだけ言って、興奮気味にふひふひと呼吸するユニ子さん。

「実は今日、ずっとマナちゃんのフィギュア作ってたっすよ！　でも、見えないところは想像するしかできないっすから、完全なものにならないっす！　ほら、これ見てほしいっす！」

　勢いよく言いながら、彼女は懐ふところから何かを取りだした。

　暗くてよく見えなかったが、人形のようだ。電灯の明かりがあるところまで行くと、それが女の子のかたちをしているのがわかる。

　ユニ子さんが「マナのフィギュア」と言っていたとおり、それは彼女の特徴をよく押さえているように見えた。服装も、以前見たことがある舞台衣装。ただ着色はされておらず、全体が灰色だった。

「よ、よくできてるように見えますけど、これでも完全じゃないんですか……」

「そうなんすよ、悩んでるっす。下は普通のパンツでいいんすかね？」

　言うが早いか、くいっとフィギュアの角度を変えるユニ子さん。

　それでスカートの中が露あらわになる。

　そこには普通のパンツの造形が施されていた。

「普通のパンツ以外に何を穿はくというんです」

「ドロワーズとかあるじゃないっすか。かぼちゃパンツとか激げき萌もえでしょ」

　知らないよ。

「マナちゃんと仲良くなったら、こういうことも訊きけると思うんすよ……気さくにその日のパンツを訊きき合える仲ってよくないっすか？」

「よくないと思います」

「わ、ワンチャン、見せてもらったりも！」

　話を聞いてほしい。彼女は自分の世界に入ってしまっているのか、明後日あさつての方向を向いて目をキラキラと輝かせている。

　……どうして深夜の街中で、こんな話をしなければならないのだ。

　しかも会話になってないし。

　俺はちょっとイライラしてきたので、心ここにあらずといった様子の天使を置いて歩きだした。

　しかし、すぐに彼女は足早に俺を追いかけてくる。

「……お兄さん、マナちゃんと仲良いっすよね？　マナちゃん、いっつもお兄さんの部屋に入り浸ってるんでしょ？」

「彼女は俺のことなんて特に眼中にないと思いますよ。彼女が俺の部屋に出入りしているのは、シノさんに懐なついているだけです」

「シノさんってのは、怠たい惰だの悪魔のことっすよね？　ルルすらも丸め込んだっていう」

「ええ、まあ……。マナは甘えん坊ですから、シノさんに甘えにきてるんです」

「それ、めっちゃ可か愛わいいじゃないっすか！　も、萌もえる！」

　深夜の街頭で、一人テンション高く叫ぶユニ子さん。

「じ、自分も面倒見はいい方っすよ！　ほら、ルルとかこう言ったらあれっすけど、ダメダメじゃないっすか！　これまでだって、自分があの子を人知れず助けてきたっていう自負があるっていうか？　要するに、甘やかしの実績があるっているか？」

「マナを甘やかしたいってことですか」

「お兄さんの口くち利ききがあれば、それも可能じゃないっすかね？　も、もちろんタダとは言わないっすよ！」

　スカーフの奥で、ユニ子さんはぐふぐふと笑った。欲望に満ちた邪悪な笑みだった。

「……お兄さんにも、好きな人とかいるでしょ？」

「い、いませんよ！」

　一瞬シノさんの顔が浮かんで、俺は慌てて否定した。

「とぼけちゃってえ！　自分、人の恋路を応援するのは得意なんすよ。そういう力があるっす。お兄さんも、ルルに一服盛られたって聞いたっすよ」

「……惚ほれ薬ぐすりのことですか」

「正確には、〝クピドの矢〟って言うっすけどね。自分ら純潔の天使の中には、その薬を作れるようになるやつがいるんすよ。で、自分もその一人っす」

「その言い方では、全員というわけではないんですか」

「そうっす！　より性癖をこじらせてると作れる感じっすかねえ。自分では恋愛とかできないんで、贔ひい屓きの二人をくっつけて萌もえたいとか、思いどおりのカップリングをして尊みを感じたいとか、そんな念が強いほど作れるようになるっす」

　惚ほれ薬ぐすりの成分は念なのか。ずいぶんと業ごうの深そうな生成方法である。

「……お兄さんには、特別に〝クピドの矢〟を差しあげるっすよ。それで好きな相手を落としちまえばいいっす。自分の言いたいこと、わかるっすよね？」

　ユニ子さんはぐふぐふ笑いながら、そう提案してきた。

　交換条件に、マナを売れと言いたいらしい。

　考える必要もなく、こんな提案に乗るつもりはなかった。まず必要性を感じない。

　そうとも、俺には振り向いて欲しい相手などいないのだから、惚ほれ薬ぐすりをもらっても使い道がないではないか。

　堂々と断ろうと思って口を開いたとき、

「ああ……マナちゃんと仲良くなったら、とりま私生活を覗のぞいてみたいっすねえ」

　と、夢見心地な様子でユニ子さんが言って、俺は喉から出かかっていた言葉を飲み込んだ。

　──マナの私生活。

「アイドルがどんな生活をしてるのかって、めっちゃ気になるんすよねえ……きっとピンク色の部屋で、クマのぬいぐるみとか置いてあるっす……」

「……確実にＤＶＤ─Ｒはあると思いますけどね」

「ＤＶＤ─Ｒ？　なんでっすか？」

「こっちの話です」

　俺はいま、自分の中で天使と悪魔が戦っているのを感じた。

　片方は、こんな欲望に満ちた提案など断れと言う。

　もう片方は、この提案を利用して自分の弱みを排除してしまえと言う。

　問題は、どちらが天使でどちらが悪魔の声かわからないことだった。

　ルルさんやユニ子さんという本物の天使の出現が、この問題をややこしくしていた。彼女たちは、正義や誠実さを行動の根拠にしないものであるからして。

　しばらく悩んだ後、俺は決断した。

「──協力しましょう！　よくよく考えると、シノさんにべったりなのもマナの今後にとって良くないと思いますし。それに、ファンあってのアイドルですからね！」

　俺は極めて「天使的」なことを言って頷うなずいた。

「フゥ！　流石さすがっす、お兄さん！　自分、その言葉を待ってたっす！」

「しかし惚ほれ薬ぐすりはいりません。実はそれよりも、もっと欲しいものがあるんです」

「何っすか？　処女以外なら何でもあげるっすよ！」

　いまのユニ子さんは、こちらの言葉に何の警戒もしていないようだった。異常なテンションで、いまなら世界が欲しいと言ってもくれそうだ。

「実はマナはかなりのいたずらっ子でして。彼女はルルさんの部屋に監視カメラを仕掛けて、彼女の生活を覗のぞき見ているようなんです。それをやめさせるとともに、いままで記録してきたものも消去させたいと思ってます」

「？　何でマナちゃんはルルの監視なんかしてるっすか？」

　まだ嘘うそを言う必要はない。

　俺は、マナがシノさんから受ける甘やかしに関して、ルルさんをライバル視していることを話した。ルルさんの弱みを探るために監視の目を光らせている、と。

「マナはまだ幼いですし、教育上こういうのはよくないでしょう。彼女の部屋には、ルルさんの生活を記録したＤＶＤ─Ｒがあるはずです。ユニ子さんには、それらすべてを手に入れ、きっちりと消去してもらいたいんです」

「それくらいお安いご用っす！　マナちゃんと仲良くなるついでっすよ！」

「話は決まりましたね」

　俺はユニ子さんとがっちりと堅い握手をした。

　罪悪感はあったが、背に腹は代えられない。あの爆弾はいつ爆発するかわからないため、早急に対応する必要があった。

「いまから俺の部屋で話しましょう。マナもいるかもしれませんし、彼女と仲良くなるには、まず何よりシノさんとのパイプを作っておいた方がいいですから」
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　俺が女性を連れて帰ると、シノさんは途端に怒りの形ぎよう相そうになった。

　しかし、慌てる必要はない。ユニ子さんとの関係性に関しては、きっちり身の潔白を証明できると確信していたからだ。

「落ち着いてください、シノさん。こちらは、『純潔』の天使のユニ子さんです」

「純潔の天使……？」

「そうです。決して破れぬ制約とともに生きている方ですよ。それがどのような制約かは、シノさんが以前におっしゃっていたはずです」

　するとシノさんは怪け訝げんそうな目つきで、足の先から頭まで、じっくりと時間をかけてユニ子さんを眺め回した。

　そうこうするうちに、ユニ子さんがぶるぶると小さく震えだす。

「どうしたんです、ユニ子さん……？」

　俺が怪け訝げんに思って訊たずねると、彼女は俺の耳に顔を寄せ、ひそひそ囁ささやいた。

「こ、こんなに可か愛わいい人だったなんて聞いてないっすよ……自分、ダメなんす……美人の一メートル以内に入ると、発作が……」

「……え、それこそ初耳ですけど」

「自分、ロリコンっすけど、上もいけないってわけじゃないっす……でも、アダルティな人だとトラウマがうずいちゃうから……」

　あっさりロリコンとか言わないでほしい。こんな人とマナとの仲を取り持ってもいいのか、と自分の決断に自信が持てなくなってくるではないか。

「……あんたがユニムル？」

　そのとき、シノさんが口を開いた。まだ少し不機嫌そうだったが、先ほどまでの厳しい表情に比べれば、ずいぶん落ち着いているように見えた。

「は、はひ！　自分、純潔さまの使徒、ユニムルっす！」

「ルルフェルから話は聞いてるわ。あの子の友だちでしょ？」

「そそそうっす！　でも、ルルとはつき合ってるとかじゃなくて！　出来の悪い妹みたいっていうか!?　自分、いまはフリーなんで！」

　聞かれてもないことを、ものすごい早口でしゃべるユニ子さん。そんな挙動不審な天使を前にして、シノさんは警戒を解いたのか、にっこりと微ほほ笑えんだ。

「私はシノよ。実は一度、あなたに会ってみたかったの」

「じ、自分にっすか！　マジっすか！　なんで!?」

「ルルフェルが面白い子って言ってたから」

「あいつの言ってることはほとんど嘘うそなんで！　わかるっすよね!?　ルルは都合のいいことを、都合のいいようにしか話さないっす！」

　まさしくそのとおりだと思う。しかし、それを何のためらいもなく言えるあなたも、わりとすごいと思う。

「まあ、いいわ。こんなところじゃなくて、中で話しましょ？　拓務、おかえり」

　シノさんはすっかり機嫌を直してくれたようだった。

　俺はほっと安あん堵どの息を吐くと、我が家に足を踏み入れた。キッチンに向かうシノさんの後姿を目で追いながら、定位置となっている折り畳みテーブルの前に腰を下ろす。

「いまからウチは遅い晩ご飯なんだけど、ユニムルも食べる？」

「いえ、おかまいなく。と、ところでマナちゃんはいないっすか？」

　きょろきょろと周りを見回して、ユニ子さんがそんなことを言う。

「マナはもう帰ったわ。さっきまでそこで寝てたんだけど」

　シノさんは、部屋の隅に敷かれた布ふ団とんを指し示す。

　シノさんがいつも寝ている布ふ団とんだ。俺は一人暮らしだったので、彼女がここに住み込みで働くことになった際、近所のホームセンターで買ってきてもらったブツである。

　ユニ子さんはふらふらとそちらに近づくと、かけ布ぶ団とんをそっと手に取り、自分の身体からだに巻きつけた。

「……え、あの」

「ああ、これがマナちゃんの匂い……いま自分はマナちゃんと一体化して──うっ!!」

　いや、「うっ!!」ってなんだ、「うっ!!」って。

　ぞくっとしながら彼女の奇行を見守っていると、シノさんが料理をお盆に載のせてキッチンから出てくる。

「あれ、どうしたの？　寒い？」

「ふ、ふひぃ……いえ、おかまいなく……むしろ暑いくらいで……やっぱり、ご飯だけもらいましょうかねえ……自分、この布ふ団とんをおかずにすれば、白飯三杯は──」

「──そ、そう言えばシノさん！　このユニ子さんは、アイドルとかに詳しいらしいですよ！」

　ユニ子さんが変なことを口走りそうだったので、俺は大声をだして誤ご魔ま化かした。

「へえ、そうなの？」

「ええ、マナの『怠なまけ坂ざか46』も知ってるそうです。ひょっとしたら、昔のシノさんのことも知ってるかも。『アイドリング娘むすめ』でしたっけ」

「『アイドリング娘むすめ』……!?」

　ユニ子さんが目を剥むく。

「ま、まさかシノさんって、『アイドリング娘むすめ』のセンターだったシノちゃんっすか!?」

「知ってるの？　結構、アングラだったと思うんだけど」

「ふっひいい！　あ、あ、うあああ！　よく見ると面影があるっす！　もっと髪は短かったけど、確かにシノちゃんっす！　マジっすか？　マジっっっすか!?　やべえ！」

「ちょっとユニ子さん、落ち着いてくださいよ……」

「自分、『アイドリング娘むすめ』のＣＤ全部買ってたっすから！　めっちゃファンでしたから！　ああ、でもあのシノちゃんがこんな美人さんになって……自分、感激っす……」

　急に勢いをなくしたかと思うと、ユニ子さんはめそめそと泣きだした。

「大丈夫ですか……？」

「大丈夫じゃないかもっす……自分、今日堕だ天てんしてしまってもいいっす……」

　いや、それはダメでしょ。天使が堕だ天てんするというのは、つまり職務放棄なのではないか。

「し、シノさんはルルを甘やかしてるっすよね？　じ、自分も甘えていいっすか？」

「いいけど」

　シノさんに即答され、ビクリと大きく身体からだを震わせるユニ子さん。

「ふ、ふひ」

「ちょっと、ユニ子さん。あなた何のためにここに来たんですか。目的を果たしてください、目的を」

「黙れええ！　だって、ルルばっかりずるいっしょおおおおお！　自分だって甘える権利くらいあるっしょおおおお！」

「ときおり天使の方に見え隠れするその権利主義は何なんです」

「うるさいっす！　もう言げん質ちは取ったんだから、シノさんに甘えさせてもらうっす！」

　言うが早いか、ユニ子さんはシノさんの胸に飛び込んだ。

　しっかと彼女の身体からだにしがみつき、だらしない顔つきで、うへへとくぐもった笑いをもらしている。

　こんなに邪悪な生き物を見たことがない、とさえ思った。

　しかしシノさんは優しげな手つきでユニ子さんのフードとスカーフを取ると、彼女の綺き麗れいな銀髪を撫なでた。

「……あ」

「どうして顔を隠してるの？　こんなに可か愛わいいのに」

　シノさんに至近距離で微ほほ笑えみかけられ、ユニ子さんは顔を真っ赤にする。

「じ、自分、純潔の天使っすから……男の人にそういう気持ちになられると困るっす……だから隠してるっすよ……」

「もったいないわ。そんな役目、放りだしちゃえば？」

「放りだす……？」

　次第に、ユニ子さんの目がとろんとしてくる。

「そうよ。自分がやらなきゃいけないことなんて、本当はこの世に一つもないの。自分の代わりなんて、いくらでもいるわ。我がままにならなきゃ。ユニムルはせっかくこんなに可か愛わいいのに、自分を押し殺してまで純潔を誓う必要があるのかしら？」

「ふ、ふひ」

「ちょっとタイム！　何をやってるんですか！」

　俺は憤いきどおりを感じて、二人を引きはがした。

「何するはこっちの台詞せりふよ、拓務！　もう少しで完かん堕おちだったのに！」

「どさくさに紛れて、人を怠たい惰だの道に引きずり込もうとしないでください！　そういうとこですよ！」

「ママぁ……ママぁ……」

　ユニ子さんはゾンビのように、ずるずる床を這はってシノさんの方に向かおうとしている。

「し、しっかりしてください！　あなたには職務があります！　天に与えられた文字どおりの天職が！　それをなくしてしまうことは、死よりも恐ろしいことなんですよ！」

「──はっ！」

　俺がガクガクと身体からだを揺すると、ようやくユニ子さんは正気を取り戻したようだった。

「こ、ここは……？　なんか心がふわふわしてるっす……」

「気を強く持ってください。あなたはいま、悪魔の誘惑に負けそうになっていたんですよ」

「ふひっ……怠たい惰だの悪魔、恐るべし……」

「これを」

　俺は床に落ちたスカーフを、ユニ子さんにそっと手渡した。彼女は大慌てでそれを顔に巻きつけてから、ぐいとフードを被かぶる。

「あ、危ないところだったっす！　これだから自分は、アダルティな女性には気をつけてるっすよ！　やはり、常に自分が主導権を握れる幼女こそ至高っす！」

　情けないことを叫ぶと、彼女は背中から大きな二枚の白い翼を生やした。それから近くのガラス戸を引いてベランダにでると、ビシリと俺に指を突きつけてくる。

「これで勝ったと思わないことっすね！　必ずマナちゃんと仲良くなってみせるっすから！」

「何で俺に言うんですか。俺は味方でしょ」

「ええい、やかましいっす！　またくるっす！」

　そう言うと、ユニ子さんは翼を広げてベランダから飛び立った。

　白いシルエットが黒く変わっていき、ついには闇夜に溶けて消え去ってしまう。

「……あの人、何しにきたんだ」

「……天使って見どころのある子が多いわねえ」

　シノさんは、満足げに頷うなずいてそう言った。

「それ、遠回しに馬鹿にしてませんか。『ダメなほどいい』っていうのがシノさんの考え方ですよね」

「せっかくの機会に甘やかしそこなっちゃったから、欲求不満だわ。どうしてくれるの？」

「どうもしませんよ」

　指を咥くわえて物欲しそうに言うシノさんに面食らいつつも、俺は表向き毅き然ぜんとした態度を崩さなかった。
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　それからというもの、ユニ子さんは俺の仕事帰りに度々現れることになった。

　なぜわざわざ俺の帰りを待ち、一人で行こうとしないのか訊きいてみたところ、彼女は気恥ずかしげに「……だって、正気を保っていられないかもしれないっす」と答えた。

　要するに彼女は、マナやシノさんに会うために俺の部屋に行きたいと思っていたが、こないだの一件で、シノさんと二人っきりになったときは危ないと理解したらしい。

　その点は、ただ溺おぼれるように甘えるだけのルルさんとは違う。ユニ子さんはまだこちら寄りである。

　そうして帰り道の間だけではあるが、俺たちは他の誰にも邪魔されない作戦会議を開き、ユニ子さんがマナとより仲良くなる方法を考えた。具体的には、彼女がマナの部屋に招待されるくらい仲良くなる方法を。

「そう言えば休日の話ですけど、たまにシノさんとマナたちのライブを見に行くことがありまして」

「『怠なまけ坂ざか46』のっすか!?」

「そ、そうです」

　えらく食いつきがいい。彼女が顔を寄せてきた分だけ、俺は顔をのけ反らせた。

「恥ずかしい話っすけど、ライブには行ったことないんすよ！　自分、たくさんのアイドルグループを応援してるんで」

「まあ、アングラらしいですからねえ」

「でもこれからは違うっすよ！　自分にとって怠なまけ坂ざかは特別になったんで、ライブにも行ってみたいっす！」

「ちょうどよかった。行ってみませんか」

「マジっすか！　渡りに船っすよ！」

　身体からだの前で手を合わせ、キラキラと瞳を輝かせるユニ子さん。

「本題はここからです。実はライブ帰りに、よくシノさんがマナの家に行くんですよ。マナは自分で掃除とかしないそうなんで、シノさんが行ってやってあげてるらしいです」

　ちなみに、そういう日は俺からすればボーナスタイムだ。シノさんがいなくなるため、俺は帰って仕事をし放題になるためである。

「で、上う手まいこと、ユニ子さんもそれに同行できないかなあと思っていて」

「──!!　それはいい考えっすね！」

「でしょ？　きっとマナと仲良くなれると思います。そして仲良くなるついでに、その日、例のＤＶＤ─Ｒを手に入れてほしいんですよね。掃除中のどさくさまぎれでもなんでもいいんで、それを奪取してください」

「ふ、ふひ……アイドルの部屋っすかあ……」

「……聞いてます？　ちゃんとＤＶＤ─Ｒを手に入れてきてくださいね」




　……などというアイデアを、ところどころ隠しながらシノさんに話してみた。

　シノさんは、ユニ子さんが怠なまけ坂ざかのライブを生で見たいと思っていることを知って、まんざらでもない様子だった。

「別にいいんじゃないかしら？　マナは知り合いが見にきてるくらいで緊張するような子じゃないし」

「決まりですね。でも、マナにはくれぐれも内緒にしておいてくださいね。こういうのは、サプライズでやった方がいいと思いますから」

「拓務がそんな気の利きいたこと考えるなんて、ちょっと不気味ね」

「……どういう意味ですか」

「仕事以外でも頭を働かせるのはいいことだわ。むしろ仕事で頭を使うことはやめて、仕事以外に熱中するべきだわ」

　隙を見せると、シノさんはすかさずジャブを放ってくる。話を変えようと思ったが、先に口を開いたのシノさんだった。

「……ね、最近こうやって二人っきりになったのって久しぶりじゃない？」

　それがあまりに甘い声だったので、俺はドキリとしてしまった。

「そ、そうですかね」

「そうよ。最近はマナの他に、二人も天使が増えたわけだし……ああ、そう言えばもも寂しいわ」

「……え、いま何て言いました？」

「もも寂しいって言ったのよ。口寂しいとかの類語」

「……ちなみに意味は？」

「誰の頭もふとももに乗せてなくて、気持ちが落ち着かない状態を言うのよ」

　わけのわからないことを言って、ポンポンと自分のふとももを叩たたくシノさん。

「そうですか。話を戻しますけど、ユニ子さんはマナと仲良くなりたいって言ってるんですよ。シノさん的には、それどう思います？」

「話を戻されても、いまは何も考えられないわ。ああ、禁煙中に喫煙者がイライラするのはこういう感覚なのかしら……？」

　シノさんは芝居がかった仕草で胸を押さえ、目を瞑つぶった──と思ったが、よく見ると薄目でこちらを見ていた。

「ユニ子さんのことですけど」

「……」

「マナのことでもあって」

「……」

　俺も大人だ。相手の要求を吞のんで、自分の要求を通すやり方くらい心得ている。

　正座するシノさんに近づき、彼女のふとももに頭を下ろした。後頭部にふにょんと心地よい感覚が返ってきて、心が多幸感に包まれる。意識が甘い誘惑に引きずりこまれそうになるが、必死になって自我を保った。

「あれ、どうしたの拓務？　急に私に甘えたくなった？」

「……しらじらしいですよ」

「えへへ、じゃあしょうがないわね。いっぱい甘やかしてあげる」

　そう言って、シノさんは嬉うれしそうに俺の頭を撫なでる。

「……で、ユニ子さんがマナと仲良くなりたいって言ってるって話ですよ」

「んー？　別にいいんじゃない？」

「マナとはどうやったら仲良くなれると思います？　あの子は甘えん坊ですけど、甘える相手は選ぶじゃないですか」

「別に甘やかすだけが仲良くなる方法じゃないわよ。拓務だってマナと仲良いわけだし、自然体で接するだけでいいんじゃない？」

「俺ってマナと仲良いですかね」

「自覚ないわけ？」

「だって、マナは俺のこと敵対視しているじゃないですか。シノさんから甘やかされるライバルだーとか言って」

「本気じゃないわよ、そんなの」

　いや、絶対に本気だと思う。その証拠に、いまのこの状況を見られたりすれば、マナは俺と数日は口を利きいてくれないと思う。

　と、そこまで考えて、俺はマナがルルさんの部屋に監視カメラを仕掛けていることを思いだした。マナはルルさんの弱みを握るためにそんなことをしているわけだが、対象は彼女だけなのだろうか？

　つまり、自分の甘やかされポジションを奪う敵として最初に認識した俺にも、そういうことをしているのではないだろうか……？

　俺は急に周りの視線が気になってきて、柔らかいふとももから頭を上げようとした。

　しかし、

「まだダメ～」

　と、シノさんに押さえつけられてしまう。

「い、いま思いついたことがあるんですよ、シノさん。マナってちょっと姑こ息そくなところがあるじゃないですか」

「ちょっとどころじゃないわよ」

　あ、そっち方面に否定するんだ。別にいいけど。

「それで、その……この部屋に監視カメラ的なものを仕掛けたりしないかなあって思ったんですよね。以前、あの子から魔王イカとかいう謎生物の講釈を受けたものですから……」

「ああ、それならあそこにあるけど」

　なにをいまさら、とばかりにシノさんが言ったので、俺は思わず目を剥むいた。

「ど、どこにあるんです!?」

「だから、あそこに」

　シノさんが指差す方向を見ようとしたけれども、膝ひざ枕まくらされたたままでは、彼女の大きな胸に遮られて見えなかった。

「くっ──!!」

　しかし、胸が邪魔とは言いづらい。そういう箇所を言葉で指摘することには、内心で大きな抵抗があった。

「あれ？　どうしたの、拓務」

「い、いえ、どれが監視カメラなのかなって……あはは」

　言いながら何とか頭の位置を変えることに成功したものの、シノさんは身体からだを傾けて俺の視線を遮ってくる。

「えへへ、見せな～い」

「意図的ですか!?　こんなことをして何になると言うんです!?」

「意味なんてないわよ」

　はっきり言われると、抵抗する気が失うせてしまう。話が通用しないというか、「理屈で会話しません」と意思表示されたようなものであるからして。

　俺が難しい顔していると、シノさんはクスクスと笑った。

「冗談に決まってるじゃない。この部屋には、そんなもの仕掛けられてないわ」

「……本当ですか」

「ほんとよ、もちろん」

「シノさんが気づいてないところに仕掛けられてるとか、そういう可能性はありませんか」

「私は毎日、この部屋を隅から隅まで掃除してるのよ？　そんなものがあったら気づくに決まってるじゃない」

「……なるほど、言われてみれば確かに」

「マナの性格は把握してるし、そういうところは気をつけてるわ。拓務といざってことになったとき、私も誰かに見られるのは嫌だし……」

　急に頬ほおを赤くしながら、ごにょごにょと変なことを口走るシノさん。

「何を言っているんです」

「それとも、拓務は誰かに見られながらの方が燃えたりするのかしら……？　だったら、マナに仕掛けるように言うけど……？」

「だから何を言ってるんです！」

　大声で叫んだとき、俺はまたハッと気づくことがあった。

　シノさんがルルさんの世話をしているということは、隣室も毎日隅から隅まで掃除されているのではないか。では、シノさんはマナが隣室に仕掛けた監視カメラにも気づいているのではないか。

　それとなく訊きいてみると、シノさんはあっけらんとした様子で答えた。

「ああ、それももちろん知ってるわよ」

「知ってて放置してるんですか……？」

「ええ。だって、どんなに理想的な甘やかし対象だったとしても、ルルフェルは天使よ。マナがあの子を自分から監視したいって言いだしたときは、私も嬉うれしかったわ。怠たい惰だの悪魔としての自覚が芽生え始めたんだって」

　シノさんは嬉うれしそうにそう言ったけれども、俺はマナがそんな崇高な精神ではなく、自分の欲望でしか動いていないことを知っていたため、やるせない気持ちになる。

　──しかしそんなやるせなさも、シノさんの次の言葉を聞いて吹き飛んでしまった。




「毎日の記録はマナが預かってくれてるの。今度マナの部屋に寄ったとき、私もざっとチェックするつもりよ」




　さっと血ちの気けが引く思いをする。

　ま、まずいぞ！　マナだけのだらだらチェックならまだ大丈夫そうなものだが、働き者のシノさんが絡からんでくるとなると一刻の猶ゆう予よもない！　俺の弱みが白はく日じつの下もとに晒さらされる日は近い！

「……拓務、どうしたの？　顔色が悪いわ」

「い、いえ、ちょっと考え事をしていただけで……」

「今日は一緒のお布ふ団とんで寝ることにするわね。そっちの方が拓務の体力も回復するし」

「お断りします」

　きっぱりとそう言ったが、その日のシノさんはしつこかった。

　……そうして翌朝、俺は幸福感とともに目覚めた。
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　次の週末、俺たちはかねてよりの予定どおり、マナのライブに向かった。

　もちろん、俺は腹に一いち物もつを持っての同行である。

　協力者であるはずのユニ子さんは、合流してからずっとそわそわして落ち着きがなかった。

　会場に到着してからも、彼女は「ふひふひ」と呼吸を荒くして、せわしなく辺りを見回している。

「こ、ここがアイドルのライブ会場……ちょっと劇場みたいっすね……？」

　不安を覚えずにはいられなかったが、彼女の働きに期待する他に方法がないのも事実。

　ライブ終わりで解放感にひたっているマナを上う手まく乗せ、彼女の部屋に何とかユニ子さんを送り込むところまでが、俺の今日の計画だった。

　また、意外だったのは、ずっと虚弱体質のように振る舞っていたルルさんも、今日のライブについてくると言いだしたこと。

「勘違いされているようですが、わたくしは体力がないわけではありません。やらなければならない責務があると、途端にモチベーションが消きえ失うせて動けなくなるというだけで。自由気ままに遊ぶときは元気なのですわ」

　何だよ、その新しん型がた鬱うつみたいな症状は。

　しかし、この人のあり方に一々突っ込みを入れるほど、俺も物わかりが悪い方ではない。とても残念なことに、慣れてしまった。

　開演の時間が来て、他のメンバーとともに舞台の上に現れたマナは、最初ほとんど指定席となっているシノさんの方に顔を向けて笑顔になったものの、次にルルさんを見つけてむすっとした表情になり、さらにその隣にユニ子さんがいるのを見つけると、途端に顔をひきつらせた。

「うっひょー！　マナちゃーん！　マナちゃ────ん!!　あ、いまこっち見たっす！　ねえルル、いまマナちゃんこっち見たっすよね!?」

「静かにしなさい、ユニ子。みっともありませんわ。彼女とはこれまでにも何度か会っているでしょう」

「アイドル衣装は初めてっすよおおお！　ああ、嗅かぎてええええ！　ライブ後にあの衣装と一緒に洗濯されてくんずほぐれつしたいっすよおおおお！」

　ちょっと正気を疑うようなことを口走っている。

　ライブが始まってからも、ユニ子さんはずっと異常なテンションでサイリウムを振り続けていた。曲と曲の合間の寸劇でも、舞台からの問いかけにとびきりの大声で応こたえるなど、はっきり言って悪目立ちしていた。

　彼女はフードとスカーフといういつもどおりの格好のため妙な威圧感があり、周りのファンも彼女を見ては、すぐにすっと目を逸そらすというムーブを続けた。

『……えー、それじゃいまから握手会するから、希望する人は並んでね……』

　ライブがやっと終わり、普段に比べて明らかにげっそりしているマナの言葉を受け、ユニ子さんは待ってましたとばかりに手を挙げた。

「っしゃあああ！　きたっすよおおお！　自分、行ってくるっす！」

「シノさん、一緒に行ってあげた方がいいですよ……」

　隣のシノさんにこそっと囁ささやく。

「どうして？　別にユニムルは平気でしょ」

「ユニ子さんじゃなくて、マナが平気じゃないと思います。見ていてあげないと」

　シノさんをお付きとして送りだしてから、俺は座席でルルさんと二人きりになった。

「……どうでしたか。こういうライブは初めてだっておっしゃってましたけど」

「アイドルとは偶像という意味なのでしょう？　ユニ子からは、彼女たちをとおして勇気や理想を得られると聞いておりましたわ。それはまさしく、人々がわたくしたちを模した像や絵画から天の父である主を感じるように」

「それはちょっと大げさな気がしますけど」

「彼女たちはまさに怠けの化身。その偶像たるにふさわしい存在ですわ。わたくし、彼女たちをとおして自分の中にある正当性を、より強固なものにすることができました」

「要するにもっと怠けたい、と言いたいわけですか」

「愚かなことを」

　そこで、ルルさんはふっと艶えん然ぜんと笑った。

「これまでどおり、正当な権利を行使する、ということですわ」

　どうあっても、本質をオブラートに包んだままにしたいらしい。それで何が変わるというわけでもないんだけど。

　しかしいまの言葉を聞く限り、ルルさんはまんまと怠たい惰だの悪魔たちの策略にはまっているというわけだ。天使って意外とちょろいんだな。

　そう思って舞台の方を見ると、手をワキワキと動かしながらマナににじり寄るユニ子さんがいた。

　当然というべきか、マナは逃げるようにしてシノさんの後ろに隠れ、進行が遅れ始める。

　すると奥から、以前マナから「支配人」と呼ばれていた女性が現れ、人だかりに向かってぺこぺこと頭を下げた。

　彼女は舞台のそでに向かって何やら指示をだし、黒いスーツにサングラスという、いかにもな格好の女性を何人か呼び、ユニ子さんを拘束させた。

「──ちょっと待ってほしいっす！　なんで、善良なファンである自分がこんな目にあうっすか!?　まだマナちゃんと握手してないっすよ！」

　大声で叫びながら、ユニ子さんは連行されていった。その際、舞台で拍手が起こっていたので、彼女がこのライブ中、周りからどのように思われていたかわかろうというものだろう。

「ユニ子は昔から、少し空気が読めないところがありますわ」

　ルルさんが、やれやれと溜ため息いきを吐つく。

「少しなんですかね」

「しかし、わたくしの良き友人なのです。どうぞこれからも、寛大な心で接してあげてくださいね」

　当然のように、俺の発言は無視される。正確には、都合の悪い俺の発言は無視される。これが天使的なあり方というやつだ。

「そう言えば、お二人はどういう経緯で仲良くなったんです？　性格的にも、あまり似たタイプではありませんよね」

　俺がそんな質問をすると、またルルさんはふっと笑った。

「彼女の初恋の人がわたくしのお母さまだったのですわ。最初は一ひと目め惚ぼれだったそうですが」

「……ええ」

　一瞬で、訊きいたことを後悔する。なんだ、その香ばしそうな話は。

「しかし、お母さまは当然、彼女の恋には応こたえられません。それをはっきりと言ってあげればよかったのですが、お母さまが優し過ぎたせいか、焦じらすような感じになってしまったようなのです」

「また天使の権利がどうとか言って、真意をオブラートに包んでいたんじゃないですかね」

「お母さまの曖昧な態度を見て、勝ち目ありと踏んでしまったユニ子は半ば暴走状態に陥っておりましたわ。しかしこれはいけないと思ったわたくしが、あの子に救いの手を差し伸べるためにこう言ったのです。『人のおかんに欲情するんじゃねえよ、このクソビッチのゴミ女。そもそも相手にされてねえことわかんねえのか、三回生まれ直してこい。まず虫、次に畜生、そのあとにせめてオトコな』──と」

「……え？」

「『人のおかんに欲情するんじゃねえよ、このクソビッチのゴミ女。そもそも相手にされてねえことわかんねえのか、三回生まれ直してこい。まず虫、次に畜生、そのあとにせめてオトコな』」

「き、聞き取れなかったわけではないんです。びっくりしてしまっただけで……本当にそう言ったんですか？」

「一言一句、違たがわず」

　そう言うと、ルルさんは悲しげに両手で顔を覆った。

「お母さまを救うため、そして相手にされていないユニ子を救うため、心を鬼にしてそんな言葉を使ったわたくしの心中を推し量ってくださいまし……」

「それにしたって、もうちょっとマイルドでもよかったんじゃないですかね」

「しかし、その甲か斐いあってユニ子は目を覚ましました。彼女はお母さまから相手にされていなかったと知り、年上の女性にトラウマを持つようになったのです。そうしていま、幼い女の子の尻ばかり追いかけているというわけですわ」

　ひどすぎる話だ。本当に訊きかなければよかった。

「しかしそれだけきつい言葉を投げかけられて、よくお二人の関係が崩壊しませんでしたね」

「人妻に言い寄っていたという、ユニ子の恥ずべき過去は消えません。わたくしは事あるごとにそれを持ちだし、彼女との関係が悪化しないようにしてきましたの」

「え、弱みを利用して、こきつかってきたということですか？」

「それは悪意ある見方というものですわ。わたくしはただ、彼女の贖しよく罪ざいになると信じていたからこそ……」

　そう言って、よよよと嘘うそ泣なきするルルさん。

　一服盛られた例の日、この人に弱みを握られなくて本当によかった、と心から思った。

　そうこうしながら、しばらく俺は舞台でファンサービスを続けるマナの姿を眺めていた。
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　マナのお勤めが終わり、俺と天使たちの一行は、シノさんと一緒にマナが裏口からでてくるのを出迎えた。

「……え、なんでこいつらがいるの」

　マナの第一声がそれだった。

「こいつらとはご挨拶ですわ。わたくしたちは、シノさまに招待を受けましたの。限りある体力を使ってあなたの家に招かれてあげるのですから、感謝こそされそのような顔をされる謂いわれはありません」

「はあ!?　シノ姉どういうこと!?」

「うふふ、驚いた？　みんなで遊んだ方が楽しいと思って」

　シノさんは悪気のない様子で、にっこりとマナに微ほほ笑えみかける。

「楽しいわけないじゃん！　私はシノ姉と二人っきりがいい！　今日シノ姉に甘えられると思って頑張ったんだよ！　こんなやつら帰らせて！」

「あ、心配しなくても、俺は帰るんで」

　さっと手を挙げてそう言う。俺には、持ち帰りの仕事が待っている。

　しかしシノさんは得意げな顔をして、チッチッと指を振った。

「ダメよ。今日はみんなでマナの家に行くの。これはもう決定事項だから」

「聞いてませんよ、そんなこと」

「聞いてないよ、そんなの！」

　俺とマナの意見が一致する。

「サプライズだから教えてるわけないじゃない。もう五人分の食材をマナの家に送ってるし、今日は腕を振るってみんなの料理を作るって決めてるのよ。パーティーしましょ」

「ああ、シノさまのお作りになる会心の料理が食べられるのですね……わたくし、すでにお腹なかが空いてきました」

「……ルルは食い意地が張ってるっすねえ……ふ、ふひ……」

　スカーフの奥でくぐもった笑いをもらすユニ子さんを見て、マナはさっと顔を青くした。

「お、お前だけは帰れえ！　他のやつはともかく、お前だけはくるな！」

「ひどいっす、マナちゃん！　自分、今日はめっちゃお金落としたっすよ！　グッズもいっぱい買ったし、ちょっとくらいサービスしてくれてもいいんじゃないっすか!?」

「キャバクラにはまったオッサンみたいなこと言うんだな、お前」

　なんでマナがキャバクラとか知ってるんだ。

　強く拒否されているにもかかわらず、ユニ子さんは相変わらず前にでる。空気が読めないというルルさんの表現も、やはりあながち間違っているわけではない。

「ほ、ほら、これ見てほしいっすよお。実は今日、マナちゃんにプレゼントがあるっすよお」

「プレゼント？」

　それを聞き、きょとんと目を丸くするマナ。

「自分、フィギュア作るの上う手まいっす。それはもう、お金貰もらえるレベルで！　『腐れユニコーン』っていう名義で活動してるから、興味あったらググってみてほしいっす……って、まあそれはそれとして、今日はマナちゃんのためにフィギュア作ってきたっす！」

「フィギュアってなに？」

　キャバクラは知ってるのにフィギュアは知らないのか。相変わらず知識が偏っている。

「人形っす。ま、ご神像とか仏像みたいなものっすかね」

「霊れい験げんあらたか？」

「霊れい験げんあらたかっす」

　しれっと嘘うそを吐つくと、ユニ子さんは懐ふところをごそごそとまさぐった。マナはそっぽを向きながらも、何がでてくるのか気になっているようだった。

「じゃーん！　８分の１シノさん！　塗装済み完全オリジナル品っす！」

　ユニ子さんの手に握られていたのは、金髪のツインテールをなびかせ、キャミソールとホットパンツに身を包んだ精巧な人形だった。いまのユニ子さんの言葉どおり、「シノさん」の特徴がよく表現されているのがわかる。

　それを見た途端、マナは目をキラキラと輝かせた。

「──うわ、すっげ！　シノ姉じゃん！」

「すごいっしょ？　これ、マナちゃんにあげるっすよ」

「──マジで!?」

「マジっす。もう型取りして、家に同じのが何体かあるんで」

「キモいぞお前！　それはともかく──マジで!?」

　マナはユニ子さんの手から８分の１シノさんを受け取ると、それを矯ためつ眇すがめつ眺めた。

「シノ姉みたいに柔らかくないな。これ、何でできてるの？」

「ＰＶＣとＡＢＳっす。要するに、ポリ塩化ビニルとアクリロニトリル・ブタジエン・スチレンっすね」

「なるほど、ダークマターか。それはそれは」

　ふわふわした会話を繰り広げながら、マナはフィギュアの胸とふとももを執しつ拗ように触っている。

　そんな二人の様子を流石さすがに見かねて、俺はシノさんに声をかけた。

「……ちょっとシノさん、いいんですか。勝手にフィギュアとか作られてますけど」

「んー？　別にいいんじゃない？　何だったら拓務ももらったら？」

「いりませんよ、あんなもの」

「いらない？　ま、まあ、あんたには本物の私がいるもんね……」

　シノさんはなぜか頬ほおを赤くした。

　すると、俺たちの様子を見て何か気に障さわることがあったのか、マナがむすっと頬ほおを膨らませた。彼女は乱暴な態度で、フィギュアをユニ子さんに突き返す。

「──やっぱりいらない！　私も本物のシノ姉がいればいいから！」

「ええ、そ、そんな！　マナちゃんのためにせっかく作ったのに……」

「悪魔は偶像崇拝とかしないんだ！」

「マナちゃんはアイドルじゃないっすか！　偶像の権ごん化げじゃないっすか！」

「崇拝されるのはいいけど、崇拝するのは違うんだぞ。だいたい、そんなフィギュアが私に何をしてくれるというんだ。おしゃべりもできないし、甘やかしてもくれない」

「おっぱいとかパンツとか見て興奮できるじゃないですか！　これ、キャストオフできる仕様なんで！」

「きっしょ」

　短く吐き捨てて、マナは冷たい目をユニ子さんに向ける。

「な、なんでっすか……自分はマナちゃんのフィギュアをハスって楽しんでるっす……マナちゃんにも、是非その楽しさをおすそわけしようと思ったのに……」

「シノ姉の代わりなんて、誰もできないんだ！　ね、シノ姉！」

　言うが早いか、マナは俺とシノさんの間にぐいっと割って入り、シノさんの腰に抱きつく。

「……じゃあ、シノさんをプレゼントしたらいいっすか……？　フィギュアじゃなくて、本物のシノさんを……」

　表情に影を落とし、ユニ子さんはブツブツと呟つぶやいた。フードとスカーフという格好も相まって、いまの彼女には妙な凄すごみがある。

　彼女はふらふらとシノさんに近づくと、また懐ふところから何かを取りだした。

　今度のものはずいぶんと小さい。

　それは飴あめ玉だまのように見えた。ちょうどいまここにいる人数分の個数がある。

「じ、自分、実はお菓子持ってきたっすよ～……天使界に伝わるめっちゃ美お味いしいお菓子なんで、是非みんなに食べてほしいっす～……」

「あらそうなの？　天使の食べ物って食べたことないわね。どんな味？」

　言いながら、シノはユニ子さんの手の平から飴あめ玉だまを一粒摘つまみあげた。

「……食べたらわかるっすよ～……それはもう筆舌に尽くしがたく、ほっぺたが落っこちる美お味いしさっすよ～……」

「私はいらないぞ。飴あめなら自分のがあるし」

　マナはそう言って自分のポケットから飴あめ玉だまを取りだすと、「んー」と言いながらそれをコロコロと口の中で転がした。

　それに感化されたのか、シノさんもユニ子さんにもらった飴あめ玉だまを口に放り込む。

　刹せつ那な、俺はぞくっと背筋に冷たい何かが走るのを感じた。

「……食べたっすね？」

　ギラリとユニ子さんの目が光る。

　俺はほとんど無意識のうちに、シノさんの背後に回り込んでいた。そして、さっと彼女の目を手で隠す。

「ちょっと、拓務！　どうしたの……？」

「シノさん、その飴あめ玉だま、甘辛くないですか……？　そんなに美お味いしいものでもないと思うんですけど……」

「……え？　ああ、そうね。確かに言われてみると、変な味がするわ」

　シノさんはコロコロと口の中でそれを転がす。

　疑惑が確信に変わり、俺は焦燥感でいっぱいになった。

「はあ、マナちゃん！　そんなにシノさんが欲しければ、シノさんをあげるっすよ！　自分にはこんなことができるっす！　こんなすごいプレゼントができるっすよ！」

　ユニ子さんは、高らかに叫んだ。
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　ユニ子こさんはスカーフの奥で「うへへ」と邪よこしまな笑みをもらし、目を輝かせている。

　いまシノさんが食べたのは、間違いなく〝クピドの矢〟と呼ばれる惚ほれ薬ぐすり──その丸がん薬やくだろう。見た相手の虜とりこになってしまうという、あの恐ろしい代しろ物ものである。

「さあ、シノさん！　マナちゃんを見るっす！　そしてマナちゃんの虜とりこになるっすよ！」

「ぜ、絶対に目を開けちゃいけませんよ！　いまシノさんが飲んだのは惚ほれ薬ぐすりというやつです！　どうやら、最初に見た相手のことを好きになってしまうようですから！」

　俺はシノさんの視界を守るために、必死になった。

「ほら、マナちゃんも自分に協力するっすよ！　自分はこんなことができるっす！　これから半日、シノさんを独り占めできるっすよおおおおお！」

「シノ姉を独り占め……!?」

「そうっす！　しかもただの独り占めじゃないっす！　マナちゃんのことを大好きになって、それ以外のことが考えられなくなるっすよ！」

　ユニ子さんは得意げに言う。

「……愚かな。あなたは自分のやっていることの歪ゆがみに気づかないのですか、ユニ子。わたくしはあなたの友人として恥ずかしいですわ」

　そのとき、ルルさんが溜ため息いき交じりに呟つぶやいた。

　天使が正論を言うのを意外に思いつつも、俺はその思いがけない援軍に喜んだ。

「そうですよ！　ルルさんの言うとおりです！」

「なぜシノさまに〝クピドの矢〟を刺し、マナの得点稼ぎのようなことをするのです？　もっと手っ取り早く、マナに与えてあなた自身に惚ほれさせればいいではありませんか」

「え」

「既成事実を作ってしまえば、あとは如い何か様ようにでもなるのですわ。恥を知りなさい」

　いや、恥を知るのはあんただ。

　喜んで損した。さっきの期待感に利子をつけて返してほしい。

　やるせない気持ちになっている俺を尻目に、ユニ子さんは衝撃を受けた様子で固まる。

「──た、確かに！　しかしそれはそれ、これはこれっす！　マナちゃんはお菓子を持参していたから、惚ほれ薬ぐすりを食べなかったかもしれないっす！　だから自分のやり方は、やっぱり間違ってないっす！」

「……ふふふ、いいえ。どの道あなたは、もっと大きな間違いをしているのですわ」

「何ぃ!?　どういうことっすか!?」

「それは、シノさまがマナを見初めて当然と思い込んでいること……この場には、シノさまの寵ちよう愛あいを手に入れたいと思う者が他にも存在するというのに！」

　刹せつ那な、ルルさんの背中に、光り輝く真っ白な翼が出現する。

「これぞ降って湧いたような僥ぎよう倖こう！　シノさまに見初められ、甘やかされるのはわたくしですわ！」

「げえ！　自分を裏切るっすか、ルル!?」

「それはそれ、これはこれですわ！　ああ、あなたとの美しい友情には、これまでもこれからも違いはないのです！」

　ルルさんの手に強烈な光が収束していったかと思うと、彼女はそれをダイナミックなフォームで投げ飛ばした。

　光の弾たまがものすごい速さでユニ子さんに迫り、次の瞬間、恐ろしい爆発音が響き渡る。

　人知を超えた力を目まの当あたりにして、俺は震え上がった。

　目の前では、もうもうと煙が舞い上がっている。風が吹き荒れ、煙が晴れたかと思うと、そこには両手を身体からだの前でクロスさせたユニ子さんの姿があった。

「──本気のようっすね、ルル！」

「当然！　手加減はいたしませんわ！」

「シノ姉は私のものだぞ！」

　マナがルルさんに突っ込み、強烈な頭突きをお見舞いした。吹き飛んで行ったルルさんはビルに激突しそうになったところで体勢を立て直し、空高く飛びあがる。

「ほう、二対一というわけですか！　しかし、正義とは常に孤高で気高いもの！」

「お前のどこが正義だ！　お前みたいな我がまま女のお世話をするなんて、シノ姉がかわいそうだろ！　私こそジャスティス！」

「うへへ、自分はマナちゃんの奴隷っす！」

　口々に勝手なことを喚わめき散らしながら、暴れだす三人。

　俺は恐怖を感じ、シノさんの手を引いて走った。

「こ、ここを離れましょう、シノさん！　あんな醜い争いに巻き込まれたら、生命がいくつあっても足りません！」

「ちょっと待って！　まだ状況がよくわからないんだけど……」

「詳しい説明はあとでしますから、ひとまずいまは走ってください！　あ、でも絶対に目を開けないでくださいね！」

「う、うん」

　シノさんはぎゅっと目を瞑つぶると、俺の手を強く握り返してくる。

　俺はビルの隙間に逃げ込み、背後に響く戦いの音から必死になって逃げた。

　どれくらい走っただろうか──騒ぎの音が聞こえなくなり、ようやく安心できる場所までやってきたことを実感してから、俺は足を止めて大きく息を吐いた。

「……ねえ、もう目を開けていい？」

「だ、ダメです！」

　俺が慌てて言うと、シノさんはクスクスと笑った。それから繋つないでいる手をそのままに、身体からだをぴったりとくっつけてくる。

「な、何を……」

「だって、私いま何も見えないもの。拓たく務むがエスコートしてくれなきゃ」

「……なんだかシノさん、楽しんでませんか？」

「とんでもないわ。何も見えないのって本当に怖いんだから」

　それもそうだ。確かにいまの質問は、少しデリカシーに欠けていたかもしれない。

　俺がそんなことを考えていると、シノさんはおもむろに俺の手を持ち上げ、背負うようにして自分の肩に回した。

　それでシノさんの肩を抱く格好になり、内心でドキリとしてしまう。

「ほら、こうやって守ってもらわないと。……ね？」
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　シノさんは俺の胸に手を当て、甘えるようにして寄り添ってくる。

　いま彼女が目を開いていなくてよかった──と、俺は心底思った。可か愛わいいらしいシノさんの仕草にあてられ、きっと情けない顔をしていたに違いないから……。

「と、とりあえず、布か何かで目隠しをしましょう。万が一にも、誰かを見ないように……」

「拓務は何か持ってる？」

「ハンカチくらいしかありませんね……でもこれでは短すぎるし」

「ライブの応援用に持ってきたタオルがあるはずだわ。私のカバンの中にあるから、取ってもらえる？」

　彼女の言うとおり、カバンの中にはタオルがあった。しかし、『怠なまけ坂ざか46』という文字がプリントされていたので、これを顔に巻きつけると若干痛い人に見えるような気がした。

「……背に腹は代えられませんね。ちょうど顔も隠れますから、しばらく我慢してください」

　シノさんの背後に回り、応援タオルで目隠しをする。

「それで、私がどうしてこんなことをしないといけないわけ？　さっき惚ほれ薬ぐすりがどうとか言ってたわよね」

「シノさんがユニ子さんからさっきもらった飴あめ玉だまは、純潔の天使のみが作れるという秘薬だったんです。〝クピドの矢〟って言って、一目見た人のことを好きになってしまう恐ろしい効果があるんですよ」

「なんで拓務がそんなことを知ってるのよ」

「え」

　シノさんからすれば、素直に疑問に思ったことを口にしただけだろう。しかし、よくよく考えるとそうだった。

　単なる一般人である俺が、そんな秘薬のことを知っているのは不自然ではないか。

　まさか自分が飲んだ体験です、とも言えず、俺はその場であたふたと狼ろう狽ばいしていた。

「そう言えば、さっき味も言ってたわよね。甘辛い変な味だって。ひょっとして、どこかで食べたことあるの？」

「い、いえ、それは……」

　困窮して口ごもる。それこそが、俺がユニ子さんと協力してまでひた隠しにしようとした弱みだったからだ。

「──食べたのよね？　だから、味を知ってたってことでしょ？」

　さっと雰囲気を急変させるシノさん。いままでのどこか甘えるような態度は鳴りを潜め、はっきりと怒りの感情が露あらわになっていた。

　彼女は容疑者を逃すまいと思ったのか、両腕でがっちりと俺の身体からだをホールドした。

「い、いつ食べたのよ！　そう言えばあんた、最近よくユニムルと一緒に帰ってくることが多かったわよね!?　そのときにあの子にもらったんでしょ！」

「ち、違いますよ……」

「それでユニムルを好きになったってわけ!?　ああ、そういうこと──だから今日も、マナのライブにあの子を誘ったんでしょ！　悪いことしたわね、私は今日邪魔だったかしら!?」

「ちょっと落ち着いてください、シノさん！　誤解があるんですよ！」

「あ、あんた、ルルフェルのときもそんなこと言ってたじゃない！　何度も何度も、絶対におかしい！　私なんて簡単に誤ご魔ま化かせると思ってるんでしょ!?　でも、そうは問屋が卸さないんだから！」

　シノさんはますますヒートアップしていく。

「わかりましたから！　ちゃんと説明しますから、話を聞いてください！」

「何よ、馬鹿にして！　あんたなんか、あんたなんか──」

　ほとんど羽交い絞めにされている状態では、できることも限られている。

　自分でも、どうしてそんなことをしようと思ったのかわからなかったが、気づいたとき、俺はシノさんの身体からだを強く抱きしめていた。

「……ふえ……？」

「お、俺がユニ子さんとかルルさんを好きになったりすると思いますか……？　どうせ好意を寄せるなら、もっと身近で自分を支えてくれる人にしますよ」

「それ、どういう……」

　シノさんの身体からだをゆっくり離すと、彼女が目隠しされたままほんのりと頬ほおを染めているのがわかった。

　それを見て、俺は慌てて言い繕った。

「せ、説明をさせてください。俺は不誠実だったかもしれませんが、全部、話を聞いていただければ潔白を証明できるはずですから……」

　そう言っても、しばらくシノさんは心ここにあらずといった様子だったので、俺は彼女が普通の状態に戻るまで辛抱強く待ち続けた。
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　シノさんが落ち着いてから、俺はまず惚ほれ薬ぐすりの持続性について説明した。

「……というわけで、そもそも、惚ほれ薬ぐすりというのは半日ほどしか効力がないという話です。ですから、仮に俺が薬でユニ子さんを好きになったとしても、とっくに効果はなくなっているんです」

「そ、そうなの……？」

「ええ。ちょっと説明が前後しますけど、要するにシノさんのいまの不自由な状態も、半日の我慢で終わるということです。他の誰も見ずに半日過ごせば、特に何に問題もなく平穏が返ってきますよ」

「……その半日間、拓務が私を守ってくれるってこと？」

「それは、その……もちろん」

　すると、またシノさんは頬ほおを染めてもじもじと身体からだを揺らす。

　目隠ししたままそんなことをする彼女がどうしようもなく無防備に感じて、俺は誰に弁明するというわけでもなく、さっと目を逸そらした。

「……それで、俺がその薬を飲んだときの話ですけど」

「う、うん……」

「確かに飲んだことは否定しません。ただ、そのときの俺はそんなものがこの世にあるなんて知らなかったですし、紅茶の中に溶かされていて防ぎようがなかったんです」

「誰かに飲まされたってこと？」

「ありていに言えばそうです。仕事帰りに話があると言われて、ルルさんの部屋に寄ったときに飲まされました」

　それから、俺は例の日のことを包み隠さず話した。紅茶を飲んでから、ルルさんがどうしようもなく魅力的に感じたこと。そして彼女から、惚ほれ薬ぐすりの説明を受けたこと……。

「でも、会社から緊急のヘルプがあったので、彼女とは何もありませんでした。俺にとって仕事以上に大切なことはありませんし、その知らせを聞いた途端、いても立っていられなくなって会社に戻ったんです」

「……そう言えば、一度帰ってきてから、すぐ会社に行くとか騒いでた日があったわね」

「ああ、そうです、その日ですよ！」

　きちんとシノさんに言って出て行ってよかった。

　いまほど過去の自分に感謝したことはない。

「俺がいま言ったことの証拠として、マナがルルさんの部屋を監視している映像の記録があると思います。それを見ていただければ、俺と彼女の間に何もなかったことが証明できるはずです。俺はその……確かにルルさんに魅了されていますが、間違いが起こらなかったということだけはご理解いただけると思います」

　弱みになると思っていたあの記録を、ここにきて逆の証拠として使おうとは我ながら情けない。ただ、他に方法も思いつかなかった。

「……じゃあ一時とはいえ、ルルフェルのことを好きになったの？」

　そのとき、シノさんが静かにそう言った。

「好きにはなりましたけど、それはそれで正しいことといいますか……いえ、別にこれは誰に言い訳してるわけでもないんですけど……」

「どういうこと？」

「もともと好きな人を見ても、惚れ薬は効果がないそうです。ですから、俺が惚ほれ薬ぐすりによってルルさんに夢中になったということは、つまり普段は彼女のことを何とも思っていないということでしょう」

「な、なるほど！」

　俺の言葉を聞いて、なぜかパッと顔を輝かせるシノさん。目隠しをしているわりに、感情がわかりやすくて助かる。

　とにもかくにも、俺は彼女の機嫌が底を脱したと思い、ほっと安あん堵どの息を吐いた。

「とにかくですね、いまはシノさんの身が危ないってことなんですよ。俺があの日の危機を乗り越えられたのは、仕事という絶対的な柱があったからです。要するに、仕事に対する信仰心が俺を守ってくれたんですよ」

「急に変なこと言いだすのやめてくれる？」

「失礼ながらシノさんは、ご自分のやっていることが仕事であるにもかかわらず、決して仕事と認めません。そんな中ちゆう途と半はん端ぱな態度では、俺のように仕事の加護を得られないと思います」

「仕事の加護って何よ」

　不服そうに唇を尖とがらせるシノさん。

　俺はシノゴノ言わさず、彼女の肩を抱いた。

「きゃっ……」

「ですから、シノさんはいまから半日の間、誰も見ない方がいいと思います。あの三人の誰かの虜とりこになっているシノさんなんて、俺は見たくありませんから。一緒に逃げましょう」

「え……う、うん……」

　シノさんがまた身体からだを寄せてきて、血圧が上がるのを感じた。意外と、この半日の逃避行も悪いものではないかもしれない……などと思いながら、俺が一歩を踏みだしたときだった。

「──おお、まさかご無事だとは。これは僥ぎよう倖こう。シノさまの貞操はすでに奪われているものかと思っておりましたが」

　頭上より、威厳に満ちた声が響いた。

　ぎょっとして見上げると、街灯の上に翼を広げて立つルルさんの姿があった。

「しかし、なんと浅ましい方でしょう。拓務さま、わたくしはあなたさまに幻滅いたしましたわ。他の者に争わせておいて、自分だけいい目を見ようとするとは」

「──お前のやっていることは『呂りよ布ふの利り』ってやつだぞ、タクム」

　その言葉とともに、今度は背後の暗がりからマナが現れる。

「──それを言うなら『漁夫の利』っすよ、マナちゃん。別にお兄さんはそんな無双してないっしょ」

　そして最後に前方の空間がぐにゃりと歪ゆがみ、奥からユニ子さんが現れた。

　突如出現した三人に逃げ場を塞がれ、俺は焦燥とともにシノさんの手を強く握り締めた。

　完全にまけたものと思ったが、こんなにも早く見つかってしまうとは。やはり、天使や悪魔の力は人間の想像を遥はるかに上回るということか。

「ここは一時休戦といきましょう。まずは拓務さまの対処をしてからでなければ、安心して戦うこともできませんわ」

　ルルさんの言葉に、マナとユニ子さんが頷うなずく。

「わかったぞ。あいつもどうせ、シノ姉の心を手に入れたら、すぐにいやらしい甘やかしを受けようと思ってるに違いなんだ。危険は即時粉砕。それが私のやり方だ」

「いや、そんなこと考えてるわけないでしょう！」

「嘘うそを吐くな！　考えないやつがいるわけない！」

　マナは勝手な考えを押しつけようとしてくる。多分、自分がしてもらいたい甘やかしを、俺も受けたがっていると思い込んでいるに違いない。

「うへへ、自分はマナちゃんの奴隷っす！」

　この際、もうこの人は無視していい。

　俺はルルさんとマナの顔を交互に見比べながら、慎重に口を開いた。

「……俺は平和的な解決方法を望んでいます。二人とも、どうか自分勝手な考えはやめて、シノさんのことを考えてあげてください。俺は惚ほれ薬の効果が切れる半日の間、シノさん不可侵条約を結ぶことを提案します」

「そうやってまた我々の目を盗み、今度こそシノさまを独占しようと考えているのでしょう。その手には乗りませんわ」

「『目を盗む』っていう表現面白いな。シノ姉の目だったらトーイソクミョー感ある」

「マナちゃん、いまはそんなことで感心してないでいいっす」

「し、シノさんも何か言ってやってください……ルルさんもマナも、完全に欲望で我を忘れてますよ。俺みたいな普通の人間じゃ、あの二人を退しりぞけるなんて無理です……」

　俺はどうにも事態を収拾できる気がせず、シノさんにひそひそと囁ささやいた。

「こうなったら、脅したらどうかしら……？」

「脅す？」

「つ、つまりね？　それ以上近寄ったら、私の目隠しを取って、私を自分のものにするぞって言うのよ。そうすれば、あの二人は近づけないと思うの……」

「いや、それは……」

「も、もちろん、私だって不本意なんだからね!?　でもいまは、そういう方法しかない気がするし！」

　あたふたしながら、誤ご魔ま化かすように言うシノさん。

「俺がそんな馬鹿げたことを口走っても、シノさんは引きませんか」

「引くわけないじゃない。むしろあり寄りのありよ」

「あり？」

「な、なんでもないわよ！　いいからやって、ほら！」

　シノさんがますます身体からだを押しつけてきて、俺は何だかふわふわした浮遊感に心を支配されて叫んだ。

「──三人とも！　それ以上近づいたら、シノさんの目隠しを取りますよ！　いまシノさんの心を手に入れるのに一番近いのは俺なんですからね！」

　そしてシノさんの顔に巻かれた応援タオルに手をやる。

　案の定というか、三人は一瞬にして気け色しきばんだ。

「な、何と卑ひ怯きような！　あなたはそれでも人間ですか！」

「恥を知れ、恥を！」

「お兄さん、ドン引きっす……」

　わりと各方面から非ひ難なん轟ごう々ごうだった。

　しかし、俺はもう止まれなかった。

「う、うるさい！　もとはと言えば、全部あなた方が悪いでしょう！　シノさんは本来、俺を甘やかしにきているんですよ！　つまり、もともとシノさんは俺が独占してしかるべきなんです！　普段は、その甘やか資源をあなた方に貸し与えているだけ！　その立場を理解してください！」

「本性を現しましたわね！　盗ぬす人つと猛たけ々だけしい！」

「それはこっちの台詞せりふでしょう！　シノさんは俺を甘やかすついでに、あなたを甘やかしているだけです！　もし俺が怠たい惰だな人間だったら、シノさんはあなたを甘やかす暇なんてありませんから！」

「勤労の天使に見初められておきながら、怠たい惰だな人間だったらなどという仮定が成り立ちますか！　あなたはどうしようもない働き者です！」

「ありがとうございます！」

　なんか変な感じになった。俺は何を主張したかったのか。

　あれ、と俺が混乱している間に、マナが躊ちゆう躇ちよなく突っ込んでくる。

「──わはは！　隙を見せたな、わはは！」

「──!?　と、止まってください！　本当にシノさんの目隠しを取りますよ！」

「うるさい！　交渉とか面倒くさい！」

　流石さすがは、我慢という言葉を知らない怠たい惰だの悪魔。

　しかし彼女の強引な方法は、俺の急所を突いていた。

　俺の方からすれば、いまの弁はただの見せかけであって、シノさんをどうこうしてやろうなどとはまったく考えてなかったからだ。

「……こうなったら仕方ないわ」

　そのとき覚悟を決めたとばかりに、シノさんが呟つぶやく。

「……仕方ない？」

「このままじゃ、私は他の誰かを見ることになっちゃうわ。そうなるくらいだったら、拓務で我慢してあげるって言ってるの」

「え、俺？」

「……さ、さっき、あの三人の誰かの虜とりこになっている私なんて見たくないって、拓務は言ってたじゃない……」

「そ、それはどうですけど……シノさんはいいんですか？」

「……シノゴノ言ってる暇はないの！」

　シノさんはタオルを自分でほどき、ゆっくりと目を開いた。

　彼女の綺き麗れいな青い瞳が露あらわになり、その視線がすっと俺の方を向く。

　至近距離でシノさんにじっと見つめられ、俺はゴクリと生なま唾つばを飲み込んだ。
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「おお、シノさま……なんということを……」

　ふわりと翼を広げて地面に降りてくると、ルルさんはそう呻うめいてよろめいた。

「ああ、一足遅かった！　一手遅かった！」

「あちゃー、これは……」

　マナとユニ子さんも、無念さを露あらわにする。

　しかし、いまの俺はそんな周りのことなど、気にかけている余裕がなかった。

　ほんの目の前には、真剣なまなざしで俺を見つめているシノさんがいる。

　彼女の青い瞳に、どこか気まずそうに固まる俺が映っていた。

　二人でじっと見つめ合ったまま、いったいどれくらいの時間が過ぎただろうか……？

「あ、あの……そろそろ薬効いてきました……？」

　いつまでもそうしているわけにいかず、俺は彼女に訊たずねた。

「……うーん？」

「どんな感じですか？　ヤバそうですか？」

　俺のときは、ルルさんを見ているとどうしようもなく胸の奥が熱くなって、意味もなくそわそわしてしまったものだった。

　あのときのことを思いだすと、本当に恐ろしい。そしてそれがいま、シノさんの身に起こっているのである。

　──しかし。




「どうもないけど？」




　と、シノさんが言って、俺は肩透かしを食ったような気になった。

「……へ？」

「本当にさっきのって惚ほれ薬ぐすりなの？　全然いつもと変わらないけど」

　その言葉で、俺たちは自然と、薬の生成者であるユニ子さんの方に目を向けていた。

「な、何すか？　自分になんか文句あるっすか……」

「いや、だから訊きいてるんですよ。さっきユニ子さんがシノさんに飲ませたあの飴あめ玉だまみたいなやつって、本当に惚ほれ薬ぐすりだったんですか」

「間違いないっすよ。自分の薬は完璧っすから。普段は見知らぬイケメン同士をくっつけて遊んでるっす。くっつけられなかったことなんてないっす」

　いや、何をしてるんだよ。そんなのもうテロみたいなものじゃないか。

　しかし、それではどうしてシノさんに効果が現れないのか。

　俺がそんなことを考えて、首を捻ひねっているときだった。

「ま、まさか、シノさまは……シノさまは拓務さまのことがお好きなのでは……？」

　絶望とはこう表現するのだと言わんばかりの様子で、ルルさんが呟つぶやいた。

「え、な、何を言ってるのよ急に！」

「だってそうでしょう！　惚ほれ薬ぐすりというものは、すでに好きになっている相手には効かないものなのですわ！　いまシノさまに何の効果がないということこそ、シノさまが拓務さまにぞっこんということの何よりの証拠では!?」

「そ、そう言えばさっき拓務もそんなことを言ってたような……？」

　しどろもどろになりながら、顔を真っ赤にするシノさん。

　彼女は涙目になりながら、そこにいるルルさん、マナ、ユニ子さんの顔を順に見つめてから、最後に俺の方を見つめた。




　──そして、急に胸を押さえて苦しみだした。




「うっ──!!」

「だ、大丈夫かシノ姉!?」

　心配そうに駆け寄るマナを、シノさんはすっと手で制した。

「だ、大丈夫よ！　いま薬が効いてきたようだわ！　私はいま拓務のことが──拓務のことが──その──つまり……」

　後半に行くにつれて、ごにょごにょと口ごもるシノさん。

「タクムのことがどうしたんだ!?　いったいどうしたっていうんだシノ姉!?」

「いや、だから……その……やっと薬が効いてきて……ね？　わかるでしょ？」

「薬が効いてきてどうしたんだ!?　タクムのことがどうしたっていうんだ!?」

「さ、察しなさいよ！　好き──になったの！」

　湯気でも出そうな勢いで顔を真っ赤にすると、シノさんは叫んだ。

「はい！　惚ほれ薬ぐすりで好きになったから、私は普段、拓務のことなんて好きじゃありませーん！　わかった!?　これでいいでしょ!?」

「何てことだああ！　シノ姉が惚ほれ薬ぐすりでタクムのことを好きになってしまったあああ！　うわああああ！」

　マナはこの世の終わりとばかりに叫びながら、地面をゴロゴロと転がる。

「マナちゃん、落ち着くっすよ。服が汚れるっす」

　そう言うユニ子さんはドヤ顔だった。

「何でお前はそんなに落ち着いてられるんだあああ！　この人でなしいいいい！」

「人でなしって、自分はもともと人じゃないっすからね」

「そんなことはどうでもいいんだ、バカモン！」

「いやあ、でも、やっぱり自分の薬は完璧だったっすね？　きちんと効果があったわけっすから、証明できたっすよね？」

　ユニ子さんは、スカーフの奥でふんと鼻を鳴らす。どうやらその天使が自分のことしか考えていないらしいと理解すると、マナはまた地面を拳で叩たたきながら嘆いた。

「果てしなくどうでもいい！　私の半日シノ姉権があああああ！　うわあああああああ！」

「可哀かわい想そうなマナちゃん。さあ、自分の胸でお泣きっす……」

「もとはといえば全部お前のせいだろうがああああ！」

　両手を広げるユニ子さんの胸に、マナが強烈な頭突きをお見舞いした。

「ぐ、ぐふう！」

　二人はそのまま吹き飛んで行き、

「シノ姉の仇かたきだあああぁぁぁぁぁ……！」

「痛いのも好きいいいぃぃぃぃぃ……！」

　という声だけが、残響として残された。

　その場にぽつんと取り残された俺たちの中で、次に動いたのはルルさんだった。

　彼女は背中から生えた翼を消すと、悠然と微ほほ笑えみを浮かべた。

「……それでは、わたくしも失礼するといたしますわ」

「え、いや、ちょっと待ってください」

　いまのシノさんと二人きりになるのはまずいと思っていた俺は、慌ててルルさんを呼び止めた。

　あの薬の恐ろしさは身をもって体験している。好きになった人のことしか考えられなくなるわけだが、あそこに他の人がいればまだ自制心を保てたかもしれない……。

「いまルルさんにどこか行かれるのはマズいと思うんです……シノさんの身を守るためにも、是非……」

「シノさまはいま、あなたさましか目に入らないのでしょう？　ならば、そんなところにいても仕方ありませんわ。わたくしが寵ちよう愛あいを受けられるのならばともかく」

　ルルさんはやる気を失った様子で、大きく欠伸あくびをする。

「し、しかし、シノさんは自分をコントロールできないかもしれません！　こういうときこそ、助け合いが必要なのでは……」

「別に、自分をコントロールする必要などないのではありませんこと？　薬の効き目が切れる間だけなのですから、シノさまのやりたいことをやればいいではありませんか」

「いや、その間に間違いが起こる可能性だってあるわけで……」

「別にわたくしは、シノさまに甘やかしていただけるのであれば、シノさまが男を知っていようといまいとどうでもいいのです。これまでもわたくしは、実家でお母さまにずっとお世話をしてもらっていましたが、お母さまはわたくしを産んだ時点で処女ではありません」

「俺はそういう話をしているんじゃなくてですね」

「ではいったい何の話がしたいのです。色々と理屈をつけて、あなたさまはただ自慢がしたいのでしょう」

　ルルさんがイライラした様子でよくわからないことを言ったので、俺は眉をひそめた。

「自慢？　何を自慢するというんですか」

「シノさまの寵ちよう愛あいを手に入れてやったと。それを見せびらかす相手が欲しいがゆえに、わたくしにそばにいろと言うのでしょう。そうは問屋が卸おろしませんわ」

「えぇ……そういう考え方しますかね、いま……」

「ふんっ、惚ほれ薬ぐすりが効いたということは、シノさまは普段、あなたさまのことなど何とも思っていないのです。そのことをしっかりと胸に刻んで、精せい々ぜいこの限られた時間を過ごせばいいでしょう」

　ツンと言い放つと、ルルさんは踵きびすを返かえす。

　俺はやるせなくなり、それ以上彼女を引き留めることができなかった。
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　嵐のような三人がいなくなったあと、俺は気まずさを覚えながら、隣で真っ赤になっているシノさんに声をかけた。

「あ、あの、シノさん」

「な、なに……？」

　裏返った声を返すシノさん。

　彼女が正常でないことは一目で見て取れる。やりづらさを感じながらも、俺は彼女を守るために必死になった。

「お、落ち着いてくださいね。一時的な気の迷いに身を任せてはいけません。苦しいでしょうが、いまは我慢することですよ」

「我慢ってどういうこと……？」

「こう、ムラムラしてくるでしょう」

「ムラムラ……？　そ、そうね！　ムラムラしてくるわ！」

「仕事のことを考えてください。俺はそうやって助かったんです」

「そんなおぞましいこと考えたくないんだけど」

「我がままを言ってもダメですよ！　シノさんのためなんですから！」

　俺が語気を強めて迫ると、シノさんはますます顔を赤くする。

　いけない、これではいたずらに彼女を刺激してしまうだけだ。

「と、とにかく、いまは俺たちも別れて行動しましょう。一緒にいるのは危険ですからね」

「私のためを思うんだったら、これから薬が抜けるまでの間、私のそばにいて。その……す、好きになっちゃってるわけだから。もちろん薬のせいだけど……」

　面と向かってシノさんに「好き」と言われて、俺はドキリと胸の奥が飛び跳ねるのを感じた。

　俺が戸惑っている間に、シノさんはおずおずと俺の腕に自分の腕を絡からませてくる。

「……う」

「……薬のせいだからね？　いつもの私は、こんなことしないんだから……」

「よ、よくない傾向ですよ、これは……あまり密着しない方が……」

「……ダメ。こうしたいの」

　シノさんは消え入りそうな声で言って、ぎゅっと腕に力を込める。

　柔らかい感触が伝わってきて、頭がどうにかなりそうになった。

　ふいに、隣にいる女性を抱き締めたくなる衝動に駆られてしまう。

　これでは俺が惚ほれ薬ぐすりでも飲まされたかのようではないか。

　熱っぽい頭を必死に巡らせて、せめて大通りにでなくては、と思った。

　周りに人がいる状態にすれば、きっと何とかなる。とにかく二人っきりはまずい。

「……シノさん、とりあえずどこかに行きましょうか。こんなところで油を売っていても仕方ないですし」

「……うん」

　時刻はもう夕方で、日が傾き始めている。

　しかし、二人っきりになるので家に帰るのはよくない。

　どうすればいいのだろう？　考えれば考えるほど、不安がむくむくと膨れ上がってくる。

「そ、そうだ、シノさん。こないだ行ったあのお店に行きませんか？　シノさんがお気に入りの様子だった指輪の売っていたブティック」

　俺がふと思いついたことを口にすると、シノさんはちらりとこちらを一いち瞥べつして口を開く。

「……いまから？」

「ええ、いまから。あれを是非、シノさんにプレゼントしたいなと思って」

　少しでも俺から気を逸そらす作戦である。

　これまでシノさんが気を払うものと言えば、大抵自分が甘やかすことのできるダメ悪魔であったり、ダメ天使であったりした。そんな中にあって、あの指輪は、シノさんが唯一かたちある物として興味を示した代しろ物ものなのだ。

「……いらないって言ったじゃない」

「でも、ずっと眺めていたじゃないですか。あんなシノさん初めて見ましたし、俺だってそこまで鈍くありませんよ」

「……鈍感。ばか」

　シノさんは何かごにょごにょと呟つぶやいて、俺をジトッとした目で睨にらんでくる。

「え？」

「あの指輪が欲しかったわけじゃなくて……ああ、もう」

　それだけ言って、彼女は大きな溜ため息いきを吐ついた。

「まあ、いいじゃないですか。俺が差しあげたいだけですよ。かさばるものでもないですし、本当にいらないと思ったら捨ててくれたらいいですから」

「……いいわよ、貰もらってあげる。いまの私はいつもの私じゃないから……」

　それから俺は、シノさんと一緒に駅へと向かった。

　なるべく時間を使おうと思って、ゆっくり歩く。

　しかし、すれ違う人々がシノさんを見ているのに気がついて、どうにも身体からだを小さくしてしまった。

　とにかくシノさんは目立つ。

　綺き麗れいな金髪と澄んだ青い目も珍しいし、整った顔立ちとずば抜けたプロポーションも、なかなか普通の生活では見られるものではないだろう。

　そんな魅力的な女性の横を歩いているのが自分だと思うと、自然といたたまれない気持ちになってしまう。

「……ねえ、拓務」

　そのとき、シノさんがぽつりと呟つぶやいた。

　相変わらず顔を赤くしながらも、彼女の表情はどこか覚悟に満ちているように見えた。

「何です？」

「いま私は……その……惚ほれ薬ぐすりのせいであんたのことを好きになってるわけじゃない？」

「ええ、とても強力な薬ですからね。それは仕方のないことです」

「いつもなら恥ずかしくて頼めないようなことも、いまなら何でも聞いてあげられるわ。何かないの？」

「後々のことを考えると、そんなことできませんよ」

「この機会に既成事実を作っておけば、私が正気に戻っても、それで脅すことだってできるわけでしょ？」

　ルルさんみたいなことを言う。やはりいまのシノさんは正常ではないらしい。

「アイデアはありますけどね。いまふと思ったとかじゃなくて、ちょっと前から思ってることですけど」

「どんなアイデア？」

「シノさんに、怠たい惰だの悪魔をやめてもらうってアイデアです」

「はあ？」

　シノさんは目を丸くした。

　いや、無理はないと思う。俺とて、本気でこんなことを考えているわけではない。

「冗談ですから、あくまでも話半分に聞いてくださいね」

「……うん」

　シノさんが頷うなずくのを見て、俺はこんな突飛なアイデアを思いついた経緯から説明することにした。

「実は俺の会社、いま結構危ないらしいんですよ。引き抜きとかでどんどん人材が流出して、個々の待遇が悪くなって、それでまた人が流出するっていう負のサイクルが出来上がってるらしくて」

「拓務も辞やめればいいのに」

　シノさんが拗すねるように言う様子が可か愛わいらしくて、つい笑ってしまう。

「会社がなくなったら俺も働けなくなるんだなあって、そのとき初めて考えました。いままで仕事をしてない自分なんて想像できなかったんですけど、それで実感できたというか。シノさんに仕事を辞やめろ辞やめろって言われても、それまではただ聞き流してるだけだったわけで」

「……何が言いたいのよ」

「そういう背景もあって、同僚から転職について考えろって言われたんです。転職──俺が注目したのはここですよ」

　怪け訝げんそうにしているシノさんを前にして、俺は自信満々に口を開いた。

「この間、シノさんも『広義には怠たい惰だ会社に勤める社員』だって話をしたじゃないですか」

「……ああ、なんか嫌な予感してきた」

「シノさんは、いまやっていることと違うことができないものなんですかね？　誰かを怠たい惰だにしようとする仕事も、俺は立派だと思いますよ。でもシノさんなら、他のことだってできるのでは」

「却下」

「他ならぬ俺がお願いしてもダメですか？　ほら、いまのシノさんは……」

　惚ほれ薬ぐすりの効果を利用し、ずるいことを言う。

　しかしシノさんは、俺をジロリと睨にらみ返すだけだった。

「私が怠惰の悪魔をやめたら、拓務のそばにもいられなくなるじゃない。好き……だからそばにいたいのに、そんなことをしたら本末転倒でしょ？」

「だから主婦業に転職したらいいじゃないですか。それだったら、いまの関係も崩れないと思いませんか」

「しゅ、主婦業……？　それって……」

　途端にシノさんは、おろおろと慌てふためく。

　主婦業というと語弊があるか。家政婦さんとかの仕事は、何と言えばいいのか。

　俺が適切な言葉を探している間に、シノさんは口を開いた。

「つ、つまり拓務が私にプレゼントしたいっていう指輪は、そういう意味で受け取ってほしいってこと……？」

　それでようやく彼女が慌てている理由がわかり、俺も一緒になってあたふたした。

「ち、違いますよ！　主婦業っていっても、そういう仕事を指して言っているだけであって……それにいまの話は、あくまでもアイデアって言ってるじゃないですか！　冗談に決まってるでしょう！」

「そ、そうよね！　私が怠たい惰だの悪魔をやめるわけなんかないし！」

「あくまでも、単なるプレゼントです……本当に他意はなくて」

　必死に言い繕っている自分に、むなしくなる。

　シノさんが惚ほれ薬ぐすりで俺のことを好きになった以上、本来の彼女は俺のことなど何とも思っていないわけで……。

「……でも拓務が本気で私にお願いするなら、考えてあげなくもないけどね……？」

　そのとき、シノさんがおずおずと上目づかいでこちらを見上げ、そう言った。

「半日後のシノさんは、そんなこと言わないと思いますよ」

「だから、いまのうちになんとかしたらって言ってるんじゃない。いまなら、私を好きにできるんだし」

　シノさんは唇を尖とがらせ、糾弾するように言う。

　火ほ照てった頬ほおが、彼女をいつもよりも可か愛わいらしくしている気がした。

　そうして議論は堂々巡りになったが、俺はそれ以後、決してシノさんに転職を促すようなことはしなかった。




　　　　　５




　目当てのブティックにつくと、俺はそばにいる女性の店員さんを呼んでガラスケースから指輪をだしてもらった。

　改めてデザインを見ると、ちょっと質素な気がしたけれども、シンプルな方がいい場合もあるだろう。とかく、俺はこういうものにセンスがない。

「これ、試着とかしてもいいものなんですか」

「はい、どうぞ」

　店員さんは、にっこり笑って言うと、同じ型にしか見えないやつをもう一つケースからだした。見た目にはそっくりだったので、不思議に思って訊たずねる。

「これ、二つはどう違うんです？」

「いえ、同じものですよ。彼氏さんはこちらをどうぞ」

「はい？」

「ペアリングですよね」

　いや、違いますけど。

　とはいえ、ようやくこの店員さんの意図が飲み込める。

　ペアリングか。

　なるほど、いまの俺たちを見たら恋人同士のように見えるのだろう。

　シノさんはこの店に入るまでも、入ってからも、ずっと俺の腕に自分の腕を絡からめているわけで……。

「今日は彼女へのプレゼントができればいいと思いまして。俺の分は必要ありません」

「何言ってるのよ、一緒にきてるのに」

　そのとき、シノさんが甘えるようにそんなことを言った。

「いやいや──」

　と、言葉を発しようとしたところで、シノさんの手に口をふさがれる。

「それじゃ早速、試着させてもらいますね！」

「ええ、どうぞどうぞ」

　営業スマイルというやつだろう、店員さんは接客業に長たけた様子の笑顔を崩さない。

　シノさんも調子を合わせようというのか、にっこりと笑顔を浮かべる。

「彼、こういうの恥ずかしがるタイプなんです。今日も無理やり引っ張って連れてきたんですよ」

「なるほど。男性はそういう方多いですよねえ」

「……いや、どういうつもりです？」

　俺は、シノさんの耳元にひそひそと囁ささやいた。話が違う気がしたからだ。

「こういうのは、カップルでお揃そろいのやつを買うものなの……！」

「え、では出費が倍……？」

「拓務のやつは私が買うから」

　さらりと言って、シノさんは指輪に手を伸ばした。しかし、いざ指に嵌はめようというところで何やら躊ちゆう躇ちよを見せた。

「く、薬指でいい……？」

「それはシノさんが決めることでしょう。単なるおしゃれ指輪ですからね」

「拓務が嵌はめて」

　シノさんは指輪を俺に押しつけ、左手を差しだした。器用に薬指だけが高い位置にある。

　それから彼女は逆の手でスマホを取りだし、ちょこちょこっと操作したあと、店員さんに手渡した。

「いまムービーモードになってるんで、撮ってもらってもいいですか？　こういうの初めてだから、記念にしたくて」

「ええ、いいですよ」

　店員さんはにっこり笑ってスマホを受け取る。

　こういうところは、シノさんも普通の女性と変わらないらしい。いわゆる、なんとか映ばえというやつだろう。

「……恥ずかしいからやめましょうよ。お店の方にもご迷惑をおかけしますし」

「でも、記念だし」

「ええ、記念ですから」

　なぜかすでに意気投合している二人。

　知り合いというわけではないはずなので、女性としての共通理解があるのだろうか。そう言えば、やたらと記念日を重要視する女性がいるらしい、という噂うわさは聞いたことがある。

　しかし、これはどう理解すればいいのだろう？　婚約指輪というわけでもないし、初プレゼント記念日？　そんな記念日必要だろうか？

　とはいえ、いまのシノさんは惚ほれ薬ぐすりでおかしくなっているから、と自分を納得させ、彼女の我がままにも目を瞑つぶることにした。

　しかし指輪を光にかざし、矯ためつ眇すがめつ見ていると、何やらものすごく緊張している自分がいることに気がついた。

　店員さんの視線もあってか、身体からだ中じゆうから変な汗が吹きだしてくる。

　これって、ルルさんやシノさんが言っていた「既成事実」にはならないよね……？

　そうとも、これは双方が納得の上でプレゼントを渡し、受け取るだけの行為だ。

「……それじゃ失礼します」
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　顔に血が上ってくるのを感じながら、俺はシノさんの左手の薬指に指輪を嵌はめた。

　シンプルなリングが彼女の指できらりと光を反射し、俺はまたドキリとする。

「……綺き麗れい」

　シノさんは、うっとりと指輪を眺めながら呟つぶやいた。

「サイズ的には大丈夫そうですか？　なら、それを買って早くでましょう」

「う～ん、これも可か愛わいいけど、他のやつも見てみたいわ」

「そんな！　話が違いますよ、その指輪を気に入ったって話でしたよね……？」

　居づらさから早く店をでたいと思っていた俺は、シノさんの心変わりに戸惑った。

「だって、もっといいのがあるかもしれないし」

「どれも同じですよ」

　と、咄とつ嗟さに言いそうになったが、流石さすがに自重する。

　商品を軽んじることは、それを売っている人を軽んじることになり、つまりはその仕事を軽んじることになると思ったからだ。

「でも、拓務がどうしてもこれがいいって言うんだったら、私はこれでいいわ」

　そのときシノさんが探るようにそう言って、俺は思わず眉まゆをしかめた。

「むっ、何よその顔」

「だって今日はシノさんへのプレゼントを買いにきたんですよ……？」

「拓務も同じのをつけるのよ。私は自分の好みよりも、相手の好みを尊重したいし」

「買うつもりもなかったのに、好みとかあるわけないでしょう」

「まだそんなこと言ってるの？　ねえ、お姉さん。彼ひどいと思いませんか？」

「ひどいと思います」

　シノさんに促され、コクリと頷うなずく店員さん。

　ここに味方はいないのか。

　それから俺は、シノさんに引きずられるようにして、そのブティックにある指輪をほとんどすべて見定める羽目になった。

　多分、二時間か三時間くらいいたと思う。最後の方、俺はへろへろになっていて、結局シノさんが一番初めのシンプルなやつがいいと結論をだしたときには、冗談抜きに眩暈めまいを覚え始めていた。

　しかし指輪を買ってブティックをでてから、シノさんがずいぶんと上機嫌でいるのを見て、あれくらいの苦労は経験する価値があったかもしれない、と思い直した。

「……ありがと、拓務。大切にするから」

　シノさんはそう言って、また腕を組んでくる。

「喜んでいただいて俺も嬉うれしいです」

「拓務もちゃんとつけるのよ？」

「いや、会社で何を言われるかわかりませんから……」

「そしたら、ネックレスにしたらいいわ。チェーンに指輪を通すの。それなら目立たないしいいでしょ？」

「なるほど、首輪ですか」

「──言い方ぁ！」

　シノさんは叫んでから、また表情を緩めてくすくす笑う。

「もらった指輪を見るたびに、きっといまの気持ちを思いだすと思うわ。惚ほれ薬ぐすりの一時的な効果じゃなくって、これからもずっと私が拓務のことを好きだったらどうする？」

「そんなことにはならないと思いますよ」

「だったらね……？」

　シノさんは頬ほおを染めて、上目づかいでこちらを見つめてくる。

「……いまの気持ちが変わらなかったら、半日経たってもずっと指輪を外さないから。それで、私の気持ちがわかるでしょ……？」

「そ、そう言えばもう遅くなっちゃいましたね！　たまには、どこかで外食しましょうか！」

「誤ご魔ま化かさないで！　拓務はどっちがいいの？　私に好かれているままの方がいい？　それとも……」

「こういう議論は、薬の効果が切れてからにしましょう！　不毛ですから……」

　シノさんは不満そうだったが、すぐににっこり笑って、ますます身体からだを押しつけてくる。

　歩きづらいことこの上なかったが、自然と心が高揚していて気にならなかった。

　シノさんが俺のことをずっと好きでいてくれたら、俺もずっとこんな浮ついた気持ちのままでいられるのかもしれない──最初は厄介なものとしか思っていなかったくせに、いまではそんな風に惚ほれ薬ぐすりの効果をありがたがっている自分がいて……俺は内心でバツの悪い思いをするのだった。
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　その後、シノさんが家に帰ろうと言いだし、俺はひとしきり迷った末に了承した。

　というのも、そのときの彼女は、あまり惚ほれ薬ぐすりに支配され切っているという感じがしなかったからだ。

　俺への好感はもちろん強引に捏ねつ造ぞうされているのだろうが、あの時の俺のように、意中の相手しか見えなくなっているという風でもない。

　やはり悪魔は人間よりも強い生き物であるからして、効き目も弱くなっているのかもしれない。あるいは、男女で効果が違ったり。

　部屋に戻ってからもシノさんはほとんどいつもと変わりなく、しばらくして彼女の方から、

「……薬の効果が抜けたと思うから、もう大丈夫……」

　と言われて、俺はほっと安あん堵どの息を吐ついた。

　そうして、はた迷惑な「惚ほれ薬ぐすり事件」は幕を閉じた。




　　　　　※




　激動の週末が終われば、勤労に励む月曜日がやってくる。

　いつものように俺を起こしたあと、シノさんはいそいそとキッチンに向かった。もう朝食はできているらしい。

　一夜明けて、シノさんの態度に変化はないように見えた。本当に、いつもどおり。

　そう言えば指輪の件はどうなったんだろう、と思ったけれども、それを自分で訊きくのには抵抗があった。どうせ、あとで彼女の手を見ればわかるわけだし。

　そんなことを考えながら、食事の準備をするため、布ふ団とんを畳んで部屋の隅に持って行こうとしたとき──そこでもぞもぞと動く物体を見つけて、俺は腰を抜かしそうになった。

「──う、うわあ！」

「……うへへ、ママぁ、ママぁ……」

「……な、何だこれは」

　よくよく見ると、それはユニ子こさんだった。彼女は幸せそうに毛布を抱き締め、だらしなく涎よだれをたらしている……。

　跳ね上がった心拍数を戻そうと深呼吸してから、俺はキッチンのシノさんに声をかけた。

「シノさん、なんか部屋にユニ子さんがいるんですけど……」

「ああ、その子は昨晩私が呼んだの」

「呼んだ？　なぜです？」

「べ、別に？　そんなことより、早く朝ご飯食べないと……」

　シノさんは、朝ご飯の載った盆を持ってキッチンからでてくる。

　白ご飯と味み噌そ汁しる、おかずが数品という普通の日本食だったが、そこに見慣れない料理が混じっていて、おやっと思った。

　おちょこのような入れ物に、ドロリとした液体が入っている。

「これ何ですか。初めて見ますね」

「特製ソースよ。魚にかけて食べるの」

「へえ、魚に……」

「味はあまりよくないけど、栄養はあるから。良薬口に苦しってやつ……」

　言いながら、シノさんはどこかぎくしゃくしているというか、緊張した面持ちをしているように見えた。

　ひょっとすると、あまり作り慣れていない料理なのかもしれない。何事も完璧にこなすシノさんだが、苦手な料理の一つや二つはあっても不思議ではないだろう。

　彼女の態度をあまり気にせず、俺は焼やき鮭じやけに特製ソースをかけてから、小分けにした身を口に運んだ。

　途端に、シノさんがぐっと顔を近づけてくる。

「ど、どう……!?」

「う～ん、確かにあまり美お味いしくはありませんね……まあ、でも食べられないほどじゃないですよ」

「ちゃんと私の目を見て言って……」

　どうやら、彼女はよほどこの料理にこだわっているらしい。ここは、少しくらい褒めた方がいいのだろうか。

「いや、ひょっとしたら美お味いしいのかも……？　俺がこういう味に慣れてないだけで」

「な、何か体調の変化とかはある……？　ほら、これ結構、即効性の成分が入ってる食材だから……」

「おかげで健康になったような気がしますよ」

「ムラムラしたりしない……？」

「何ですかそれ、滋養強壮的な食材だったんですか」

　そうこうしているうちに、シノさんはどんどんと顔を赤くしていく。照れるくらいなら、自分からムラムラとか言わなければいいのに。

　たまに彼女はこういうところがある。

　シノさんは恥ずかしそうに目を伏しながら、ぽつりと呟つぶやいた。

「そ、そう……ふ～ん、拓たく務むってそうなんだ……？」

「何がですか？　今日のシノさん、ちょっとおかしいですよ」

「箸が進んでないみたいだから、その……私が食べさせてあげる……」

　シノさんは恐ろしい速さで俺の手から箸をむしり取ると、それで白米を掬すくってこちらに差しだしてくる。

「はい、あーん」

「え、いや」

「ほら、あーんするの。拓務が本心を言わないってこと、私はわかってるんだから。本当は私に甘えたいんでしょ」

「何をどう考えたら、そういう結論がでるんです」

「シノゴノ言わずに、あんたは私に甘えてればいーの！」

　シノさんは強引だった。

　そのとき俺は彼女の指に、しっかりと指輪が嵌はまっているのを見つけた。

「あっ……」

　彼女は俺の視線に気づいたらしく、気まずそうに目を泳がせる。

「こ、これはね？　……その……せっかくもらったものだし……？　私の気持ちに関係なくつけといてあげる……」

　シノさんはますます顔を赤くして、自分の左手をさっと身体からだの向こうに隠した。

　──いまの気持ちが変わらなかったら。

　指輪を継続してつける条件として彼女はそう言ったけれども、どうやらそれは反ほ故ごになったらしい。

「いや、まあそこはシノさんが自由にしてくれたらいいところですよ。単なるプレゼントですから……」

「拓務もちゃんとつけるのよ？」

「わかってます、わかってます……」

「何よ、その適当な返事！　あとでちゃんとチェックするからね！」

　シノさんは眉まゆを寄せて言ったが、俺が彼女の刺しだしてくる白米を口に入れると、途端に表情を緩めた。
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　お世話になっております。旭あさひ蓑みの雄おです。

　絶対に働こうとする社畜サラリーマンと、絶対に人を怠けさせたい悪魔のイチャイチャラブコメ、おかげさまで第二巻です。続刊を出せて何が嬉しいって、愛着のあるキャラクターたちの新規イラストを、イラストレーターさんにたくさん描いてもらえること。

　今回もなたーしゃ先生のイラストはすばらしい！

　表紙のアップなシノさんも最高だし、最後のシーンのモノクロイラストも個人的にかなりグッときました。あとは裏表紙のデフォルメなマナもいいですねえ。




　さてこの場をお借りして、少しばかり近況報告をば。

　前作のはじらいサキュバスですが、みなさまの応援と担当さんのロビー活動の結果、続編である四巻を出せることになりました！　やったぜ！　続刊を出せて何が嬉しいって（略）

　時期は大体、夏ごろを予定しております。

　実は最近、ど素人なりにゲームを作っておりまして、許可がもらえればそのころにＰＲを兼ねまして、はじらいサキュバスをテーマにしたフリーゲームを作って公開したいな～と密かに画策しております。

　この辺は、はじらいサキュバスでやっていた動画活動の継続的な動きになるでしょうか。以前、とある無料ゲーム関連サイトさんに許可をもらってアクションゲームを作ったときから、いつかオリジナルのゲームを作りたいと思っていたんですよね。

　ちなみに、ゲーム内容は脱衣ブロック崩しです！

　素っ裸は無理でしょうが、水着か下着姿ぐらいなら大丈夫なんじゃないでしょうか。興味のある方は、続報に期待していただけますと幸いです。




　さて本作が書籍と相成るまで、たくさんの方のお世話になりました。

　本作を担当していただきました編集部の阿あ南なんさま、清きよ瀬せさま。

　魅力的なイラストで作品を彩っていただきました、なたーしゃさま。

　タイトルロゴや装丁を美しく仕上げていただきましたデザイン担当さま。内容や誤字脱字に目を光らせていただきました校閲さま。

　そしてKADOKAWA文芸局をはじめとする、この本の出版、宣伝、営業、販売に関わっていただきました全ての方々。本当に、ありがとうございました。

　そして何より、この本を手に取っていただきました読者の皆さまに最大級の感謝を。





令和二年　一月　旭　蓑雄
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